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The Implication of "Siren" 

The lotus has been the theme of painting, and there many master works which delineate it. Its flower 

is pure and innocent, and gives the feeling of loneliness and silence after it is withered. Chiba is where 

ancient lotus was discovered and its life was reinstated. Coincidentally, the Chiba City Museum of Art 

is located on a street made by reclaiming the lotus field called Lotus Pond(Hasu-ike) in ancient times. 

Siren has same phonetic expression as Siren in Greek mythology who lured mariners to their destruc

tion. The name of the bulletin was decided with the intention to weave the beauties of both present and 

ancient times as if harvesting the lotus and to discuss the arts which lure us like a siren. 

雌
は
古
米
の
画
題
で
あ
り
そ
れ
を
描
い
た
名
画
が
多
い
。

そ
の

花
は
消
浄
無
垢、

ま
た
枯
れ
て
は
寂
寒
の
愉
を
も
た
ら
す。

千
築
は
古
代
蓮
の
種
が
発
掘
さ
れ
視
代
に
命
を
復
活
し
た
町
で

あ
り、

奇
し
く
も
千
葉
市
美
術
館
は
占
に
は
蓮
池
（
は
す
い

け）

と
呼
ば
れ
蓮
の
漂
う
池
を
埋
立
て
た
と
い
う
い
わ
れ
の
繁

華
街
に
位
置
す
る。

音
通
す
る
s
i

re
n
は
美
声
を
し
て
船
乗
り

を
誘
惑
し
難
破
さ
せ
る
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
海
の
精
で
あ
る。

述

を
採
る
が
如
く
占
今
の
芙
を
紡
ぎ、

妖
精
の
如
く
人
を
魅
惑
す

る
芸
術
に
就
い
て
論
ず
べ
く
本
誌
の
題
を
定
め
た。

採
蓮
の
い
わ
れ

Chiba City Museum of Art 

千
葉
市
美
術
館

5
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ダ
ン・
グ
レ
ア
ム
の
《
連
結
す
る
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ
／
ヴ
ィ
デ
オ
上
映
ス
ペ
ー
ス
の
た
め
の
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
》

に
つ
い
て
ー
コ
ン
テ
ク
ス
ト
ヘ
の
介
入
か
ら
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
仲
介
ヘ

は
じ
め
に、
「
ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム
に
よ
る
ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム」

展
に
お
け
る
《
連
結
す
る
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ》

二
0
0
三
年
末
か
ら
二
0
0
四
年
初
頭
に
か
け
て、

千
葉

市
美
術
館
と
北
九
州
市
立
美
術
館
を
会
場
に
「
ダ
ン
・
グ
レ

ア
ム
に
よ
る
ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム」

展
が
開
催
さ
れ
た。

同
展

の
カ
タ
ロ
グ
に
は、
「
六
卜
年
代
の
雑
誌
作
品」、
「
七
十
年

代
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス」、
「
八
十
年
代
以
降
の
バ
ヴ
ィ
リ
オ

ン」、
「
グ
レ
ア
ム
と
ロ
ッ
ク
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
と
の
関
わ
り」

に
つ
い
て
論
じ
た
四
本
の
エ
ッ
セ
イ
が
掲
載
さ
れ
た（
註
ー）
0

こ
れ
ら
四
つ
の
テ
ー
マ
が、
ダ
ン・
グ
レ
ア
ム(
Dan
G
ra
h
am.
 

一
九
四
四
生）
の
創
作
活
動
に
お
け
る
重
要
な
柱
を
形
成
す

る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が、

こ
の
他
に
も
五
つ
め
の
柱
と
な

る
べ
き
作
品
群
が
存
在
す
る。

そ
れ
は、

七
十
年
代
初
頭
か

ら
今
日
に
い
た
る
ま
で
数
多
く
制
作
さ
れ
て
き
た、

ヴ
ィ
デ

オ
や
映
像
を
伴
う
諸
作
品
で
あ
る。

あ
る
時
は
イ
ベ
ン
ト
や

ン
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
言
う
べ
き
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
の

中
で、

ま
た
あ
る
時
は
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て、

そ

し
て
ヴ
ィ
デ
オ
上
映
ス
ペ
ー
ス
の
た
め
の
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ン
と
し
て、

そ
れ
ら
は
連
続
し
た
試
み
と
い
う
よ
り
は、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
一

部
と
し
て、

あ
る
時
は
パ
ヴ
ィ
リ
オ

多
様
な
実
験
の
集
積
と
言
え
る
だ
ろ
う。

当
初、

こ
れ
ら
四
本
の
エ
ッ
セ
イ
に
ヴ
ィ
デ
オ
作
品
を
論

じ
た
も
の
を
加
え
る
予
定
も
あ
っ
た
が、

紙
幅
が
限
ら
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
り、

カ
タ
ロ
グ
で
は
割
愛
せ
ざ
る
を
得
な
か

っ
た。

今
回、

美
術
館
紀
要
に
執
筆
の
場
を
い
た
だ
い
た
こ

と
を
好
機
に、

グ
レ
ア
ム
に
よ
る
一
連
の
ヴ
ィ
デ
オ
作
品
に

つ
い
て
古
き
た
い
と
考
え
た
が、

そ
れ
ら
多
種
多
様
な
実
験

全
て
に
論
及
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
現
実
的
で
は
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
る。

そ
こ
で
今
回
は、
「
ダ
ン・
グ
レ
ア
ム
に
よ
る
ダ

ン
・
グ
レ
ア
ム」

展
の
た
め
に
新
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
制
作
さ

れ
た、
〈
連
結
す
る一
二
つ
の
キ
ュ
ー
プ
／
ヴ
ィ
デ
オ
上
映
ス

ペ
ー
ス
の
た
め
の
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン(
Three
L
i

n
ked
 

Cu
bes/In
terior
 Desi
gn
 for
 Space
 Sho
win
g
 
Videos)
)
 

（
以
後
「
二
つ
の
キ
ュ
ー
ブ」

と
す
る）
を
中
心
に
論
じ
た
い

と
思
う。

カ
タ
ロ
グ
の
校
f
時
点
で
は
こ
の
新
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ

ン
が
未
だ
完
成
し
て
お
ら
ず、

作
品
廿
哀
や
解
説
を
掲
載
出

来
な
か
っ
た
こ
と
を
悔
や
む
思
い
も
あ
る
か
ら
だ。

《
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ〉

を
選
ぶ
も
う
ひ
と
つ
の
理
巾
は、

こ
の
作
品
が
グ
レ
ア
ム
の
初
期
か
ら
八
十
年
代
中
頃
に
か
け

て
の
探
求
を
受
け
継
ぎ
つ
つ、

九
十
年
代
以
降
に
お
け
る
新

実
際、

こ
の
作
品
が
生
み
出
さ
れ
た
一
九
八
六
年
は、

初

期
の
雑
誌
作
品
以
来
グ
レ
ア
ム
の
作
品
を
特
徴
付
け
て
き

た、

非
芸
術
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
介
人
す
る
こ
と
で
制
度
の

批
判
や
分
析
を
行
う
戦
略
が
急
速
に
後
退
す
る
時
期
と
も
弔

な
る。

こ
の
時
期
は、

こ
の
介
入
の
戦
略
か
ら、

九
十
年
代

の
バ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
に
見
ら
れ
る、

二
つ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を

仲
介
す
る
こ
と
で
新
た
な
機
能
や
関
係
性
を
創
出
す
る
戦
略

へ
の
転
換
期
に
当
た
る
の
だ。

本
論
は、
《
三
つ
の
キ
ュ
ー

な
の
だ。

グ
レ
ア
ム
の
様
々
な
探
求
が
交
わ
る
交
差
点
の
よ
う
な
作
品

た
な
流
れ
の
出
発
点
と
も
な
る
頂
要
な
作
品
だ
か
ら
だ。

初

期
の
雑
誌
作
品
に
始
ま
る
メ
デ
ィ
ア
ヘ
の
関
心、

ヴ
ィ
デ
オ

装
置
を
用
い
た
様
々
な
実
験、
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
を
用
い
た
パ

ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
制
作、

建
築
的
佃
習
の
脱
梢
築
的
批
判
な

ど、

こ
の
作
品
は、

グ
レ
ア
ム
が
追
求
し
て
き
た
様
々
な
成

果
の
集
大
成
で
あ
る
の
み
な
ら
ず、

九
十
年
代
以
降
新
た
な

展
開
を
見
せ
る、

明
確
な
使
用
価
値
を
持
つ
実
用
的
パ
ヴ
ィ

リ
オ
ン
の
起
源
で
も
あ
る。

四
十
年
に
及
ぶ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
し
て
の
キ
ャ
リ
ア
の
ち
ょ
う
ど
中
問
点
で
制
作
さ
れ
た

《
芝
つ
の
キ
ュ
ー
ブ〉

は、

ヴ
ィ
デ
オ
関
連
の
み
な
ら
ず、

7



図2ダン ・ グレアム（連結する＝
．つのキュープ／ヴィデオヒ映スペース

のためのインテリアデザイン）
1986年、 建築モデル 、 46.5X!97X72cm

ー…i

L'/l V 4

9F~1, 

吋（吋

図4 （連結する三つのキュープ／ヴィデオ上映スペースのためのインテ

リアデザイン（第2ヴァージョン）〉のグレアム自身による構想ドロー

イング

図l ダン ・ グレアム（連結する三つのキュープ）

198が 、 ハー フミラー・ガラス ・ 金屈

図3ダン・グレアム〈連結する三つのキュ ープ／ヴィデオヒ映スペ
ー スのためのインテリアデザイン（第1ヴァージョン）〉
1986年、 ハーフミラー・ガラス・木枠・ビデオモニターとデッキ、

225X2()()X300cm 

図5·6 ダン・グレアム（連結する二つのキュープ／ヴィデオ1:映スペースのためのインテリアデザイン（第3ヴァージョン）｝

2003年、 ハー フミラー・ガラス・バンチメタル・木枠・ビデオモニターとデッキ 、 2l5X7()()X233cm

ブ》
の
多
義
的
機
能
の
分
析
を
通
し
て、

こ
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
に
対
す
る
介
人
か
ら
コ
ン
テ
ク
ス
ト
同
＋
の
仲
介
へ
の
戦

略
的
転
換
に
お
い
て、

こ
の
作
品
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し、

ま
た
ど
の
よ
う
に
位
附
づ
け
ら
れ
る
か
を
探
る。

ま

ず
最
初
に、

多
く
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
持
つ
こ
の
作
品

の
概
要
を
幣
理
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い。

た
第一
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ホ
ウ
ィ
ッ
ト
ニ

ー
美
術
館
が
所
蔵
す
る
第
ニ
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン（．
九
几
二）、

そ
し
て
H
本
に
お
け
る
回
顧
展
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
第
三

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン（一(
0
0
三）
が
存
在
す
る。

こ
れ
ら
の
他
に
も、

キ
ュ
ー
プ
を
対
角
上
に
三
つ
肛
列
さ

せ
た
構
造
を
も
つ、

こ
の
作
品
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
と
も
言
う

べ
き
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
も
存
在
す
る。
（
図
ー、
ザ
2
)

作
者
自
身

に
よ
る
〈
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ〉
の
解
説
に
は、
「
屋
外
に
四

か
れ
た
場
合、

太
腸
の
光
を
浴
び
る
開
放
的
な
パ
ヴ
ィ
リ
オ

ン
に
な
り、

屋
内
で
は
《
ヴ
ィ
デ
オ
上
映
ス
ペ
ー
ス
の
た
め

の
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン》
へ
と
姿
を
変
え
る」
と
い
う
記

述
が
あ
る(
!3)。

ヴ
ィ
デ
オ
・
モ
ニ
タ
ー
を
欠
き、

自
然
光

の
も
と
で
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
の
屈
根
付
き
の
作
例
は、

〈•一^
つ
の
キ
ュ
ー
ブ》
の
屋
外
設
骰
用
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
(-
JL

八
六）
で
あ
ろ
う。
こ
の
作
品
は、
〈
三
つ
の
キ
ュ
ー
プ》
の

建
築
モ
デ
ル
(
-
九
八
六）
と
ほ
ぼ
同
じ
単
純
な
構
造
を
持
つ

〈一
『
つ
の
キ
ュ
ー
ブ》
に
は

一
几
八
六
年
に
制
作
さ
れ

、
《
W
つ
の
キ
ュ
ー
ブ》
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

実
際
第一
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
は、

キ
ュ
ー
ブ
を
店
本
形
と
し

な
が
ら
も、

よ
り
不
規
則
な
形
態
へ
と
変
貌
を
遂
げ
て
い

る。
（
図
3
)

各
キ
ュ
ー
ブ
も
正
方
形
で
は
な
く
縦
長
の
パ

ネ
ル
で
構
成
さ
れ、
パ
ネ
ル
も
九
枚
か
ら
六
枚
へ
と
数
を
減

ら
し
て
お
り、

連
結
す
る
三
つ
の
キ
ュ
ー
プ
と
言
う
よ
り

は、

屏
風
状
の
間
仕
切
り
と
言
う
ぺ
き
形
状
で
あ
る。

第
二

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
再
び
パ
ネ
ル
数
が
九
枚
に
戻
る
が、

組

み
合
わ
せ
方
は
依
然
と
し
て
不
規
則
の
ま
ま
で
あ
る。

各
バ

ネ
ル
の
縦
横
比
は
よ
り
正
方
形
に
近
い
形
へ
と
回
帰
し
て
い

る。
（
図
4
)

第一「ー
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は、

キ
ュ
ー
ブ
が
対
角

線
K
で――
づ
直
列
す
る
と
い
う、

屋
外
用
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
や

建
築
モ
デ
ル
と
同
じ
シ
ン
プ
ル
な
形
態
に
回
帰
し
て
い
る
が、

両
者
と
は
異
な
り
屋
根
は
な
い。（
回
5.
6、
It
5
)

い
ず
れ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
も、

木
枠
に
ガ
ラ
ス
あ
る
い
は

ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
を
は
め
込
ん
だ
仕
切
り
パ
ネ
ル
か
ら
構
成
さ

れ
る
が、

第
三
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は
パ
ン
チ
ド
メ
タ
ル
を
は

め
込
ん
だ
パ
ネ
ル
も
併
用
さ
れ
て
い
る（孔
6
)。
一
般
的
な
ヴ

イ
デ
オ
・
プ
—
ス
が、

個
々
の
観
客
を
隔
離
し、

プ
ラ
イ
ベ

ー
ト
性
を
保
つ
目
的
で
仕
切
り
を
用
い
る
の
に
対
し、
《
三

つ
の
キ
ュ
ー
プ》
は、

ガ
ラ
ス
や
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
を
用
い
る

こ
と
で
こ
の
効
果
を
あ
え
て
弱
め、

ヴ
ィ
デ
オ
を
見
て
い
る

観
客
の
意
識
を
仕
切
り
の
向
こ
う
側
に
向
け
る。

ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
は

（
図
2

正
4
)

ハ
ー
フ
ミ

こ
と
か
ら、

よ
り
複
雑
な
構
造
を
持
つ
第一
＼
第一一．
ヴ
ァ
ー

ジ
ョ
ン
よ
り
も
早
い
時
期
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る。

ラ
ー
は、

光
が
強
く
当
た
る
側
が
鋭
に
な
り、

そ
の
反
対
側

が
透
明
に
な
る
と
い
う
性
質
を
持
っ
た
め、

ヴ
ィ
デ
オ
を
見

る
観
客
が
鋭
状
の
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
に
映
る
自
ら
の
姿
を
見
る

と
き、

裏
側
は
透
明
な
ガ
ラ
ス
の
状
態
に
変
わ
っ
て
い
る。

そ
の
た
め
仕
切
り
が
保
護
す
る
は
ず
の
観
客
の
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
性
は、

彼
自
身
も
気
づ
か
ぬ
う
ち
に
失
わ
れ
て
い
る
の

だ。

両
側
に
等
し
く
光
が
あ
た
る
と
き、

鏡
と
ガ
ラ
ス
の
中
間
の
状
態
に
な
り、

両
側
の
蜆
客
と
も、

自
身
の
鋭
像
と
お
ぼ
ろ
げ
に
重
な
る
反
対
側
の
観
客
の
姿
を

常
に
意
識
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

仕
切
り
に
ハ
ー
フ

ミ
ラ
ー、

ガ
ラ
ス、
パ
ン
チ
ド
メ
タ
ル
を
用
い
る
こ
と
で、

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
バ
ブ
リ
ッ
ク
の
関
係
性
が
こ
の
よ
う
に
複

雑
に
交
錯
し
合
う
こ
と
に
な
る。

各
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
細
部
の
仕
様
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ

り、

特
に
木
枠
の
索
材、

太
さ、

加
工
法
に
関
し
て
共
通
す

る
亜
素
は
極
め
て
少
な
い（計
7
)。

第一
•
第
ニ
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ

ン
の
木
枠
は、

家
具
の
素
材
と
製
法
に
よ
っ
て
組
み
ヒ
げ
ら

れ
て
い
る
が、

第．1-
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
木
枠
は、

住
宅
建
築

用
の
杉
の
角
材
を
白
木
の
ま
ま
使
い、

同
じ
く
住
宅
建
築
に

川
い
ら
れ
る
伝
統
的
な
継
ぎ
方
を
用
い
て、

大
L
の
手
に
よ

り
製
作
さ
れ
た。

〈．―
づ
の
キ
ュ
ー
プ〉
で
は、

ヴ
ィ
デ
オ・
モ
ニ
タ
ー
の
配

置
も
独
特
の
方
法
を
採
る。

通
常
の
ヴ
ィ
デ
オ
・
ブ
ー
ス
で

は、

ブ
ー
ス
と
同
数
の
モ
ニ
タ
ー
が
各
ブ
ー
ス
の
奥
に
設
附

さ
れ
る
の
に
対
し
て、

こ
の
作
品
で
は
モ
ニ
タ
ー
が
ブ
ー
ス

，
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と
無
関
係
に
配
趾
さ
れ
る
た
め
に、

キ
ュ
ー
ブ
と
モ
ニ
タ
ー

の
数
は
必
ず
し
も
一

致
し
な
い。

例
え
ば
第
一

ヴ
ァ
ー
ジ
ョ

ン
の
場
合、

挿
図
の
展
示
（
図
1

)

で
は
二
台
の
モ
ニ
タ
ー
が

設
骰
さ
れ
て
い
る
が、

パ
リ
市
近
代
美
術
館
に
お
け
る
回
顧

展
（
二
0
0
1
)
で
は
三
台
の
モ
ニ
タ
ー
が
設
個
さ
れ
て
お

り、

モ
ニ
タ
ー
の
台
数
自
体
も
必
ず
し
も
厳
密
に
決
め
ら
れ

て
い
る
わ
け
で
は
な
い。

第
ニ
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
で
は、

各
キ

ュ
ー
ブ
が
大
型
な
こ
と
も
あ
り、

多
数
の
モ
ニ
タ
ー
が
設
置

さ
れ
て
い
る。

第一―ー
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
場
合、

構
想
プ
ラ
ン

で
は
モ
ニ
タ
ー
の
位
置
と
台
数
は
示
さ
れ
ず、

ブ
ー
ス
設
置

後、

グ
レ
ア
ム
自
身
が
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
四
台
の
モ
ニ
タ

ー
を
配
置
し
た。

最
終
的
に、

オ
・
ブ
ー
ス
の
よ
う
に
キ
ュ
ー
プ
の
奥
に
収
め
ら
れ
た
が、

残
り
の一
『
台
は
ブ
ー
ス
の
外
側
か
ら
も
よ
く
見
え
る
位
府
に

阻
か
れ
た。

以
上、

二
つ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
の
形
式
的
差
異
を
中
心
に

記
述
を
続
け
て
き
た
が、
《
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ
》

の
場
合、

作
品
展
示
の
方
法
自
体
が
あ
る
意
味
形
式
以
上
に
重
要
な
要

索
と
な
る。

光
の
当
た
る
方
向
と
強
さ
に
よ
っ
て、

ハ
ー
フ

ミ
ラ
ー
が
鋭
に
も
ガ
ラ
ス
に
も
そ
の
中
間
に
も
変
化
す
る
た

め、

展
示
室
に
お
け
る
光
の
状
態
次
第
で、

作
品
の
見
え
方

の
み
な
ら
ず
そ
の
性
格
さ
え
も
一

変
す
る
か
ら
だ。

蛍
光
灯

を
中
心
と
し
た
強
い
光
の
下
と、

ハ
ロ
ゲ
ン
の
弱
い
光
の
下

で
は、

ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
に
よ
る
反
射
の
度
合
が
大
き
く
変
化

す
る
た
め、

作
品
の
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
な
美
も
決
定
的
に
変
わ

え
入
れ
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る。（
註
9
)

こ
の
区
分
を
促
進
し、

制
度
化
し
た
の
が
美
術
ア
カ
デ
ミ

ー
で
あ
り、

そ
こ
で
は
絵
画
や
彫
刻
と
い
う
墜
固
な
ジ
ャ
ン

ル
が
確
立
さ
れ
て
い
た。

十
九
世
紀
後
半、

多
く
の
先
鋭
的

な
画
家
た
ち
が
ア
カ
デ
ミ
ー
的
諸
価
値
を
否
定
し
よ
う
と
努

め
た
が、

絵
画
と
い
う
メ
デ
ィ
ア
固
有
の
特
団
を
追
求
し
て

い
く
こ
と
で、

絵
両
の
独
立
性、

純
粋
性
を
一

層
強
め
る
結

果
と
な
っ
た。

モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
時
代、

バ
ウ
ハ
ウ
ス
や
ロ
シ

ア
構
成
主
義
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
絵
画
・

彫
刻
と
デ
ザ

イ
ン
の
間
に
築
か
れ
た
壁
に
挑
み、
一

定
の
成
果
を
挙
げ
た

と
は
い
え、

近
代
美
術
史
は
大
筋
に
お
い
て
絵
画
と
彫
刻
の

自
律
的
•

特
権
的
物
語
と
し
て
展
開
し
て
い
く。

グ
レ
ア
ム
が
芸
術
制
作
を
開
始
し
た
時
期、

す
な
わ
ち
六

十
年
代
中
頃
の
ア
メ
リ
カ
で
は、

既
製
の
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
を

打
破
し
よ
う
と
す
る
境
界
侵
犯
的
な
動
向
が
数
多
く
現
れ
る

一

方
で、

絵
画
の
独
立
性、

純
粋
性
と
い
う
理
念
が
未
だ
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
た。

ク
レ
メ
ン

ト・
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ(
Cle
m
ent
Green
ber
g,
 
1

九
0
九
ー

一

九
九
四）
と
そ
の
後
継
者
た
ち
に
よ
る
フ
ォ
ー
マ
リ
ズ
ム

批
評
は、

白
律
的
芸
術
の
枠
組
み
を
堅
持
し、

絵
画
と
他
の

ジ
ャ
ン
ル
を
明
確
に
区
別
す
る
こ
と
で、

絵
画
の
純
粋
性
・

平
面
性
を
追
及
す
る
抽
象
絵
画
を
依
然
と
し
て
擁
護
し
続
け

て
い
た。別

の
芸
術
メ
デ
ィ
ウ
ム
か
ら
倍
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ

し
き
ど
ん
な
効
果
で
も、

こ
と
ご
と
く
各
々
の
芸
術
の

一

台
だ
け
は
通
常
の
ヴ
ィ
デ

Roo
m
 ゜

る(
lt
11
)

テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
巻
く
状
況
に
つ
い
て
論
じ
た
い。

二、

ア
ー
ト
と
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
ー
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
と

っ
て
し
ま
う。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は、

改
め
て
第
三
類
で

詳
し
く
論
じ
た
い。

ジ
ャ
ッ
ド
を
例
に

グ
レ
ア
ム
は、
《
連
結
す
る
三
つ
の
キ
ュ
ー
プ
／
ヴ
ィ
デ

オ
上
映
ス
ペ
ー
ス
の
た
め
の
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
〉

の
作

品
タ
イ
ト
ル
に
「
デ
ザ
イ
ン
」

と
い
う
語
を
羽
入
し
た
が、

こ
の
作
品
を
発
表
し
た
一

九
八
六
年、
「
デ
ザ
イ
ン
と
し
て

の
ア
ー
ト
／
ア
ー
ト
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
」

と
い
う
エ
ッ
セ

イ
を
執
筆
し
て
い
る（
北
8
)。

六
卜
年
代
以
降
の
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
ア
—
卜
と
デ
ザ
イ
ン
の
新
た
な
関
係
に
つ
い
て
論
じ

た
こ
の
文
章
に
お
い
て、

グ
レ
ア
ム
は、

ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ

ン
の
悦
界
を
佼
犯
す
る
試
み
を
打
定
的
に
捉
え
る
こ
と
で、

両
者
を
峻
別
し
て
き
た
佃
習
を
批
判
し
た。

不
思
議
な
こ
と

に
こ
の
論
で
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
が、

初
期
の
グ
レ
ア
ム

に
大
き
な
影
孵
を
与
え
た
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
た
ち
の
な
か
に
も、

七
十
年
代
以
降、

家
具
や
日
用
品

の
「
デ
ザ
イ
ン
」

を
試
み
る
者
が
現
れ
た。

こ
の
章
で
は、

「
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
の
ア
ー
ト
／
ア
ー
ト
と
し
て
の
デ
ザ
イ

ン
」

に
採
り
上
げ
ら
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
中
か
ら
チ
ェ
ン

バ
レ
ン
を、

デ
ザ
イ
ン
を
試
み
た
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
中
か
ら

ジ
ャ
ッ
ド
を
例
と
し
て
挙
げ、
〈
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ
〉

が
生

み
出
さ
れ
た
時
期
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る、

ア
ー
ト
と
イ
ン

諸
効
果
か
ら
除
去
す
る
こ
と
が
自
己
批
判
の
仕
市
と
な

っ
た。

そ
れ
に
よ
っ
て
各
々
の
芸
術
は
「
純
粋」

に
な

り、

そ
の
「
純
粋
さ」

の
な
か
に、

そ
の
芸
術
の
自
立

の
保
証
と
同
様、

そ
の
質
の
諸
基
準
の
保
証
が
見
い
だ

さ
れ
よ
う。（
悶）

六
十
年
代
当
時、

グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
の
罪
論
は
徐
々
に
影
孵

力
を
弱
め
つ
つ
あ
っ
た
が、
「
絵
画
で
も
彫
刻
で
も
な
い
芸

術」

を
試
み
て
い
た
若
き
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
前
に
打
破
す
べ

き
テ
ー
ゼ
と
し
て
立
ち
は
だ
か
り、

彼
ら
自
身
も
気
づ
か
ぬ

う
ち
に
そ
の
視
野
や
活
動
を
狭
め
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ

グ
レ
ア
ム
が
「
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
の
ア
ー
ト
／
ア
ー
ト
と

し
て
の
デ
ザ
イ
ン」

で
採
り
上
げ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の

多
く
が
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
と
関
連
す
る
こ
と
も、

決
し
て
偶

然
で
は
な
い。

ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
は、

早
い
段
階
で
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
理
論
と
訣
別
す
る
か、

あ
る

い
は
頭
初
か
ら
無
関
係
で
あ
っ
た
た
め、

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア

の
イ
メ
ー
ジ
や
H
常
的
イ
メ
ー
ジ
な
ど、

そ
れ
ま
で
ア
ー
ト

か
ら
排
除
さ
れ
て
き
た
卑
俗
な
要
素
を
届
躇
な
く
作
品
に
取

り
込
む
こ
と
が
出
来
た。

彼
ら
が
日
常
的
要
素
を
作
品
に
採

り
入
れ
る
過
程
で、

時
と
し
て
ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
の
接
近

と
見
な
し
う
る
現
象
が
起
こ
る
こ
と
も
あ
っ
た。

し
か
し
な

が
ら、

グ
レ
ア
ム
が
挙
げ
た
作
例
の
な
か
で
も、

ク
レ
ス
・

オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
の
《
ベ
ッ
ド
ル
ー
ム
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
(
Bed'

Ense
m
bl
e)
)

や
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル
の
〈
牛

そ
れ
に
対
し
て、

同
じ
エ
ッ
セ
イ
の
な
か
で
グ
レ
ア
ム
が
採

り
上
げ
た
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
(J
o
hn
C
ha
m
be
rla
in.
 
1

九
二
七
生）
の
〈
カ
ウ
チ
・
ワ
ー
ク
ス
(
Cou
c
h

Wor
ks)
)
シ

リ
ー
ズ
は、

作
品
の
機
能
と
そ
の
素
材・
形
態
が
一

致
し
て
い

る
点
に
お
い
て、

オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ
や
ウ
ォ
ー
ホ
ル
の
作
品

と
は
決
定
的
に
異
な
る。

六
十
年
代
当
時、

ア
ッ
サ
ン
ブ
ラ

ー
ジ
ュ
(asse
m
bla
ge)
を
代
表
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
見
な

さ
れ、

比
較
的
ポ
ッ
プ
・
ア
ー
ト
に
近
い
場
所
で
活
動
し
て

い
た
チ
ェ
ン
バ
レ
ン
も、

グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
的
規
範
か
ら
比

較
的
自
由
な
立
場
に
あ
っ
た
と
言
え
る。

彼
が
〈
カ
ウ
チ
・

ワ
ー
ク
ス
》

を
初
め
て
展
示
し
た
一

九
七
0
年、

コ
ン
セ
プ

チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
の
短
い
ブ
ー
ム
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
席

巻
し
て
お
り、

ジ
ャ
ン
ル
の
純
粋
性
や
自
律
的
芸
術
と
い
う

枠
組
み
は
か
つ
て
な
い
危
機
を
迎
え
て
い
た（
註
12
)
0

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は、

廃
車
の
ボ
デ
ィ
ー
を
圧
縮
し
た
ア
ッ

サ
ン
ブ
ラ
ー
ジ
ュ
彫
刻
の
制
作
と
並
行
し
て、

か
ら、

ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー
ム
を
用
い
た
彫
刻
の
制
作
も
行

う。

そ
の
素
材
を
用
い
て、

ス
タ
ジ
オ
内
で
使
用
す
る
た
め

に
自
作
し
た
カ
ウ
チ
を、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
発
表
す
る
作
品
と

し
て
発
展
さ
せ
た
の
が
《
カ
ウ
チ
・
ワ
ー
ク
ス
〉

で
あ
る。

受
け
る。

一

九
六
六
年

改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く、

近
代
に
お
い
て、

絵

画
・

彫
刻
と
工
芸
・
デ
ザ
イ
ン、

言
い
換
え
る
な
ら
美
的
価

値
と
使
用
価
値
は
明
確
に
隔
て
ら
れ
て
き
た。

卜
八
世
紀

末、

イ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
カ
ン
ト(I
m
man
u
e

二§nt,
一

ヒ
ニ

四
ー
一

八
0
四）
は、

そ
の
『
判
断
力
批
判』

に
お
い
て、

「
趣
味
判
断
を
規
定
す
る
適
意
は
全
て
関
心
な
し
で
あ
る」

と
述
べ
、

美
的
判
断
は
使
用
価
値
を
は
じ
め
と
す
る
美
的
価

値
以
外
の
諸
価
値
と
は
無
関
係
に
行
わ
れ
る
と
し
た。

そ
し

て
造
形"-芸
術
の
区
分
を
行
う
に
際
し、
「
第
一

種
類
の
彫
刻

芸
術」

と
建
築
芸
術
と
を
隔
て
る
こ
と
で、

芙
的
価
値
と
使

用
価
値
を
明
確
に
区
別
し
た。

造
形
芸
術
な
い
し
は
感
官
直
観
に
お
い
て
諸
理
念
を
あ

ら
わ
す
表
現
の
芸
術
は、

感
官
の
真
理
の
そ
れ
で
あ
る

か、

感
官
の
仮
象
の
そ
れ
で
あ
る
か
で
あ
る。

前
者
は

彫
塑
と
呼
ば
れ、

後
者
は
絵
画
術
と
呼
ば
れ
る。

…
…

美
的
な
造
形
芸
術
の
第
一

種
類
と
し
て
の
彫
塑
に
は、

彫
刻
芸
術
と
建
築
芸
術
と
が
屈
す
る。
：
：・・
建
築
芸
術

に
あ
っ
て
は
人
為
的
対
象
の
或
る
種
の
使
用
が
主
要
事

で
あ
っ
て、

条
件
と
し
て
の
こ
の
こ
と
に
そ
の
美
感
的

な
諸
理
念
は
制
限
さ
れ
て
い
る。

そ
こ
で
人
間、

神

、々

動
物
そ
の
他
の
彫
像
は、

第
一

種
類
の
彫
刻
芸

術
に
属
す
る
が、

神
殿、

あ
る
い
は
公
的
巣
会
の
た
め

の
殿
棠、

あ
る
い
は
住
宅、

凱
旋
門、

円
柱、

記
念
碑

そ
の
他、

記
念
物
と
し
て
建
て
ら
れ
た
も
の
は、

建
築

芸
術
に
属
す
る。

い
や、

す
べ
て
の
家
具
は
そ
れ
に
数

の
壁
紙
（
C
o
w
Wa
ll
pa
per)
》

は、

作
品
の
機
能
と
使
用
さ

れ
た
装
飾
・

イ
メ
ー
ジ
と
の
関
係
に
必
然
性
が
見
ら
れ
ず、

ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
の
接
近
と
い
う
よ
り
は、

日
用
品
の
姿

を
借
り
た
ポ
ッ
プ
な
オ
ブ
ジ
ェ
に
近
い
と
い
う
印
象
を
強
く

11 10 



図8 スプリング・ストリート・ピルの4階。 吹に展小されているのはフラン
ク・ステラの作品。

《
カ
ウ
チ
・
ワ
ー
ク
ス
〉

に
は、

家
具
メ
ー
カ
ー
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
に
載
せ
る
商
品
と
し
て
企
画
さ
れ
た、

ン
な
し
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
も
存
在
す
る。

こ
れ
は
チ
ェ
ン
バ

レ
ン
が
制
作
し、

ミ
ラ
ノ
の
職
人
が
実
用
に
耐
え
る
べ
く
修

止
を
加
え
た
原
型
を
も
と
に
址
産
さ
れ
た、

販
売
用
の
家
具

で
あ
る。

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
は、
「
人
々
は
カ
ウ
チ
を
長
年
所

ン
感
覚
に
基
づ
き、

作
品
や
建
築
と
一

体
と
な
っ
て
調
和
し

た
空
間
を
形
成
し
た。
（
図
8
)

彼
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
日
用
品

は、

椅
子、

机、

ベ
ッ
ド
な
ど
の
家
具
だ
け
に
習
ま
ら
ず、

流
し
ム11
や
カ
ッ
プ、

皿、

グ
ラ
ス
な
ど
多
岐
に
渡
っ
た。

さ

ら
に
一

九
八
二
年
頃
か
ら
は
販
売
用
の
家
具
製
造
も
始
め、

一

几
八
四
年
以
降、

家
具
の
展
覧
会
も
幾
度
か
開
催
し
て
い

る。
作
品
と
家
具
の
形
式
の
間
に
明
ら
か
な
類
似
が
見
ら
れ
る

に
も
関
わ
ら
ず、
ジ
ャ
ッ
ド
が
そ
の
言
説
に
お
い
て、
両
者
を

明
確
に
区
別
し
て
い
た
事
実
を
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

ア
ー
ト
の
形
状
と
ス
ケ
ー
ル
は
家
具
と
か
建
築
に
は
置

き
換
え
ら
れ
な
い
。

ア
ー
ト
の
意
図
は、

機
能
的
で
な

図7 ジョン・チェンバレン（ソルディスのはしけ）
1980年 、 ウレタン ・ 紐． 75X35QX386cm

巨
大
な
ウ
レ
タ
ン
の
塊
に
複
雑
な
窪
み
を
形
づ
く
る
こ
と
で

生
み
出
さ
れ
た
カ
ウ
チ
に
は、

展
覧
会
会
期
中、

観
客
が
自

巾
に
横
た
わ
る
こ
と
が
許
さ
れ
て
い
た。

ウ
レ
タ
ン
フ
ォ
ー

ム
は
剥
き
出
し
の
ま
ま
だ
と
脆
い
た
め、

表
面
が
白
い
布
で

四
わ
れ
た
作
例
も
多
い
。
（
図
7
)

エ
デ
ィ
シ
ョ

仔
し、

そ
れ
ら
は
今
も
使
わ
れ
て
い
る」

と
述
べ

る
一

方

で、
「
単
な
る
家
具
以
上
の
役
割
を
果
た
す
の
で、
《
カ
ウ

チ
・

ワ
ー
ク
ス
》

は
彫
刻
で
あ
る
と
思
う」

と
も
述
べ
て
い

る（
北
13ー。

グ
レ
ア
ム
も、

こ
の
シ
リ
ー
ズ
が
自
ら
の
〈
三
つ

の
キ
ュ

ー
ブ
〉

と
同
じ
く、

彫
刻
と
し
て
の
機
能
と
実
用
的

な
道
具
と
し
て
の
機
能
を
兼
ね
備
え
て
い
る
点
に
注
目
し
た

と
思
わ
れ
る。

《
カ
ウ
チ
・
ワ
ー
ク
ス
》

に
は、

周
囲
に
モ
ニ
タ
ー
を
設
骰

し
て、

カ
ウ
チ
に
横
た
わ
る
人
々
に
ヴ
ィ
デ
オ
映
像
を
提
供

す
る
展
示
の
パ
タ
ー
ン
も
存
在
す
る。

グ
レ
ア
ム
が
「
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
の
ア
ー
ト
／
ア
ー
ト
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
」

に

お
い
て
例
示
し
た
の
も、

カ
ス
パ
ー
・

ケ
ー
ニ
ッ
ヒ
企
画
に

よ
る
「
ヴ
ェ
ス
ト
ク
ン
ス
ト」

展
(
-

九
八
一
）
に
お
い
て
展
示

さ
れ
た、

こ
の
ヴ
ィ
デ
オ
を
伴
う
カ
ウ
チ
で
あ
っ
た（
打
14
)。
〈
カ

ウ
チ
・
ワ
ー
ク
ス
》

と
《
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ
〉

は、

ヴ
ィ
デ
オ

上
映
の
た
め
の
デ
ザ
イ
ン
ワ
ー
ク
と
い
う
機
能
上
の
共
通
点

を
持
つ
の
で
あ
る。

さ
ら
に、

バ

ー
ゼ
ル
と
エ
ジ
ン
バ

ラ
で

〈
三
つ
の
キ
ュ

ー
ブ
》

が
展
示
さ
れ
た
と
き、

こ
の
「
デ
ザ

イ
ン
と
し
て
の
ア
ー
ト
／
ア
ー
ト
と
し
て
の
デ
ザ
イ
ン
」

の

コ
ピ
ー
が
カ
タ
ロ
グ
の
代
わ
り
に
使
わ
れ
た
こ
と
も
考
慮
す

れ
ば、
《
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ
〉

の
誕
生
に
《
カ
ウ
チ
・
ワ
ー
ク

ス
》

が
影
甥
を
与
え
た
可
能
性
は、

極
め
て
高
い
と
言
え
る

だ
ろ
う。

グ
レ
ア
ム
が
《
三
つ
の
キ
ュ
ー
プ
》

を
制
作
し
た
八
十
年

代
中
頃
に
な
る
と、

ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
の
区
分
は
以
前
ほ

け
れ
ば
な
ら
な
い
後
者
の
意
図
と
は
異
な
る。

も
し
椅

子
や
建
物
が
機
能
的
で
は
な
く、

単
に
ア
ー
ト
と
し
て

現
わ
れ
る
な
ら、

そ
れ
は
馬
鹿
げ
た
こ
と
だ。

椅
子
の

ア
ー
ト
性
は
そ
れ
が
ア
ー
ト
に
似
通
っ
て
い
る
か
ど
う

か
で
は
な
く、

あ
る
程
度
ま
で
そ
れ
が
椅
子
と
し
て
の

理
由
を
持
ち、

有
用
で、

適
当
な
ス
ケ
ー
ル
を
持
っ
て

い
る
か
ど
う
か
で
判
別
さ
れ
る。

そ
れ
ら
は
プ
ロ
ポ
ー

シ
ョ
ン
で
あ
り、

視
覚
上
の
正
し
い
理
由
で
あ
る。

ア

ー
ト
の
ア
ー
ト
性
は
あ
る
程
度
ま
で、

そ
の
人
の
断
定

で
あ
り、

そ
の
他
の
考
察
は
関
係
し
な
い
。

作
品
は
そ

れ
自
体
と
し
て
在
り、

椅
子
は
椅
f
自
体
と
し
て
在

る。

そ
し
て
椅
子
と
い
う
観
念
は
椅
子
で
は
な
い
の

だ゚
(
It
18
)

グ
リ
ー
ン
バ

ー
グ
は、

一

九
六
七
年、
「
ド
ア
や
テ
ー
ブ

ル
や
何
も
内
か
れ
て
い
な
い

白
い
紙
な
ど
と
同
じ
程
度
に

は、

ア
ー
ト
と
し
て
理
解
し
う
る」

と
ミ
ニ
マ
ル
・

ア
ー
ト

の
作
品
を
非
難
し
た（
註
g。

ジ
ャ
ッ
ド
は
自
ら
の
「
特
殊
な

オ
ブ
ジ
ェ

(
S
pe
ci
fi
c

O
b
j

ect)
」

に、

純
粋
な
美
的
対
象
と

し
て
の
現
前
性
を
付
与
す
る
た
め
に
も、

家
具
と
ア
ー
ト
を

明
確
に
区
別
す
る
必
要
が
あ
っ
た。

彼
の
よ
う
に
フ
ォ
ー
マ

リ
ズ
ム
絵
画
か
ら
オ
プ
ジ
ェ
ヘ
と
転
じ
た
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
た

ち
に
と
っ
て、

ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
の
境
界
を
打
ち
破
る
こ

と
は
容
易
で
は
な
か
っ
た。

何
物
も
表
象
し
な
い
物
体
そ
の

も
の
と
し
て
存
在
す
る、
「
絵
画
で
も
彫
刻
で
も
な
い
」

ミ

ニ
マ
ル
・

ア
ー
ト
の
オ
ブ
ジ
ェ

も、

純
粋
な
美
的
現
前
性
を

ロ
シ
ア
構
成
主
義
の
よ
う
な
成
果
を
上
げ
る
こ
と
は
出
米
な

か
っ
た。

あ
っ
た。

ど
の
蔽
格
さ
を
失
い
つ
つ
あ
っ
た
。

ア
ー
ト
に
機
能
や
実
用

性
を
求
め
る
動
き
も
現
れ
始
め、

芸
術
の
自
律
性
と
い
う
枠

組
み
自
体
が
ほ
と
ん
ど
効
力
を
失
っ
て
し
ま
う。

八
十
年
代

後
半、

バ
ブ
リ
ッ
ク
・

ア
ー
ト
を
め
ぐ
る
論
争
が
巻
き
起
こ

る
な
か
で、

公
共
彫
刻
や
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
の
枠
を
超
え
た
機

能
的
な
作
品
の
数
が
激
増
し、

椅
子、

照
明
器
具、

歩
道
の

装
飾
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
も
珍
し

く
な
く
な
っ
た（
註
15
)。

注
目
す
べ

き
は、

そ
の
な
か
に
ミ
ニ

マ
ル
・

ア
ー
ト
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
数
多
く
含
ま
れ
て

い
る
こ
と
だ(
it
16
)。

中
で
も、

初
期
の
グ
レ
ア
ム
も
影
評
を

受
け
た
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド(
D
o
n
al
d
J
u
cl
cl,
一

九一
．
八
ー

一

九
九
四）

は、

七
十
年
代
か
ら
最
晩
年
に
至
る
ま
で
継
続

的
に
家
具
製
作
を
行
っ
た
だ
け
で
な
く、

家
具
だ
け
に
よ
る

展
覧
会
も
幾
度
か
開
い
て
お
り、

こ
の
傾
向
を
代
表
す
る
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
と
言
え
る
だ
ろ
う。

ジ
ャ
ッ
ド
に
と
っ
て、

当
初、

家
貝
は
建
築
の
派
生
物
で

一

九
六
八
年
以
降、

彼
は
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
と
テ
キ

サ
ス
州
マ
ー
フ
ァ
に
様
々
な
建
物
を
購
入
あ
る
い
は
惜
用
し

た。

自
ら
の
設
計
に
基
づ
き
そ
れ
ら
に
全
面
的
に
改
装
を
施

し
た
の
ち、

生
活
空
間
や
作
業
空
間
と
し
て
使
用
す
る
と
と

も
に、

自
ら
の
作
品
や
彼
が
好
ん
だ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の

作
品
を
展
示
し
た。（
社
17
)

そ
れ
ら
の
空
間
と
作
品
に
調
和
す

る
市
販
の
家
具
が
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
か
ら、

椅
子
や

机
を
自
ら
デ
ザ
イ
ン
し
た
の
が
家
具
制
作
の
始
ま
り
で
あ

る。

こ
れ
ら
の
家
具
は、

ジ
ャ
ッ
ド
自
身
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ

前
捉
と
す
る
特
権
的
な
芸
術
作
品
と
い
う
点
で
は、

依
然
と

し
て
フ
ォ
ー
マ
リ
ス
ト
絵
画
の
延
長
線
ヒ
に
位
附
し
て
い
た

か
ら
だ。

ジ
ャ
ッ
ド
は
ア
ー
ト
と
家
具
の
区
別
を、

結
局
最

晩
年
ま
で
守
り
続
け
た。

ジ
ャ
ッ
ド
の
生
み
出
し
た
家
具
は、

彼
の
作
品
と
形
式
的

特
徴
を
共
有
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、

伝
統
的
な
家
貝

が
持
つ
以
上
の
機
能
を
備
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の

怠
味
で
は、

彼
の
家
具
は
デ
ザ
イ
ン
の
範
庄
内
で
語
り
つ
く

す
こ
と
が
可
能
で
あ
り、

彼
自
身
も
そ
う
望
ん
だ
よ
う
に、

ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン

間
の
境
界
線
を
揺
る
が
す
こ
と
は
な

い
。

ジ
ャ
ッ
ド
を
は
じ
め
と
す
る
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
の
実
用
的

オ
プ
ジ
ェ

に
は、

既
成
の
機
能
的
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
自
身
の
作

品
形
式
を
持
ち
込
ん
だ
だ
け
の
市
例
が
多
い
。

そ
の
た
め
彼

ら
に
よ
る
ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
の
融
合
は、

バ

ウ
ハ

ウ
ス
や

こ
れ
に
対
し
て
グ
レ
ア
ム
の
《
三
つ
の
キ
ュ

ー
プ
）

は、

純
粋
に
家
具
の
範
疇
で
語
る
こ
と
が
可
能
な
ジ
ャ
ッ
ド
の
家

具
や、

彫
刻
と
カ
ウ
チ
の
機
能
を
兼
ね
備
え
た
チ
ェ
ン
バ
レ

ン
の
作
品
以
上
に
多
義
的
で
あ
り、

ア
ー
ト
と
デ
ザ
イ
ン
間

の

問
題
を
超
え
た
様
々
な
問
題
を
提
起
す
る。

次
章
で
は

《
三
つ
の
キ
ュ

ー
プ
〉

が
持
つ
多
義
的
な
側
面
を
整
理
し、

こ
の
作
品
の
特
殊
性
を
浮
き
彫
り
に
し
た
い
。
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パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
建
築
と
彫
刻
形
式
と
い
う
二
承
の
機
能

二、
〈
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ〉
の
美
的
側
面
と
機
能
的

側血

グ
レ
ア
ム
の
評
価
が
確
立
さ
れ
る
過
程
で
大
き
な
貞
献
を

果
た
し
た
批
評
家
の
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
プ
ッ
ク
ロ
ー
は、

以

主
に
そ
の
作
品
の
「
非
美
的」

な
外
形
の
た
め
に、

グ

レ
ア
ム
の
作
品
は
多
く
の
人
々
か
ら
誤
解
を
受
け、

そ

の
評
価
が
遅
れ
る
こ
と
に
な
っ
た。（北
翌

グ
レ
ア
ム
の
作
品
は、

初
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
既
成

の
芸
術
作
品
と
は
か
け
離
れ
た
形
式
を
持
ち、
の
み
な
ら
ず

多
種
多
様
な
手
法
が
同
時
期
に
並
行
し
て
用
い
ら
れ
る
た
め

に、

旧
来
の
様
式
論
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
i
貫
性
を
欠
き、

捉
え
ど
こ
ろ
が
な
い
よ
う
に
映
る
か
も
し
れ
な
い。

彼
は、

雑
誌
作
品、

イ
ベ
ン
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス、

イ
ン
ス
タ
レ

ー
シ
ョ
ン、

建
築
モ
デ
ル、
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
か
ら、

ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
・
フ
ィ
ル
ム、

舞
台
デ
ザ
イ
ン
に
至
る
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
や
手
法
の
間
を
目
ま
ぐ
る
し
く
移
動
し、
ハ
イ
・

ア
ー
ト
と
ロ
ー
・
ア
ー
ト
の
様
さ
え
越
え
て
し
ま
う。

現
在

で
こ
そ、

こ
の
よ
う
な
特
徴
を
持
つ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
珍
し

く
な
い
が、

メ
デ
ィ
ア
や
様
式
の
純
粋
性
や
統．
性
を
重
視

す
る
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
影
愕
力
が
残
る
時
代
に
は、

グ
レ
ア
ム

の
よ
う
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は
例
外
的
な
存
在
で
あ
っ
た。

多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
横
断
す
る
だ
け
に
留
ま
ら
ず、
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
な
性
質
を
も
つ
グ
レ
ア
ム
の
作
品
の
多
く
は、

イ

ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
特
徴
も
備
え
て
い
る。
521〉
ヒ

十
年
代
中
頃
ま
で、

彼
は
他
の
多
く
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち

い
な
い
が、
「
芸
術
と
し
て
の
芸
術(ar
t

as
 ar
t
)
 J
の

概
念
か
ら
美
的
と
定
義
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ

う。(
at
23
)

グ
レ
ア
ム
は、

し
て
の
芸
術」
の
概
念
を
持
ち
出
し
て、

フ
ォ
ー
マ
リ
ス
ト

芸
術
の
観
念
論
的
な
美
を
拒
絶
す
る（社
包。

彼
の
作
品
の
美

は
形
態
的
プ
ロ
ポ
—
シ
ョ
ン
の
芙
で
あ
り、

そ
れ
は
こ
こ
で

論
じ
ら
れ
て
い
る
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
だ
け
で
な

く、
バ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
場
合
に
も
あ
て
は
ま
る。

一
見
し
て
分
か
る
よ
う
に、

グ
レ
ア
ム
の
作
品
の
多
く
は

シ
ン
プ
ル
な
幾
何
学
的
形
態
を
碁
本
と
す
る
が、
こ
の
形
態

に
ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
か
ら
の
影
響
を
見
出
す
こ
と
は
決
し
て
誤

り
で
は
な
い。

ア
ド
・
ラ
イ
ン
ハ
ー
ト
に
よ
る
「
芸
術
と

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
な
る
直
前、

彼
は
ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
に
お
い
て
短
期
間
ジ
ョ
ン
・
ダ
ニ
エ
ル
ズ
・
ギ
ャ
ラ

リ
ー
を
経
営
し、

ジ
ャ
ッ
ド、
ル
ウ
ィ
ッ
ト、
フ
レ
イ
ヴ
ィ

ン、

初
期
の
ス
ミ
ッ
ソ
ン
ら
ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
の
作
家
た

ち
の
作
品
を
展
示
し
た。

グ
レ
ア
ム
は、

ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー

ト
の
作
品
が
主
題
(su
b
jec
t

ma
tter)

を
欠
い
て
い
た
こ

と
に
対
し
て
当
時
か
ら
強
い
不
満
を
抱
い
て
い
た
が、

前
述

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
か
ら
影
評
を
受
け
た
こ
と
自
体
は
否

定
し
て
い
な
い(It25)。

ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
か
ら
の
影
評
が

特
に
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
が、

当
初、

外
部
か
ら
彫
刻
と
し

て
鑑
四
さ
れ
る
こ
と
を
意
図
さ
れ
て
い
た
バ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
で

あ
る。

ド
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

と
同
じ
く、

視
党
詩、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
実
験
的
な
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
試
み

て
き
た
が、

七
十
年
代
末
か
ら
建
築
等
実
用
芸
術
と
の
イ
ン

タ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
指
向
し、
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
を
は
じ
め
と
す

る
パ
ブ
リ
ッ
ク
で
実
用
的
な
作
品
へ
と
項
点
を
移
し
て
行

く。

実
験
的
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
か
ら
実
用
的
イ
ン
タ
ー
メ

デ
ィ
ア
ヘ
の
過
渡
期
に
制
作
さ
れ
た
《．
二
つ
の
キ
ュ
ー
プ〉

は、
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
か
ら
直
接
発
展
し
た
た
め
便
宜
上
パ
ヴ

ィ
リ
オ
ン
に
分
類
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
が、

家
具
あ
る
い
は

展
示
具
と
し
て
の
側
面
も
持
つ
こ
と
は
作
品
名
か
ら
も
明
ら

か
で
あ
る。
ハ
イ
プ
リ
ッ
ド
で
多
義
的
な
グ
レ
ア
ム
の
作
品

の
な
か
で
も、

そ
の
特
徴
を
顧
著
に
備
え
た
作
品
と
言
え
る

だ
ろ
う。

《
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ》
に
限
ら
ず、

グ
レ
ア
ム
の
作
品
は

多
義
的
で
様
々
な
側
面
を
持
つ
が、

そ
れ
ら
は
大
き
く―
二
つ

の
肘
に
分
け
ら
れ
る。
―
つ
目
は、

ほ
と
ん
ど
の
芸
術
作
品

が
有
し
て
い
る
芙
的
な
オ
プ
ジ
ェ
と
し
て
の
側
面、
二
つ
El

は、

実
用
的、

機
能
的
な
逍
具
と
し
て
の
側
面
で
あ
る。

そ

し
て――
づ
H
は、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
操
作
の
戦
略
と
し
て
の
側

面、

す
な
わ
ち、

ア
ー
ト
外
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
介
入
し
て

制
度
の
批
判
・
分
析
を
行
っ
た
り、

ア
ー
ト
と
他
の
領
域
の

境
界
に
身
を
慨
き
二
つ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
仲
介
す
る
こ
と

で、

新
し
い
機
能
や
関
係
性
を
創
出
し
た
り
す
る
側
面
で
あ

る。
〈
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ〉
の
場
合、
《
ヴ
ィ
デ
オ
上
映
ス
ペ

ー
ス
の
た
め
の
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン》
と
い
う
作
品
名
に

ル
ト
の
彫
刻
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
と
比
較
し
う
る
で
あ
ろ

う。

な
ぜ
な
ら、

リ
ー
ト
フ
ェ
ル
ト
の
作
品
も、

彫
刻

的
要
索
と
実
用
的
な
形
態
を
兼
ね
備
え
て
い
る
か
ら

だ。（
嘉）

こ
の
最
初
の
グ
ラ
ス・
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
で
は、
〈
ア
ー
ゴ
ン

の
た
め
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
／
彫
刻
(
Pav
il
ion
/Sculpture
 

for
 
Argon
ne)
〉
と
い
う
よ
う
に、

作
品
名
に
「
彫
刻」
と

「
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン」
と
が
併
記
さ
れ
た。

最
初
期
の
パ
ヴ
ィ

リ
オ
ン
は、

建
築
の
よ
う
な
内
部
空
間
を
持
つ
と
同
時
に、

ミ
ニ
マ
ル
彫
刻
と
し
て
外
部
か
ら
鑑
宜
さ
れ
る
こ
と
も
意
図

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る。

シ
ン
プ
ル
な
幾
何
学
的
形
態
を
も
つ
《
三
つ
の
キ
ュ
ー

プ〉
の
構
造
体
も、

ミ
ニ
マ
ル
彫
刻
と
し
て
の
美
を
備
え
て

い
る
こ
と
は
疑
い
な
い。

け
れ
ど
も
こ
の
作
品
で
は、
モ
ニ

タ
ー
の
光
や
周
囲
の
梢
況
が
ガ
ラ
ス
や
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
に
複

雑
に
反
射
し
て
生
ま
れ
る
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
な
美
の
方
が、

形

態
の
美
以
上
に、

弔
要
な
意
味
を
持
つ
と
言
え
よ
う。
ハ
ー

フ
ミ
ラ
ー
は、

強
い
光
が
当
た
る
側
が
鏡
と
な
る
と
き
反
対

側
が
透
明
な
ガ
ラ
ス
と
な
り、

両
側
の
光
の
強
さ
が
均
等
の

と
き
は
両
面
と
も
鏡
と
ガ
ラ
ス
の
中
間
の
状
態
に
な
る
と
い

う
性
到
を
持
つ。

そ
の
た
め、
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
の
反
射
の
度

合
い
は
光
の
当
た
る
方
向
や
強
度
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化

し、

そ
れ
に
伴
い
オ
プ
テ
イ
カ
ル
な
美
も
変
貌
を
遂
げ
る。

ヽ
ュ
ラ
ー
美
術
館
の
彫
刻
庭
園
に
あ
る、

リ
ー
ト
フ
ェ

を
有
す
る
こ
と
か
ら、
こ
の
作
品
は、

ク
レ
ー
ラ
ー
11

明
ら
か
な
よ
う
に、

機
能
的
道
具
と
し
て
の
側
面
が
前
面
に

押
し
出
さ
れ
て
い
る。

ま
た
グ
レ
ア
ム
の
他
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ

ン
同
様、

美
的
な
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
の
側
面
を
備
え
て
い
る

こ
と
も
容
易
に
理
解
で
き
よ
う。

し
か
し．
二
つ
H
の
側
面
と

の
関
係
に
つ
い
て
は、
こ
の
作
品
が
グ
レ
ア
ム
に
よ
る
コ
ン

テ
ク
ス
ト
操
作
の
戦
略
の
転
換
期
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
も
あ

り、
い
ま
ひ
と
つ
不
明
瞭
な
印
象
を
受
け
る
か
も
し
れ
な

い。

本
章
と
次
章
で
は、
〈
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ》
の
「
三
つ

の
側
面」

を
検
証
す
る
こ
と
で
そ
の
特
質
を
浮
か
び
上
が
ら

せ、

こ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
操
作
の
戦
略
の
転
換
に、
こ
の
作

品
が
ど
の
よ
う
に
関
係
す
る
か
を
明
ら
か
に
し
た
い。

―
つ
目
の
美
的
な
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
の
側
面
に

つ
い
て
論
じ
よ
う。

グ
レ
ア
ム
は、

第．一
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
発

表
の
前
年、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
の
美
的
価
値
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

…
…
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
が
美
的
価
値

(aes
thetic
 value)
を
欠
く
と
い
う
考
え
に
は
同
意
し
か

ね
る。

私
は、

自
分
の
作
品
が
美
的
価
伯
を
持
つ
と
考

え
て
い
る。

仮
に
美
的
価
値
を
持
た
な
い
と
し
た
ら、

そ
れ
は
非
常
に
有
害
で
あ
り、

も
は
や
芸
術
作
品
と
は

言
え
な
い。（註
22
)

さ
ら
に
グ
レ
ア
ム
は、

自
身
の
作
品
に
お
け
る
美
の
特
質

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る。

第一
章
で
も
述
べ
た
よ
う
に、

作
品
展
示
の
状
態、

よ
り
正

確
に
は
照
明
の
状
態
が、
《
二
つ
の
キ
ュ
ー
プ〉
の
場
合
非

常
に
直
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
に
な
る。

例
え
ば、

千
葉
市
美
術
館
に
お
け
る
第
三
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン

の
展
示
で
は、
《
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ）
の
周
囲
に
パ
ヴ
ィ
リ

オ
ン
の
建
築
モ
デ
ル
が
配
さ
れ、

ヴ
ィ
デ
オ
・
モ
ニ
タ
ー
で

は
実
際
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
映
像
が
流
さ
れ
た。

周
囲
の
モ

デ
ル
が
太
陽
光
に
近
い
強
い
光
の
も
と
で
展
示
さ
れ
る
こ
と

を
グ
レ
ア
ム
自
身
が
強
く
望
ん
だ
た
め、
(-―．
つ
の
キ
ュ
ー

プ》
の
各
ガ
ラ
ス
面
に
も
強
い
光
が
均
等
に
当
た
る
こ
と
と

な
っ
た。
こ
れ
に
よ
り、
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
は
鋭
と
ガ
ラ
ス
の

中
間
の
状
態
に
な
り、

オ
プ
テ
ィ
カ
ル
な
美
よ
り
も
構
造
体

の
形
式
美
が
強
調
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た。

グ
レ
ア
ム
は、

ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
の
反
射
の
効
果
よ
り
も、

建
築
モ
デ
ル
の
中

央
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
映
像
を
流
す
と
い
う、

そ
れ
ま
で
試
み

た
こ
と
の
な
い
展
示
法
を
優
先
さ
せ
た
の
で
あ
る。

北
九
州
市
立
美
術
館
で
は、

千
葉
市
美
術
館
と
は
対
照
的

な
展
示
法
が
採
用
さ
れ、
〈
三
つ
の
キ
ュ
ー
プ》
は
全
く
異

な
る
作
品
へ
と
姿
を
変
え
た。

展
示
室
が
千
葉
に
比
べ
て
か

な
り
暗
い
状
態
に
お
か
れ
た
こ
と
に
よ
り、
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー

が
ヴ
ィ
デ
オ
・
モ
ニ
タ
ー
か
ら
の
光
の
影
愕
に
よ
り
鋭
面
状

に
な
り、
モ
ニ
タ
ー
が
実
際
の
台
数
以
上
に
増
殖
し
て
見
え

た。

ヴ
ィ
デ
オ
・
モ
ニ
タ
ー
の
発
す
る
肖
白
い
光
と、

そ
れ

ら
の
鏡
像
が
生
み
出
す
意
外
な
ま
で
に
繊
細
な
美
し
さ
は、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
も
た
ら
す
オ
プ
テ
ィ
カ
ル
な
芙
の
奥
深
さ

用
い
ら
れ
る
な
ら
ば、

私
の
作
品
は
美
的
で
あ
る
に
違

私
の
作
品
は
美
的
だ
ろ
う
か。

デ
ザ
イ
ン
の
見
地
か
ら

最
初
に
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に
映
る
自
分
自
身
を
重
ね
合
わ
せ
て
見
る
と
い
う
状
況
も
起

て
既
存
の
他
の
物
質
か
ら
自
ら
の
意
味
を
引
き
出
す
の

る
と
こ
ろ
で
発
生
す
る。

観
客
は、

ヴ
ィ
デ
オ
を
鑑
賞
し
つ

つ
も、
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー、

ガ
ラ
ス、
パ
ン
チ
ド
メ
タ
ル
の
反

対
側
に
い
る
別
の
観
客、

鏡
面
に
映
る
背
後
の
人
々
や
自
分

自
身
の
姿
な
ど
を
常
に
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い。
《
公
共
の

場
所
／
二
つ
の
観
客》
で
は、

観
客
と
グ
ル
ー
プ
内
の
他
の

メ
ン
バ
ー
と
の
関
係
性
や
グ
ル
ー

プ
相
互
の
関
係
性
が
発
生

す
る
た
め
に、

関
係
性
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
よ
り
多
様

に
な
る
が、
《―――
つ
の
キ
ュ
ー
プ〉
で
は、
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー

が
使
用
さ
れ
て
い
る
た
め
に、

反
対
側
の
人
や
自
分
自
身
の

見
え
方
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
が
よ
り
多
様
に
な
る。

光
の

ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
の
背
後
に
い
る
人
と
鋭
面

状
態
次
第
で
は、

ら
仲
介
ヘ

四、
コ
ン
テ
ク
ス
ト
操
作
の
戦
略
に
お
け
る
転
換
ー
介
人
か

図9ダン・グレアム（公共の場所／二つの観客｝
1976年 、 合わせガラスで仕切られ別々の入口を持つ部肘 、 片方
の部邸こだけ没凶された鏡、 綿織物 、 蛍光灯、 本、

22QX7(
)
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ブ
リ
ッ
ク
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
こ
の
よ
う
に
意
識
的

る。

グ
レ
ア
ム
自
身
も
そ
の
こ
と
を
深
く
理
解
し
て
お
り、

展
ぷ
ご
と
に
新
し
い
試
み
に
挑
戦
し、
こ
の
作
品
に
新
風
を

吹
き
込
も
う
努
め
て
い
る
よ
う
だ。
〈
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ》

は、
一
九
八
六
年
に
完
成
し
た
作
品
と
い
う
よ
り
は、
い
ま

な
お
発
展
を
続
け、

様
々
な
展
示
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
を

生
み
続
け
る
未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
見
る
こ
と
も
可
能
だ

ろ
う。

以
上、
〈
三
つ
の
キ
ュ
ー
プ》
の
美
的
オ
ブ
ジ
ェ
と

し
て
の
側
面
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
が、

次
に
二
つ
目
の
側

面
で
あ
る
使
用
価
値
の
問
題、

逍
具
と
し
て
の
機
能
に
つ
い

ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
や
バ
ン
チ
ド
メ
タ
ル
の
効
果
で
プ
ラ

《
三
つ
の
キ
ュ
ー
プ》
で
も、

こ
の
よ
う
な
閃
係
性
が
至

パ
リ
市
近
代
美
術
館
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
巡
回
回
顧
展

で
は、
《
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ〉
は、

H
本
に
お
け
る
二
つ
の

展
示
例
の
い
ず
れ
と
も
異
な
る
興
味
深
い
効
果
を
示
し
た。

こ
の
展
覧
会
で
は、

ラ
ウ
ー
ル
・
デ
ュ
フ
ィ
の
壁
画
が
設
置

さ
れ
て
い
る
部
屋
の
中
央
に、

第．
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が
展
示

さ
れ
た。
こ
の
部
屋
の
壁
全
面
に
拡
が
る
壁
両
の
た
め
の
照

明
が、

千
菜
会
場
と
北
九
州
会
場
の
中
問
程
度
の
明
る
さ
で

空
問
全
体
を
照
ら
し
た
た
め、

周
囲
の
極
彩
色
で
装
飾
過
剰

な
デ
ュ
フ
ィ
の
壁
画
を
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
が
複
雑
に
反
射
し、

作
品
の
1

部
と
し
て
取
り
込
む
結
果
と
な
っ
た。

こ
の
よ
う
に、
〈
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ》
は
設
置
の
仕
方
次

第
で
多
彩
な
相
貌
を
示
し、

形
式
美
が
前
面
に
出
る
こ
と
も

あ
れ
ば、

オ
プ
テ
ィ
カ
ル
な
美
が
前
而
に
出
る
こ
と
も
あ

ー
ら
の
作
品
と
と
も
に、

グ
レ
ア
ム
の
作
品
が
「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
使
用
価
値」

を
最
も
効
果
的
に
備
え
て

い
る
と
評
し
た（
註
包。
〈一――
つ
の
キ
ュ
ー
プ〉
も、
《
ヴ
ィ
デ

ォ
ヒ
映
の
た
め
の
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン〉
と
い
う
作
品
名

か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に、

ヴ
ィ
デ
オ
・
ブ
ー
ス
と
し
て
の
使

用
価
値
を
有
し
て
い
る。

け
れ
ど
も
こ
の
作
品
に
は、

単
な

る
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
あ
る
い
は
ヴ
イ
デ
オ
・
ブ
ー
ス
を

超
え
た
機
能
も
付
加
さ
れ
て
お
り、

そ
れ
こ
そ
プ
ッ
ク
ロ
ー

の
言
う
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力」

と
深
く
関
係
す

る。
例
え
ば
ジ
ャ
ッ
ド
の
家
具
は、

彼
の
作
品
に
類
似
し
た
幾

何
学
的
形
態
を
持
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず、

伝
統
的
な
椅
f
ゃ

机
の
機
能
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
た。

し
か
し
《
三
つ
の

キ
ュ
ー
ブ》
は、

蜆
客
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
性
を
保
護
す
る
は

ず
の
仕
切
り
を
ガ
ラ
ス、
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー、
パ
ン
チ
ド
メ
タ

ル
に
骰
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て、

ヴ
ィ
デ
オ
・
プ
ー
ス
本

米
の
機
能
を
意
図
的
に
弱
め
て
し
ま
う。

ヴ
ィ
デ
オ
・
ブ
ー

ス
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
性
を
あ
え
て
弱
め
た
代
伯
と
し
て
こ
の

作
品
が
獲
得
し
た
も
の
こ
そ、
「
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
・
プ
ロ
セ
ス
の
た
め
の
ツ
ー
ル」、
「
社
会
的
相
互
関
係

の
た
め
の
ツ
ー
ル」

と
し
て
の
機
能
で
あ
っ
た(it
28
)。

す
な

わ
ち、

こ
り
う
る
の
だ（註
30
)。

こ
の
よ
う
に
《
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ》
は、

ヴ
ィ
デ
オ
と
い

う
大
址
伝
達
向
け
メ
デ
ィ
ア
の
上
映
装
置
で
あ
り
な
が
ら、

パ
ブ
リ
ッ
ク
な
関
係
性
と
距
離
感
を
屯
視
し
て
い
る
点
に
特

徴
が
あ
る。

本
来
対
立
関
係
に
あ
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と。ハ

に
仲
介
・
融
合
さ
せ
た
背
奴
に
は、

グ
レ
ア
ム
の
マ
ス
・
メ

デ
ィ
ア
や
伝
統
的
劇
場
に
対
す
る
不
信
感
が
横
た
わ
っ
て
い

る
の
だ。

次
章
で
は、

七
十
年
代
末
か
ら
八
卜
年
代
前
半、

こ
の
不
伯
感
を
背
景
に、

メ
デ
ィ
ア
や
建
築
の
コ
ン
テ
ク
ス

ト
ヘ
作口叩
を
介
入
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
制
度
批

判
の
試
み
を
検
証
す
る。

そ
し
て
そ
れ
ら
の
試
み
と
《
三
つ

の
キ
ュ
ー
ブ〉
の
関
係
を
論
じ、

前
者
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
操

作
の
戦
略
が
後
者
に
ど
の
よ
う
な
影
練LJ
を
及
ぼ
し
た
か
を
探

り
た
い。

一
几
几
一
年
の
対
談
に
お
い
て、
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・

ア
ー
ト
と
は
何
か
と
問
わ
れ
た
グ
レ
ア
ム
は、

次
の
よ
う
に

答
え
て
い
る。

し
よ
う
と
し
た。

…
…
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
は
物
質
性
を
拒
絶

コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
は
コ

ン
テ
ク
ス
ト
に
依
存
し、

そ
れ
自
体
と
繋
が
る。

そ
し

だ。

物
質
性
は
「
契
機」

で
あ
る
こ
と
が
多
い。
コ
ン

セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
は、

あ
る
プ
ロ
セ
ス
を
用
意

し、

後
の
あ
る
時
点
で
物
質
化
す
る
で
あ
ろ
う
そ
の
プ

ロ
セ
ス
に
自
ら
を
結
び
つ
け
る
こ
と
も
あ
る
が、

見
方

を
変
え
る
な
ら、

こ
れ
は
実
質
的
に
物
質
性
を
拒
絶
し

て
い
る
こ
と
に
な
る。
こ
れ
は
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・

ア
ー
ト
の
否
定
的、

脱
構
築
的
効
果
で
あ
る。

物
質
と

し
て
永
続
し
よ
う
と
せ
ず
に
変
化
の
触
媒
と
し
て
の
み

存
在
し、

脱
構
築
を
促
進
し、

既
存
の
物
竹
や
確
立
さ

れ
た
イ
コ
ン
を
破
壊
す
る。(Jr
g

グ
レ
ア
ム
は、

ヒ
十
年
代
末
か
ら
こ
の
時
期
に
か
け
て、

脱
構
築
(deconst
ruction)

と
い
う
語
を
頻
繁
に
用
い
て

い
る。

脱
構
築
と
は
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
が
案
出
し
た
フ
ラ

ン
ス
語
起
源
の
語
で、

既
成
の
制
度
に
入
り
込
み、

制
度
が

隠
蔽
・
抑
圧
し
て
き
た
も
の
を
屈
き
だ
し、

制
度
の
解
体
・

再
構
築
を
促
そ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る。

最
初
期
の
雑
誌
作

品
か
ら
《
三
つ
の
キ
ュ
ー
プ》
が
制
作
さ
れ
た
八
十
年
代
中

頃
ま
で、

グ
レ
ア
ム
は、

非
芸
術
的
な
形
態
の
作
品
を
ア
ー

ト
外
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
「
介
人」(intervention)

さ
せ

る
こ
と
で、

既
成
の
制
度
を
批
判
し、

再
構
築
し
よ
う
と
試

み
て
き
た（
翡）
0

―-
0
01·1
年
に
行
わ
れ
た
対
談
の
一
節
に
も、

デ
リ
ダ
の

悦
界
線
を
巡
る
言
説
か
ら
の
影
孵
が
見
ら
れ
る。

わ
た
し
は
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
作
品
が
好
き
だ。

私
の
最

初
の
作
品
は、

雑
誌
作
品
と
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア

は合
め
な
い。

ャ
ー、

ダ
ニ
エ
ル
・
ビ
ュ
ラ
ン、
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ウ
ェ
イ
ナ

を
示
し
て
く
れ
た。

そ
の
反
面、

暗
い
室
内
で
は
構
造
体
の

形
式
芙
は
弱
め
ら
れ、

光
の
芙
の
影
に
閑
れ
て
し
ま
っ
た
感

ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
ブ
ッ
ク
ロ
ー
は

て
論
じ
た
い。

マ
イ
ケ
ル
・
ア
ッ
シ

イ
ベ
ー
ト
と
パ
ブ
リ
ッ
ク
の
楼
界
が
複
雑
に
交
錯
し
合
う
こ

と
に
よ
っ
て、

様
々
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
開
係
性
が

生
ま
れ
う
る
の
だ。

こ
の
「
社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
。
フ
ロ
セ
ス
の
た

め
の
ツ
ー
ル」
の
原
形
の
ひ
と
つ
が、
〈
公
共
の
場
所
／
ニ

つ
の
観
客
(
Publ
ic
Space
 / 
T
we
Audiences)
》(―
九
ヒ

六）

で
あ
る。（
図
9)
こ
れ
は
何
も
な
い
白
い
部
屋
を
合
わ

せ
ガ
ラ
ス
で
二
つ
の
空
間
へ
と
等
分
し、

片
側
の
空
問
だ
け

ガ
ラ
ス
と
向
き
合
う
墜
に
鏡
を
張
っ
た
作
品
だ。
二
つ
の
空

間
そ
れ
ぞ
れ
に
人
々
が
入
り、

彼
ら
の
行
動
の
相
互
関
係

が、
こ
の
作
品
の
最
も
重
要
な
要
索
と
な
る。

グ
レ
ア
ム

は、

そ
の
効
果
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

鋭
の
あ
る
部
屋
の
蜆
察
者
は、

何
種
類
か
の
見
力
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
る。

ま
ず
鏡
の
な
か
に
い
る
自
分
自
身

の
イ
メ
ー
ジ
を
見
る
か
も
し
れ
な
い。

自
分
自
身
を
鏡

の
な
か
で
蜆
察
す
る
と
同
時
に、

自
分
の
側
の
グ
ル
ー

プ
と
自
分
と
の
関
係
も
観
察
す
る
だ
ろ
う。

個
人
と
し

て
は、

鏡
の
な
か
で
も
う

；月
の
観
客
を
観
察
す
る
か

も
し
れ
な
い。（
自
分
自
身
を
も
う一
方
の
蜆
客
と
の
関

係
で
見
な
が
ら、

そ
れ
と
同
時
に、

彼
が
観
察
す
る
よ

う
に
彼
を
観
察
し
て
い
る
観
客
と
の
関
係
に
お
い
て
自

分
自
身
を
見
る。）
自
分
自
身
を
観
客
の
集
合
体
の
一
部

と
感
じ
な
が
ら、

互
い
に
観
察
し
あ
う
両
方
の
観
客
を

観
察
す
る
か
も
し
れ
な
い。

…
…（北
包
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ー
ト
だ
っ
た。

別
の
分
野
を
批
判
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に、

何
か
を
橙
界
線
t
に
附
こ
う
と
し
た。

そ
れ

に
よ
っ
て
二
つ
の
分
野
が
互
い
を
批
判
し
合
え
る
の
で

あ
る。（
翡）

デ
リ
ダ
は、

あ
る
も
の
が
「
―
つ
の
円
環
の
よ
う
に
閉
じ

て
い
て、

そ
の
円
閑
に
対
し
て
は‘
―
つ
の
単
な
る
外
部
が

そ
こ
に
あ
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
考
え
方」、

す
な
わ
ち
あ

る
も
の
の
外
部
と
内
部
の
間
に
明
瞭
な
悦
界
11
限
界
が
あ
る

と
い
う
伝
統
的
な
形
而
上
学
の
考
え
方
を
揺
る
が
し、

内
部

に
外
部
の
痕
跡
を
屈
力
的
に
丼
き
込
も
う
と
す
る（
北
包。

あ

る
い
は、

内
部
と
外
部
の
困
難
な
境
界
に
あ
え
て
身
を
四
＜

こ
と
に
よ
っ
て、

内
部
と
外
部
の
対
吃
を
仲
介
し、

新
た
な

外
部
と
の
関
係
を
削
出
す
る
こ
と
を
目
指
す
の
で
あ
る。

こ

の
よ
う
な
境
界
線
を
め
ぐ
る
論
議
の
な
か
で、

彼
は、
「
フ

ァ
ル
マ
コ
ン」、
「
シ
ュ
プ
レ
マ
ン」、
「
イ
メ
ー
ヌ」

な
ど、

単一
の
語
の
な
か
に
相
矛
眉
す
る
意
味
を
内
勺」
す
る
い
く
つ

か
の
「
操
作
f」

を
生
み
出
し
て
き
た。

そ
の
な
か
の
ひ
と
つ
「
パ
レ
ル
ゴ
ン」

は、

絵
画
の
額

縁、

彫
像
の
衣
装、

建
築
物
の
装
飾
な
ど、

作
品
の
外
部
に

あ
る
装
飾
的
な
付
属
物
を
慈
味
す
る
ギ
リ
シ
ャ
語
を
語
加
と

す
る。

デ
リ
ダ
は、

カ
ン
ト
が
『
判
断
力
批
判』
に
お
い
て

趣
味
判
断
の
対
象
外
と
し
た
パ
レ
ル
ゴ
ン
を、

単
に
作
品
の

外
部
に
あ
る
も
の
で
は
な
く、

内
部
へ
と
呼
び
込
ま
れ
る
外

部
で
あ
り、

内
部
そ
の
も
の
の
成
立
を
支
え
る
屯
要
な
要
素

で
あ
る
と
み
な
す（
翡
35
)。

制
度
が
問
蔽
・
抑
圧
し
て
き
た
も

理
す
る。

賢
本
に
よ
る
権
力
の
集
中
が、

テ
レ
ビ
番
組

や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
筋
書
き
に
込
め
ら
れ
た
神
話
に
よ

っ
て、

そ
し
て
梢
報
の
利
用
を
抑
制
・
管
理
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
促
進
さ
れ
て
い
く。

権
力
が
集
中
す
る
映
画

や
テ
レ
ビ
放
送
の
制
作
機
閲
は、

文
化
の
商
品
的（
牛

産
的）
側
面
を
食
い
物
に
し
て
い
る
の
だ。（
社め）

ア
ド
ル
ノ
と
ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー
の
文
化
産
業
論
に
も
通
じ
る

こ
の
．

節
は、

当
時
と
し
て
は
一
般
的
な
メ
デ
ィ
ア
詔
識
と

言
え
る
が、

こ
れ
が
グ
レ
ア
ム
の
作
品
に
ど
の
よ
う
な
か
た

ち
で
反
映
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
丘
17
)
0

グ
レ
ア
ム
は、

こ
の
引
用
箇
所
の
直
後
で、

独
占
貸
本
に

よ
る
大
衆
操
作
に
対
抗
す
る
た
め
に
は、

ロ
ー
カ
ル
・
ケ
ー

プ
ル
・
テ
レ
ビ
が
有
効
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る。

対
照
的
に
ケ
ー
ブ
ル
・
シ
ス
テ
ム
は、

双
方
向
化、

脱

集
中
化
が
行
わ
れ
る
可
能
性
を
も
た
ら
す。

個
人、

家

庭、

地
域
に
お
け
る
既
存
の
文
化
シ
ス
テ
ム
が、

潜
在

的
な
自
己
決
定
と
自
己
管
理
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な

る
か
も
し
れ
な
い。
ロ
ー
カ
ル
・
ケ
ー
ブ
ル
・
テ
レ
ビ

は、

身
近
な
環
境
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
す
る
こ
と
が
可

能
だ
か
ら
だ。
．．．．．．
 双
方
向
的
な
ケ
ー
ブ
ル
・
テ
レ
ビ

は、

こ
れ
ま
で
相
互
の
結
び
つ
き
を
欠
い
て
い
た
社
会

秩
序
に
深
く
浸
透
す
る
こ
と
が
可
能
だ。

そ
れ
が
普
及

す
る
な
ら
ば、

既
存
の
社
会
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
を
脱
構

築
(de,construct)

し、

再
定
義
す
る
月
向
に
進
む

か
も
し
れ
な
い。（
井
38
)

ア
ク
セ
ス
・
ケ
ー
ブ
ル
・
テ
レ
ビ
の
た
め
の
ロ
ー
カ
ル
・
テ

グ
ル
の
パ
ン
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
も
の
を
卜
分
間
放
送
し

般
家
庭
が
視
聴
す
る
様
子
を
火
曜
日
と
は
違
う
ア
ン

送
し
た
り
と
い
う
よ
う
に
様
々
な
技
術
を
用
い
て
再
生
し
た

後、

ン
と
の
境
界、

す
な
わ
ち
「
バ
レ
ル
ゴ
ン」

に
身
を
置
き、

て
つ
の
制
度
や
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
仲
介
す
る
作
品
を、

八
十

年
代
以
降
数
多
く
制
作
し
て
い
く。

二
つ
日
の
側
面、

す
な
わ
ち
コ
ン
テ
ク
ス
ト
操
作
の
戦
略

と
し
て
の
側
面
を
持
つ
グ
レ
ア
ム
の
作
品
は、

こ
の
種
の
脱

構
築
的
／
デ
リ
ダ
的
戦
略
と
深
く
関
係
し
て
い
る。

既
に
最

初
期
の
雑
誌
作
品
に
こ
の
種
の
戦
略
の
萌
芽
が
見
ら
れ
る

が、

当
時
は
む
し
ろ
H
常
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
入
り
込
む
こ

と
で、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
依
存
し
な
い
芸
術、

不
要
に
な
っ
た

と
き
廃
痕
可
能
な
芸
術
を
生
み
出
す
こ
と
に、
£
眼
が
閥
か
れ

て
い
た。

彼
の
言
説
や
作
品
を
見
る
限
り、

意
識
的
に
こ
の

戦
略
を
用
い
る
よ
う
に
な
る
の
は
ヒ
十
年
代
中
頃
以
降
の
こ

と
で
あ
り、

そ
れ
ら
の
実
験
的
な
作
品
の
な
か
に
は、

ヴ
ィ

デ
オ
や
映
像
を
用
い
た
も
の
も
数
多
く
存
在
す
る。

そ
れ
ら

の
作
品
か
ら
得
た
成
果
は、

八
卜
年
代
半
ば
に
制
作
さ
れ
た

《
•

一
1

つ
の
キ
ュ
ー
ブ》
に
も
何
ら
か
の
か
た
ち
で
反
映
さ
れ

て
い
る
は
ず
だ。

こ
の
音ヤ
で
は、

マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
や
映
画

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
介
人
し
て、

そ
れ
ら
を
分
析
し
よ
う
と

す
る
試
み
や、

複
数
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
仲
介
し、

新
し
い

意
味
や
関
係
性
を
生
み
出
そ
う
と
す
る
試
み
な
ど、

七
卜
年

代
未
か
ら
八
十
年
代
初
頭
に
か
け
て
行
わ
れ
た
グ
レ
ア
ム
の

「
脱
構
築
的」
コ
ン
テ
ク
ス
ト
操
作
の
戦
略
を
検
証
し、

そ

こ
の
認
識
の
背
景
に
は、
一
九
七
十
年
代
末
の
ア
メ
リ
カ

で、

ケ
ー
ブ
ル
・
テ
レ
ビ
局
や
ロ
ー
カ
ル
・
テ
レ
ビ
局
に
お

い
て、
パ
プ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
の
普
及
が
進
行
し
て
い
た

事
実
が
存
在
す
る。
バ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
と
は、
一

般

市
民
が
テ
レ
ビ
局
の
施
設
を
利
用
し
て
企
画
・
制
作
し
た
器

組
を、

局
の
放
送
網
を
無
但
で
提
供
し
て
放
送
さ
せ
る
シ
ス

テ
ム
の
こ
と
で
あ
る。

こ
の
市
民
参
加
の
放
送
形
態
は、

連

邦
通
侶
委
員
会
が
ケ
ー
プ
ル
・
テ
レ
ビ
事
業
に
つ
い
て
の
包

括
的
規
則
を
定
め、

市
民
の
た
め
に
無
料
の
バ
ブ
リ
ッ
ク
・

ア
ク
セ
ス
・

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
設
立
す
る
こ
と
に
よ
り、

制
疫

的
に
保
即
さ
れ
た（
江
39
)。

ケ
ー
ブ
ル
・
テ
レ
ビ
の
新
た
な
可
能
性
を
探
る
た
め
に、

ノ
ヴ
ァ
・
ス
コ
シ
ア
芸
術
大
学
の
先
端
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス

と
共
同
で
企
画
さ
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が、
〈
パ
ブ
リ
ッ
ク・

レ
ビ・
ニ
ュ
ー
ス
の
分
析(
Local
Telev
is
ion
 Ne
ws
 Pro
gra
m
 

召alys
is
for
 Pu
bl
ic
 Access
 Ca
ble
 Telev
is
ion)
》(
-
h

七
八）
で
あ
る。

マ
ー
シ
ャ
ル
・
マ
ク
ル
ー
ハ
ン
を
沿
出
し
た

カ
ナ
ダ
で
は、

既
に
ヒ
ト
年
代
当
時
か
ら、

大
学
や
研
究
機

関
の
頂
要
な
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
研
究
が
幅
広
い

枯
盤
を
形
成
し
て
い
た。

こ
の
作
品
は、

ロ
ー
カ
ル
・
ケ
ー
プ
ル
・
テ
レ
ビ
で
流
さ

れ
る
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
牛
産
と
受
容
を
分
析
す
る
た
め
に、

通
常
は
見
る
こ
と
が
出
来
な
い、

テ
レ
ビ
局
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
ル
ー
ム
と
一
般
家
庭
の
状
況
を
放
送
し、

対
比
さ
せ
よ
う

れ
ら
と
〈
＝
つ
の
キ
ュ
ー
ブ》
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
考
察

し
た
い。

像
を
用
い
た
イ
ベ
ン
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス、

時
浜
再
生
装

四
を
用
い
て
数
秒
前
の
蜆
客
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
示
す
る
タ
イ

ム
デ
ィ
レ
イ
ビ
ー
ス、

あ
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
映
像
を
異
な

る
コ
ン
テ
ク
ス
ト（
別
の
時
間
や
場
所）
に
介
人
さ
せ
る
作
品

等
に、

ヴ
ィ
デ
オ
装
置
を
用
い
て
き
た。
「
ヴ
ィ
デ
オ
は
現

在
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る。

そ
の
映
像
は
観
客
の
知
党
と
同
時

に
生
じ
る」

と
い
う
認
識
に
基
づ
き、

フ
ィ
ル
ム
と
ヴ
ィ
デ

オ
の
技
術
的
な
差
異
に
関
す
る
問
狛
か
ら
出
発
し、

映
像
再

生
の
同
時
性
や、

観
客
と
映
像
の
イ
ン
タ
ラ
ク
テ
ィ
ヴ
な
関

係
性
を
利
用
し
た
作
品
を
制
作
し
た。

グ
レ
ア
ム
は、

当
時

最
先
端
の
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
ヴ
ィ
デ
オ
装
四
の
さ
ま
ざ
ま

な
技
術
的
可
能
性
を
探
る
こ
と
で、

こ
の
帝
で
論
じ
る
作
品

が
生
ま
れ
る
址
礎
を
形
成
し
て
い
っ
た。

ヴ
ィ
デ
オ
や
映
像
に
対
す
る
グ
レ
ア
ム
の
認
識
に
ポ
リ
テ

イ
カ
ル
な
視
点
が
加
わ
る
の
は、

じ
十
年
代
後
半
以
降
の
こ

と
で
あ
る。
一
九
七
九
年
に
出
版
さ
れ
た
七
卜
年
代
の
ヴ
ィ

デ
オ
作
品
を
同
顧
す
る
作
品
集
の
な
か
に、

マ
ス
・
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
人
衆
操
作
へ
の
論
及
が
見
ら
れ
る。

映
画
の
配
給
と
テ
レ
ビ
放
送
は、

資
本
に
よ
る
佑
報
の

偏
向
を
示
し
て
い
る。

映
画
と
同
じ
く
消
伐
さ
れ
る
商

品
で
あ
る
テ
レ
ビ
放
送
は、

商
品
の
広
告
主
の
た
め
に

各
家
庭
に
端
末
を
設
置
し、

伯
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
管

と
す
る
試
み
で
あ
る(
JE
40
)。

グ
レ
ア
ム
自
身
の
解
説
に
よ
れ

ば、

こ
の
作
品
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る。

月
附
日

の
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
ニ
ュ
ー
ス
放
送
時
に
撮
影
し
た
一
般
家
庭

と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
の
映
像
を、

火
附
Fl
か
ら
木
咄
日

の
同
じ
時
問
帯
に
放
送
す
る。

火
曜
IJ
は、

月
曜
日
に
放
送

さ
れ
た
番
組
の
最
初
の
卜
分
間
を
再
放
送
し
た
の
ち、

そ
の

地
域
の
平
均
的
な
家
庭
内
で
そ
の
映
像
が
祝
聴
さ
れ
て
い
る

様
f
を
固
定
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
画
像
を
十
分
間、

テ
レ
ビ

周
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
が
そ
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
を
放
送

し
て
い
る
様
子
を
固
定
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
画
像
を
卜
分
問

放
送
す
る。

水
曜
日
は、

月
曜
LJ
に
放
送
さ
れ
た
番
組
の
次

の
卜
分
間
を、

音
声
だ
け
で
再
生
し
た
り、

字
幕
入
り
で
放

最
後
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ル
ー
ム
を
前
日
と
は
異
な
る
ア
ン
グ

ル
と
方
法
で
撮
影
し
た
も
の
を
卜
分
問
放
送
す
る。

木
曜
日

も、

月
曜
LJ
に
放
送
し
た
ニ
ュ
ー
ス
の
最
後
の
十
分
間
を
同

じ
よ
う
に
放
送
す
る。

こ
の
作
品
は、
一
几
八
0
年
六
JJ‘

ト
ロ
ン
ト
の
ロ
ジ
ャ
ー
・
ケ
ー
ブ
ル
・
テ
レ
ビ
が
企
画
し
た

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
に
よ
る
テ
レ
ビ」

の
た
め
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
一
っ
と
し
て
実
際
に
放
送
さ
れ
た。

グ
レ
ア
ム
に
よ
れ
ば、
「
当
初
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は、

テ
レ
ビ
放
送
が
機
能
す
る
方
法
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
文
化
に

お
い
て
果
た
す
役
割
を
教
訓
的
に
分
析
す
る
た
め
に
考
案
さ

要
が
あ
る
の
だ。

グ
レ
ア
ム
も、

ア
ー
ト
と
建
築
・
デ
ザ
イ

グ
レ
ア
ム
は

外
側
で
も
な
い
こ
の
よ
う
な
特
権
的
な
場
所
に
身
を『lu
く
必

の
を
暴
き
だ
し
て
批
判
す
る
た
め
に
は、

制
度
の
内
側
で
も

一
九
ヒ
0
年
代
初
頭
か
ら、

ヴ
ィ
デ
オ
映

19 18 
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れ
た。」「

ロ
ー
カ
ル」

ニ
ュ
ー
ス
が
佃
習
化
さ
れ
た
虚
構
の
公

式
規
格
だ
と
す
る
な
ら、

そ
れ
が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
対

し
て
負
う
べ
き
意
味
を
探
る
こ
と
こ
そ、

提
起
し、

解

決
す
べ
き
用
要
な
課
題
で
あ
ろ
う。

…
…
そ
し
て、

我
々
が
提
起
す
る
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
の
分
析
的、

教
訓

的
脱
構
築
(
d
e-
c
o
ns
t

ru
c
t
i

on)
が、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に

と
っ
て
文
化
的、

政
治
的
価
値
を
持
ち
う
る
か
否
か
と

い
う
こ
と
が
最
終
的
な
問
題
と
な
る（
月
41
)
0

こ
の
作
品
は、

大
学
の
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ー
ス
と
の
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
生
み
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り、

メ
デ
ィ

ア
論
の
フ
ィ
ー
ル
ド
・
ワ
ー
ク
と
も
言
う
べ
き
特
異
な
形
式

を
持
つ。

実
際、

制
作
と
受
容
の
現
場
を
同
等
の
重
み
で
対

比
さ
せ
よ
う
と
す
る
姿
勢
に
は、

当
時
最
先
端
の
メ
デ
ィ
ア

研
究
の
成
果
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る（
許
12
)
0

こ
の
「
メ
デ
ィ
ア
の
分
析
的、

教
訓
的
脱
構
築」

は、

番

組
の
形
態
を
取
る
こ
と
に
よ
り
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
に
介
入
し、

既
存
の
メ
デ
ィ
ア
が
持
つ
制
作
と
受
容
の

ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
に
揺
さ
ぶ
り
を
か
け
よ
う
と
試
み
る。

け
れ

ど
も、

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て、

メ
デ
ィ
ア
の
コ
ン

テ
ク
ス
ト
と
肝
心
の
ア
ー
ト
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
の
関
係
性

が
い
ま
ひ
と
つ
不
明
瞭
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。

結
局
こ

の
実
験
的
探
求
は、

六
十
年
代
に
お
け
る
雑
誌
作
品
の
最
終

段
階
と
同
様、

ア
ー
ト
の
領
域
を
あ
ま
り
に
逸
脱
し
す
ぎ
た

た
め
に、

こ
れ
以
上
発
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た。

映
画
が
終
わ
り
館
内
の
電
気
が
付
く
と、

館
外
か
ら
は
館
内

の
様
子
が
よ
く
見
え
る
の
に
対
し、

館
内
の
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー

の
煎
は
全
て
鋭
と
な
り、

館
外
の
様
子
を
見
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

さ
ら
に、
「
ハ
ー
フ
ミ
ラ
—
製
の
ス
ク
リ
ー
ン
が、

通
常
の
ス
ク
リ
ー
ン
の
代
わ
り
に
用
い
ら
れ
て
い
る。

…
…

そ
の
性
質
の
た
め
に、

ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
は、

映
画
ヒ
映
時、

館
内
の
観
客
か
ら
み
て
普
通
の
ス
ク
リ
ー
ン
と
し
て
機
能
す

る
だ
け
で
な
く、

外
側
の
通
り
か
ら
ビ
ル
の
フ
ァ
ッ
サ
ー
ド

越
し
に
映
画
が
見
ら
れ
る
よ
う
に、

反
転
し
た
映
像
を
投
影

す
る。（
註
g」

同
一

の
映
像
を
館
の
内
外
で
共
有
す
る
と
は

い
え、

館
内
と
館
外
の
人
々
そ
れ
ぞ
れ
に
と
っ
て、

映
像
の

こ
の
メ
デ
ィ
ア
の
脱
構
築
的
分
析
と
並
行
し
て、
〈
三
つ

の
キ
ュ
ー
プ
》

に
も
直
接
影
孵
を
お
よ
ぼ
す
こ
と
に
な
る
．

連
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
行
わ
れ
て
い
た。

そ
の
な
か
の
一
っ

で
あ
る
《
住
宅
外
の
ヴ
ィ
デ
オ
上
映
(

V
i

d
e
o

P
ro
j

ec
t
i

o
n
 

O
u
tsi
d
e
 
H
o
rn
e)
〉(
-

h
ヒ
八）
は、

通
常
「
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト」

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
行
わ
れ
る
テ
レ
ビ
視
聴
を、

住
宅

外
と
い
う
「
パ
ブ
リ
ッ
ク」

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
移
動
さ
せ

る
こ
と
で、

テ
レ
ビ
視
聴
や
住
宅
建
築
の
伯
習
を
転
換
し
よ

う
と
試
み
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る。（
図
10

)

…·
：
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
用
ス
ク
リ
ー
ン
が、

住
宅

前
の
芝
生
に
歩
行
者
と
向
か
い
合
う
か
た
ち
で
設
置
さ

れ、

そ
の
家
の
T

V

で
家
族
が
見
て
い
る
番
組
の
映
像

意
味
す
る
と
こ
ろ
は
全
く
異
な
る。

館
内
の
人
々
に
と
っ
て

映
像
は
没
入
の
対
象
で
あ
る
が、

館
外
の
人
々
に
と
っ
て
映

像
は
単
な
る
風
景
の
一

部
に
す
ぎ
な
い。

と
は
い
え、

フ
ミ
ラ
ー
の
効
果
に
よ
り
館
外
の
風
景
が
館
内
に
侵
入
す
る

こ
と
で、

館
内
の
人
々
の
映
像
へ
の
没
入
も
実
質
的
に
制
限

さ
れ
る。

（
音
の
な
い）

映
像
の
た
め
に、

外
側
の
人
々
は、

自

己
や
周
囲
に
向
け
ら
れ
た
意
識
を
中
断
す
る
こ
と
は
な

い。

の
み
な
ら
ず、

彼
ら
は、

映
画
館
の
側
壁
の
近
く

を
自
由
に
移
動
し、

観
客
と
映
画
の
関
係
に
日
常
世
界

の
視
点
を
導
入
す
る
こ
と
で、

映
画
特
有
の
イ
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
か
ら
解
放
さ
れ
る
の
だ
…
…
観
客
に
映
画
が
上

映
さ
れ
て
い
る
最
中、

側
壁
に
写
る
映
像
と
混
然
一

体

と
な
っ
て、

館
外
の
現
実
世
界
が
両
側
の
窓
か
ら
侵
入

し
て
く
る。

外
部
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
表
象

は、

映
画
の
観
客
が
映
画
の
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
に
意
識

を
没
人
す
る
こ
と
を
妨
げ
る。

…
…
（
註
45
)

映
画
が
終
わ
り、

館
内
が
明
る
く
な
る
と、

館
内
と
館
外
の

状
況
は
完
全
に
入
れ
替
わ
り、

観
客
の
心
理
的
ポ
ジ
シ
ョ
ン

も
逆
転
し
て
し
ま
う。

―
つ
の
映
像
が
異
な
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
共
有
さ
れ
る
と

い
う
状
況
は、

ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
の
効
果
の
た
め
に、

こ
の
作

品
で
は
よ
り
複
雑
な
パ
タ
ー
ン
を
生
み
出
す。

映
画
館
の
壁

面
は、

上
映
中
は
外
側
が
鏡
で
内
側
が
ガ
ラ
ス
の
状
態
に
な

り、

上
映
が
終
わ
れ
ば、
一

転
し
て
外
側
が
ガ
ラ
ス
で
内
側

図10 ダン ・ グレアム（住宅外のヴィデオ上映）
1978年 、 建築モデル 、 22.9X77X50.&m

ノヽ

デ
ィ
ア
に
お
け
る
政
治
的
偏
向
の
問
題
と
も
深
く
関
係
す
る

《
パ
プ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
・
ケ
ー
プ
ル
・
テ
レ
ビ
の
た
め
の

を
そ
の
ま
ま
映
し
出
す。

T

V

が
消
え
て
い
る
と
き
は

ヴ
ィ
デ
オ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
も
消
え、

チ
ャ
ン
ネ
ル

が
変
え
ら
れ
て
い
る
と
き
に
は、

屋
外
の
人
型
ス
ク
リ

ー
ン
で
も
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
変
わ
る（
翡）

こ
の
作
品
は、
「
バ
ブ
リ
ッ
ク
と
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
関
係

性
を、

脱
構
築
的
に
問
い
直
す」
一

連
の
試
み
の
ひ
と
つ
で

あ
る。

ひ
と
つ
の
映
像
を
異
な
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
同
時
に

上
映
す
る
こ
と
で、

通
常
は
建
築
物
に
よ
っ
て
厳
格
に
区
分

さ
れ
る
二
つ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
仲
介
し、

パ
ブ
リ
ッ
ク
と

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
発
展
さ
せ
た
《
映
画
館
(

C
in
e
ma)
)

（
ー

几
八
一
）
で
も、

グ
レ
ア
ム
は、

同
．
の
映
像
を一

づ
の
異

な
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
内
の
人
々
に
共
有
さ
せ
る
こ
と
で、

二
つ

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
仲
介
し
よ
う
と
試
み
て
い
る。（
図
11

)

《
住
宅
外
の
ヴ
ィ
デ
オ
上
映
》

の
コ
ン
セ
プ
ト
を、

映
画
館

と
い
う
集
団
で
映
像
受
容
を
行
う
場
に
移
し、

さ
ら
に
ハ
ー

フ
ミ
ラ
ー
を
導
入
す
る
こ
と
で、

前
述
し
た
《
公
共
の
場

所
／
二
つ
の
観
客》

の
効
果
も
兼
ね
備
え
る
複
雑
な
作
品
に

生
ま
れ
変
わ
っ
た。

こ
の
作
品
は、

ビ
ル
一

階
の
人
通
り
が

多
い
通
り
に
面
し
て、

特
殊
な
映
画
館
を
設
置
す
る
と
い
う

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る。

映
画
館
は
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
製
の
壁

而
を
持
っ
た
め、

映
画
が
上
映
中
で
館
内
が
暗
い
時、

館
内

か
ら
館
外
の
景
色
が
よ
く
見
え
る
の
に
対
し、

館
外
は
完
全

な
鋭
と
な
り、

館
内
の
様
子
は
全
く
見
え
な
い。

反
対
に、

が
鏡
の
状
態
に
な
る。

こ
の
変
化
が
両
側
の
人
々
の
心
理
に

影
響
を
与
え、

映
画
鑑
貨
に
関
わ
る
様
々
な
佃
習
を
揺
さ
ぶ

る
の
で
あ
る。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は、

既
製
の
建
築
的
憫

習
に
作
品
を
介
入
さ
せ
る
と
い
う
側
面
を
持
つ
と
同
時
に、

映
画
鑑
賞
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
通
り
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
仲

介
す
る
と
い
う
側
面
も
兼
ね
備
え
て
い
る。

〈
映
画
館》

に
お
い
て、

本
来
館
内
の
人
々
に
独
占
さ
れ

る
は
ず
の
映
像
を
外
側
に
見
せ、

な
お
か
つ
外
の
景
色
を
館

内
に
取
り
入
れ
て
観
客
の
映
像
へ
の
没
入
を
妨
げ
る
こ
と
に

よ
り、

館
内
の
観
客
に
保
証
さ
れ
て
い
る
は
ず
の
視
座
の
特

権
性
は
大
き
く
揺
ら
ぐ。

グ
レ
ア
ム
は
こ
の
「
視
座
の
特

権」

性
に
関
す
る
問
題
を、
一

九
八
三
年
に
発
表
さ
れ
た

「
劇
場、

映
両
館、

権
力」

に
お
い
て
論
じ
て
い
る。

こ
の

エ
ッ
セ
イ
は、

ル
ネ
サ
ン
ス
期
や
絶
対
王
政
期
の
刺
場
に
お

け
る、

階
級
に
甚
礎
づ
け
ら
れ
た
視
座
の
特
権
性
の
問
超
か

ら、

ハ
リ
ウ
ッ
ド
映
画
の
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
秘
め
ら
れ
た

政
治
性
の
問
題
に
至
る、

娯
楽
メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
権
力
の

表
象
史
を
扱
っ
て
い
る

後
者
は、

言
う
ま
で
も
な
く

ロ
ー
カ
ル
・
テ
レ
ビ
・
ニ
ュ
ー
ス
の
分
析〉

の
主
題
と
深
く

関
連
す
る。

こ
の
論
に
お
い
て
グ
レ
ア
ム
は、

政
治
的
メ
タ

フ
ァ
ー
と
し
て
の
劇
場
か
ら
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
的
現
象
と
し

て
の
映
画
館
へ
の
「
転
換
点」

を
解
明
し
よ
う
と
試
み

た(
lt
46
)。

視
座
の
特
権
性
の
問
題
の
み
な
ら
ず、

マ
ス
・
メ

い
る。

プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
新
た
な
関
係
性
を
創
出
し
よ
う
と
試
み
て
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こ
の
歴
史
観
は 、

ヒ
十
年
代
未
か
ら
八
十
年
代
初
頭
に
か
け

て
行
わ
れ
た 、

メ
デ
ィ
ア
や
映
像
を
巡
る
諸
探
求
の
集
大
成

と
い
う
べ
き
側
面
を
も
つ 。

こ
の
エ
ッ

セ
イ
が
当
か
れ
た
一

九
八
三
年
の
時
点
で
は 、

グ
レ
ア
ム
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

操
作

の
戦
略
が 、

依
然
と
し
て
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
傾
向
を
帯
び
て

い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る 。

こ
の
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
傾
向

は 、

そ
の一―i
年
後
に
生
み
出
さ
れ
た
〈一
1
つ
の
キ
ュ
ー

ブ
〉

に
も 、

何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か 。

《-
1
つ
の
キ
ュ
ー

プ
》

が
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
に
お
け
る
政
治

的
偏
向
の
問
題
と
関
わ
り
が
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は 、

ヴ

イ
デ
オ
・

モ
ニ
タ
ー

で
上
映
さ
れ
た
コ
ン
テ
ン
ツ
が
ヒ
ン
ト

を
与
え
て
く
れ
る
に
違
い
な
い

。

グ
レ
ア
ム
自
身
に
よ
り
執

さ
れ
る
番
組
の
内
容
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い

が 、

オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
第
一

ヴ
ァ
ー

ジ
ョ
ン
が
は
じ
め

て
展
示
さ
れ
た
と
き 、

ヴ
ィ

デ
オ
・

モ
ニ
タ
ー

で
は
作
者
日

身
が
指
定
し
た
テ
—

プ
が
上
映
さ
れ
て
い
た
（
註
g 。

そ
れ
ら

に
は 、

ジ
ュ
デ
ィ
ス
・

バ
リ
ー 、

ト
ニ
ー
・

ア
ウ
ス
ラ
ー
ら

ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
映
像
作
品 、

グ
レ
ア
ム
自
身
の
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ー 、

ミ
シ
ェ
ル
・
フ
ー
コ
ー

の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

な
ど

が
含
ま
れ
て
い
た 。

そ
の
後 、

上
映
さ
れ
る
番
組
は
展
示
の

機
会
ご
と
に
変
え
ら
れ
た
が 、

近
年
は 、

作
者
自
身
の
過
去

の
バ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
や
屋
外
設
四
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
映
像

な
ど
を
展
示
す
る
手
段
と
し
て 、

が
ら
使
用
さ
れ
て
い
る 。

グ
レ
ア
ム
や
他
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
映
像
作
品
の
提
供

こ
の
転
換
を
証
明
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う 。

一

九
八
六
年
に
制
作
さ
れ
た
〈
映
画
館
ー

劇
場（
Ci
ne
ma,

Th
ea
ter)
)

は 、

前
述
し
た
「

劇
場 、

映
幽
館 、

権
力」

で

論
じ
ら
れ
た
問
題
が
作
品
と
し
て
結
実
し
た
も
の
で
あ
る 。

こ
の
作
品
を
解
説
し
た
テ
キ
ス
ト

の
な
か
で 、

グ
レ
ア
ム
は

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る 。
「

今
日 、

政
治
的
権
力
と
歴
史

的
『
リ
ア
リ
テ
ィ

』

は 、

映
画
や
テ
レ
ビ
の
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル

効
果
に
見
出
せ
る 。
·
：・・・

ル
イ
ト

四
世
の
時
代 、

王
が
占
め

る
劇
場
内
の
あ
ら
ゆ
る
視
線
が
集
中
す
る
場
所
に 、

E
権
が

表
象
さ
れ
る」｛
孔
18) 。

こ
の
よ
う
な
ポ
リ
テ
ィ
カ
ル
な
傾
向

を
持
つ
制
庶
批
判
的
作
品
は 、

こ
れ
を
最
後
に
ほ
と
ん
ど
見

ら
れ
な
く
な
る 。

こ
の
年
に
は 、

も
う
―

つ
の
重
要
な
作
品
が
発
表
さ
れ

た 。

ヤ
ン
・
フ
ー
ト

企
画
に
よ
る
「

シ
ャ
ン
ブ
ル
・

ダ
ミ

(
C
ha
m
bre
 cl'
a
mi)

」

展
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た 、
〈

f
供

た
ち
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
(
C
h
il
dre
n'
s

Pa
v
ili
o
n)
》

で
あ

る 。
（
図
12

)

立
方
体
の
角
に
同
じ
サ
イ
ズ
の
立
方
体
を
四
ト

五
度
回
転
さ
せ
て
繋
げ
た
構
造
を
も
つ
こ
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン

は 、

子
供
の
体
に
合
わ
せ
て
通
常
よ
り
小
さ
め
に
作
ら
れ
て

い
る 。

ゲ
ン
ト

市
内
の
住
宅
を
伯
り
て
作
品
を
展
示
す
る
と

い
う
展
覧
会
の
趣
旨
に
従
い 、

あ
る
建
策
家
の
自
宅
の
庭
に

設
置
さ
れ
た 。

こ
の
作
品
を
皮
切
り
に 、

ジ
ェ
フ
・

ウ
ォ
ー

ル
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー

シ
ョ
ン
に
よ
る
《
子
供
た
ち
の
パ
ヴ
ィ

リ
オ
ン
(
C
hil
dren's
Pavili
on)

》(
―

九
八
几）
や
《
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
・

パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
(
Ska
te
board
Pavi
lion)
》(
-

窯
さ
れ
た
《―
二
つ
の
キ
ュ
ー

プ
）

の
作
品
解
説
で
は 、

上
映

に
日
的
を
絞
る
こ
と
に
よ
り 、

《
二
つ
の
キ
ュ
ー

プ
）

が 、

政
治
的
に
偏
向
し
が
ち
な
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
向
け
コ
ン
テ
ン

選
択
は 、

ツ
と
の
関
わ
り
を
回
避
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
間
速
い
で

は
な
い 。

け
れ
ど
も 、

こ
の
作
品
に
お
け
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の

メ
デ
ィ

ア
の
政
治
性
を
批
判
す
る
ほ
ど
の
積
極
的

な
意
味
合
い
は
持
た
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

そ
れ
で
は 、

視
座
の
特
権
性
の
問
題
と
の
関
わ
り
は
ど
う

だ
ろ
う
か 。
《 ．
『
つ
の
キ
ュ
ー

プ
〉

に
お
け
る
視
座
の
問
遁

は 、

主
に
モ
ニ
タ
ー

の
設
置
方
法
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る 。

透
明
な
ガ
ラ
ス
越
し
に
プ
ー

ス
の
外
か
ら
見
ら

れ
る
よ
う
に 、

あ
る
い
は
ブ
ー

ス
の
外
側
に
向
か
っ
て
開
か

れ
た
か
た
ち
で 、

ブ
ー

ス
の
配
府
と
は
無
関
係
に
四
か
れ
た

モ
ニ
タ
ー

が 、

通
常
は
ブ
ー

ス
内
の
硯
客
だ
け
に
与
え
ら
れ

る
特
権
的
な
視
座
を
否
定
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
も
可
能
か

も
し
れ
な
い 。

本
来
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
空
間
で
あ
る
は
ず
の

ヴ
ィ

デ
オ
・
ブ
ー

ス
を
パ
ブ
リ
ッ
ク
な
も
の
に
転
化
す
る
こ

と
に
よ
り 、

ヴ
ィ

デ
オ
・

プ
ー

ス
固
布
の
視
座
の
特
権
性
は

必
然
的
に
失
わ
れ
て
し
ま
う 。

し
か
し
な
が
ら 、
《
映
画
館〉

が
こ
の
作
品
に
及
ぼ
し
た

影
響
の
な
か
で
は 、

こ
の
視
座
の
特
権
性
に
関
す
る
問
題
よ

り
も 、

異
な
る
1

―
つ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
仲
介
す
る
戦
略
の

方
が
よ
り
頂
要
で
あ
る
と
言
え
よ
う 。

実
際
《
三
つ
の
キ
ュ

ー
プ
》

は 、

本
来
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に

あ
る
は
ず
の
「

マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア」

と
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン
」

を 、

作
品
に
よ
っ
て
仲
介
し
よ
う
と
試
み
て
い
る 。

図
12

ダ
ン・
グ
レ
ア
ム
(
f
供
た
ち
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン〉

1
9
8
6
年 、
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー・
ガ
ラ
ス・
ア
ル
ミニ
ウ
ム 、

1
6
4
x
3
1
3
x
2
3
1
F、

九
八
九）
な
ど 、

明
確
な
機
能
と
使
用
目
的
を
持
つ
f
供
の

た
め
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く 。

こ
れ
ら
の

パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
も 、

複
数
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
仲
介
さ
せ
る

新
た
な
戦
略
の
賜
物
と
言
え
る
だ
ろ
う 。

お
わ
り
に 、

制
皮
批
判
か
ら
f
供
の
た
め
の
教
育
施
設
へ

前
音r
で
述
べ
た
よ
う
に 、
〈

三
つ
の
キ
ュ
ー

ブ）

は 、

グ

レ
ア
ム
が
コ
ン
テ
ク
ス
ト

介
入
に
よ
る
制
度
批
判
か
ら 、

コ

ン
テ
ク
ス
ト
を
仲
介
し
新
た
な
機
能
や
関
係
性
を
創
出
す
る

戦
略
に
移
行
し
つ
つ
あ
っ
た
時
期
の
作
品
で
あ
る 。

コ
ン
テ

ク
ス
ト

仲
介
の
戦
略
に
用
点
を
骰
＜
ヴ
ィ

デ
オ
・
ブ
ー

ス
の

制
作
は 、

こ
の
移
行
が
完
了
し
た
後
も 、

断
続
的
に
継
続
さ

れ
る 。

マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
コ
ン

一

般
大

と
思
う 。

…
…

私
が
屈
す
る
中
程
階
級
の
人
々
は 、

ア

ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・

ア
ー
ト
に
は
組
み
込
ま
れ
て
い
る

ヴ
ィ

デ
オ
番
組
を
熟
視
す
る
人 、

展
示
室
を
通
り
過
ぎ
る

人 、

展
示
室
内
の
別
の
作
品
を
鑑
打
す
る
人
な
ど 、

異
な
る

コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
あ
る
人
々
が
作
品
や
映
像
を
共
有
す
る
こ

と 、

言
い
換
え
る
な
ら 、

ヴ
ィ

デ
オ
・

ブ
ー

ス
と
い
う
「

プ

ラ
イ
ベ
ー
ト」

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
と
展
覧
会
と
い
う
「 。ハ
プ

リ
ッ
ク」

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
仲
介
す
る
こ
と
に
よ
っ
て 、

グ
レ
ア
ム
は
「

社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・

プ
ロ
セ
ス

の
ツ
ー

ル
」

と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
「

ヴ
ィ

デ
オ
上
映
の

た
め
の
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
」

と
い
う
新
し
い
作
品
形
態

を
生
み
出
し
た
の
だ 。

こ
の
よ
う
に 、

六
|

年
代
の
雑
誌
作
品
か
ら
八
卜

年
代
中

頃
ま
で
行
わ
れ
た 、

非
芸
術
的
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
介
人
し
て

制
度
批
判
を
行
う
と
い
う
戦
略
は 、
《―――
つ
の
キ
ュ
ー

プ
）

に
お
い
て
も
そ
の
残
滓
が
み
ら
れ
る
も
の
の 、

既
に
後
退
し

つ
つ
あ
る
と
言
え
る
だ
ろ
う 。
一

方
で 、
《
住
宅
外
の
ヴ
ィ

デ
オ
上
映》

や
《
映
画
館》

に
お
い
て
見
ら
れ
た 、

二
つ
の

コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
仲
介
し
て
新
し
い
機
能
や
関
係
性
を
創
出

す
る
戦
略
が 、

こ
の
作
品
に
お
い
て
は
中
心
的
位
置
を
占
め

つ
つ
あ
る 。

実
際 、
〈

＝
つ
の
キ
ュ
ー

ブ
〉

が
制
作
さ
れ
た

．

几
八
六
年
は 、

コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
介
入
す
る
戦
略
か
ら
コ

ン
テ
ク
ス
ト
を
仲
介
す
る
戦
略
へ
の
転
換
点
と
も ．
1-口
う
べ
き

時
期
に
あ
た
る
の
だ 。

こ
の
後 、

制
度
批
判
的
作
品
は
影
を

潜
め 、

パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
の
よ
う
に
新
た
な
機
能
や
社
会
的
関

係
性
を
創
出
す
る
作
品
が 、

グ
レ
ア
ム
の
制
作
活
動
の
中
核

を
占
め
る
よ
う
に
な
る 。

以
ド

に
述
べ
る
二
つ
の
作
品
が 、

テ
ク
ス
ト
を
仲
介
す
る
こ
と
で
創
出
さ
れ
る
意
味
や
機
能

も 、
《
三
つ
の
キ
ュ
ー

ブ
》

の
段
階
で
は
い
ま
ひ
と
つ
不
明

瞭
な
部
分
も
あ
っ
た
が 、

こ
れ
か
ら
論
じ
る
作
品
を
制
作
す

る
過
程
の
中
で 、

少
し
ず
つ
鮮
明
化
し
て
い
く 。

そ
れ
ら
九

十
年
代
以
降
に
お
け
る
ヴ
ィ

デ
オ
・
ブ
ー

ス
の
新
た
な
展
開

に
つ
い
て
節
単
に
触
れ 、

こ
の
論
を
終
わ
り
た
い 。

《 •―
づ
の
キ
ュ
ー

ブ
》

が
マ
ス
・

メ
デ
ィ
ア
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
を
仲
介
す
る
こ
と
で
生
み
出
し

た 、
「

社
会
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
・

プ
ロ
セ
ス
の
ツ
ー

ル
」

と
し
て
の
機
能
を
備
え
た
「

ヴ
ィ

デ
オ
t

映
の
た
め
の

イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン」

は 、

前
述
し
た
「

f
供
の
た
め
の

パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン」

か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
加
わ
る
こ
と

で 、

芙
術
館
に
お
け
る
教
育
用
ツ
ー

ル
ヘ
と
変
貌
を
遂
げ
て

い
く 。

グ
レ
ア
ム
は 、
一

几
几
一

年
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

の
中

で 、

自
ら
の
作
品
と
教
育
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る 。

教
育
的
役
割
の
よ
う
な
ア
ー
ト

の
啓
蒙
的
概
念
が 、

コ

ー
ト

が
教
育
的
価
値
を
持
つ
と
侶
じ
て
お
り 、

衆
は 、

ア
ー
ト

が
娯
楽
的
価
値
を
持
つ
と
信
じ
て
い

る 。

私
は 、

ア
ー
ト

が
美
的
価
伯
を
志
向
す
る
と
考
え

る 。

教
育
的
価
値
に
重
点
を
置
く
こ
と
は
な
い
し 、

教

育
的
価
値
や
娯
楽
的
価
値
だ
け
を
追
求
す
る
こ
と
も
な

(
t
9
)

)
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千
策
巾
美
術
館
の
会
期
は
二
0
0
三
年
十—.
n-.
R
I
:
0
0

四
年一．
月一
H、
北
九
州
市
立
必
術
館
の
会
期
は
二
0
0
四
年

ニ
H―
四
日
1
三
月
ニ
ト
四
日。

初
期
の
雑
誌
作
品
か
ら
最
新

作
に
い
た
る一

千r-•
点
の
作
品
か
ら
構
成
さ
れ
た
本
展
は、
小

規
校
で
は
あ
る
が
回
顧
展
で
あ
っ
た。
四
本
の
エ
ッ
セ
イ
と
そ

の
執
管
者
は
以
下
の
と
お
り。
水
沼
啓
和
「
芸
術
の
コ
ン
テ
ク

ス
ト
と
雑
誌
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト」、

真
武
真
社
f
「
交
笙
す
る
視

座、

交
梵
す
る
時
間」、

花
田
仲，
「
ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム
と
ノ
ー

ウ
ェ
イ
ヴ」、

野
々
村
文
宏
「
サ
バ
ー
ビ
ア
の
欲
望、

近
代
建
策

が
煕
し
て
い
た
も
の、
バ
ヴ
ィ
リ
オ
ン」。

こ
の
作
品
は、
（
実
買
的
な）
カ
タ
ロ
グ
レ
ゾ
ネ
で
あ
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
巡
101
回
顧
展
(·1
0
0
0)
の
カ
タ
ロ
グ
に
は
収
録
さ
れ
て

い
な
い。
Marianne
Rrou
wer
 (ed.)•
D
ミn
G
raha
m:
 
Works
 

1965,2000.(exh.
 Ca
t.
).
 

Ditsscldor
f:
 

Richter,
 200l̀
pl94.

(
3)

Dan
 G
raha
m:
 Pav
iliミns.(exh.
ca
t.
).
 

Mun
ich:
 Kuns
tvere
in
 

Munchen,
 1988.
 p46.

ぶ
建
築
モ
デ
ル（
Architectu
ral
Mode
l)」
と
は、
パ
ヴ
ィ
リ
オ

ン
や
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
快
型
で
あ
る。
通
常
附
外
に
設
四

さ
れ
る
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
や
未
だ
実
現
さ
れ
て
い
な
い
建
築
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を、

展
覧
会
に
出
品
す
る
目
的
で
制
作
さ
れ
た
作
品

で
あ
る。

多
く
の
場
合
エ
デ
ィ
シ
ョ
ン
数
は一ー．
で、

建
築
マ
ケ

ッ
ト
製
作
の
内
門
家
の
手
に
よ
り
製
作
さ
れ
る。
そ
れ
に
対
し

て、
グ
レ
ア
ム
白
身
の
手
で
作
ら
れ
た
筒
易
な
モ
デ
ル
は、
「
ス

コ
ッ
チ・
テ
ー
プ・
モ
デ
ル(
fotch
Ta
pe
 Model)」
と
呼
ば
れ

る。
ス
コ
ッ
チ
・
テ
ー
プ・
モ
デ
ル
は
あ
く
ま
で
も
構
想
用
で
あ

り、

原
則
と
し
て
展
示
さ
れ
る
こ
と
は
な
い。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
作
品
以
外
に
も、
〈：·ー
つ
の
キ
ュ
ー
プ〉

の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
び
う
る
作
品
が
仔
在
す
る。
そ
れ

は、
一
九
JL
五
年
に
制
作
さ
れ
た
〈
ヴ
ィ
デ
オ
上
映
の
た
め
の

ニ
ュ
ー
デ
ザ
イ
ン
(
Ne
w
Design
 for
 Sho
wing
 Videos)
}
で

あ
る。（
閑
15
)〈
三
つ
の
キ
ュ
ー
ブ〉
が
キ
ュ
ー
プ
を
甚
本
的
な

構
成
要
素
と
す
る
の
に
対
し、
こ
の
作
品
は
正
三
角
柱
を
構
成

要
索
と
し
て
い
る。
中
心
部
の
柱
か
ら
六
十
度
ご
と
に
放
射
状

に
伸
び
る
六
枚
の
パ
ネ
ル
が、
ヒ
か
ら
見
る
と
全
体
と
し
て
正

5 2
 

t
 
-̀·
U
 

私
の
作
品
は
教
育
的
側
面
と
哲
学
的
側
而
を
持
ち、

美

的
側
面
も
兼
ね
備
え
る。

そ
れ
ら
は、

芸
術
作
品
を
理

解
す
る
の
に
必
要
な
社
会
的、

視
党
的
佃
習
を
白
日
の

も
と
に
さ
ら
す。（
れ
50
)

彼
が
言
う
三
つ
の
側
面
が、

第一
．
京
で
述
べ
た
三
つ
の
側

面
に
対
応
す
る
こ
と
は
改
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
い
だ
ろ

う。

こ
の
時
期
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
に
お
け
る
実
用
的
側
血

は、

主
に
教
育
的
側
而
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
の
で
あ

る。こ
れ
ら
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー
が
行
わ
れ
た
年、

教
育
的
側
面

を
持
つ
ヴ
ィ
デ
オ
作
品
が
完
成
し
た。
《
キ
ュ
ー
プ
に
囲
わ

れ
た
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
の
円
筒
と
ヴ
ィ
デ
オ
・
サ
ロ
ン
(
T
wo-
Way

M
i

rror
 Cyl
in
der
 Ins
i

de
 C
u
be
 an
d
 a
 V
id
eo
 Salon)
》
(



九
九
一
）
は、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
デ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
の
屋
ヒ

に
作
ら
れ
た
大
型
バ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
で、

傍
ら
に
カ
フ
ェ
を
兼

ね
た
ヴ
ィ
デ
オ
・
サ
ロ
ン
が
付
属
し
て
い
た。

サ
ロ
ン
オ
ー

プ
ン
当
初
は
作
家
自
身
が
選
ん
だ
五
本
の
ヴ
ィ
デ
オ
が
上
映

さ
れ
て
い
た
が、

そ
の
後
デ
ィ
ア
・
セ
ン
タ
ー
が
雇
っ
た
六

で
も`

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る。

言
え
よ
う。

さ
ら
に
同
年
に
行
わ
れ
た
別
の
イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

り、

こ
の
言
菜
に
は
あ
る
種
の
自
戒
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と

と
で
ア
ー
ト
と
の
距
離
を
見
失
う
危
険
性
を
常
に
作
ん
で
お

グ
レ
ア
ム
は、

教
育
的
価
値
の
意
義
を
認
め
つ
つ
も、

そ

れ
の
み
に
傾
斜
す
る
こ
と
は
拒
否
す
る
姿
勢
を
示
す。

彼
の

戦
略
は、

芸
術
外
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
深
入
り
し
す
ぎ
る
こ

7
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図15 ダン・グレアム（ヴィデオ上映のためのニュー デザイン（第1ヴァ
ー ジョン））
1995年 、 ハーフミラー ・ ガラス・木枠 ・ ビデオモニターとデッキ、

220X620X870cm 

人
の
ゲ
ス
ト
・
キ
ュ
レ
イ
タ
ー
に
よ
り
ア
ニ
メ、

音
楽、

建

築、

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス、

演
劇
の
ヴ
ィ
デ
オ
が
選
出
さ
れ、

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
形
成
さ
れ
た。

こ
の
作
品
は
美
術
館
で
使

六
角
形
の
構
造
体
を
形
作
る。
店
本
構
造
こ
そ
異
な
る
が、
こ

の
作
品
も
ガ
ラ
ス
・
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
・
パ
ン
チ
ド
メ
タ
ル
を
仕
切

り
に
用
い
た
ヴ
ィ
デ
オ・
プ
ー
ス
で
あ
り、
〈
三
つ
の
キ
ュ
ー
プ〉

の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
含
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う。
な

お
こ
の
作
品
に
も、
バ
ン
チ
ド
メ
タ
ル
を
持
た
な
い
第一．
ヴ
ァ

ー
ジ
ョ
ン（一
九
九
五）
が
存
在
す
る。

一
九
几
11
年
頃
か
ら、
日
本
の
建
第
家、

長
谷
川
逸
f
の
影
特

に
よ
り、
グ
レ
ア
ム
は
バ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
等
の
作
品
に、
パ
ン
チ

ド
メ
タ
ル
を
使
川
す
る
よ
う
に
な
っ
た。

グ
レ
ア
ム
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
が
彼
自
身
の
手
に
よ
り
作
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
は、

容
易
に
想
像
が
つ
く
だ
ろ
う。
そ
れ
ら
は
通

常、
グ
レ
ア
ム
が
描
い
た
簡
単
な
構
想
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
や
プ
ラ

ン
に
枯
づ
い
て
建
築
技
師
が
図
面
を
起
こ
し、

建
築
業
者
に
よ

り
製
作
さ
れ
る。
ア
メ
リ
カ
国
外
で
作
品
が
製
作
さ
れ
る
湯
合、

製
作
の
指
ポ
は
図
面
や
写
真
だ
け
を
通
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
が

図13 ・ 14 ダン ・グレアム〈ウォータールー・サンセット｝
2003、 ハ ー フミラー・ガラス ・ 金屈・ヴィデオ上映設備

サ
ロ
ン
自
体
は
既
存
の
倉
爪
を
改
造
し
た
も
の
で
あ
り、

グ

レ
ア
ム
が
設
計
し
た
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
で
は
な
い。

グ
レ
ア
ム
が
美
術
館
に
恒
久
設
置
し
た
ヴ
ィ
デ
オ
上
映
用

パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
は、

現
時
点
で
は、

ロ
ン
ド
ン
の
ヘ
イ
ワ
ー

ド
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
け
る
《
ウ
ォ
ー
タ
ー
ル
ー
・
サ
ン
セ

ッ
ト(
Waterloo
Su
nset)
》(―
1
0
0'1')
の
み
で
あ
る。
（
図

13.
14)
こ
の
パ
ヴ
ィ
リ
オ
ン
は、

同
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
改
築
に

伴
い、

入
口
脇
に
新
設
さ
れ
た
カ
フ
ェ
の
屋
上
に、

建
築
家

グ
レ
ア
ム
・
ハ
ワ
ー
ス
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
設

骰
さ
れ
た。

ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
製
の
楕
円
形
の
バ
ヴ
ィ
リ
オ
ン

が、

パ
ン
チ
ド
メ
タ
ル
と
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
で
構
成
さ
れ
た
屏

風
形
の
仕
切
り
を
内
包
す
る
梢
述
を
も
つ。

仕
切
り
に
は
六

つ
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
付
モ
ニ
タ
ー
と
ヘ
ッ
ド
ホ
ー
ン
が
付
属

し
て
お
り、

子
供
向
き
の
も
の
を
中
心
に
様
々
な
コ
ン
テ
ン

ツ
が
提
供
さ
れ
る。（
図
15

)

子
供
た
ち
は
光
に
満
た
さ
れ
た

空
問
で
映
像
を
鑑
宜
す
る
と
と
も
に、

曲
面
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー

が
生
み
出
す
歪
曲
し
た
像
と
戯
れ、

ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
や
パ
ン

チ
ド
メ
タ
ル
越
し
に
他
の
子
供
た
ち
と
の
関
係
性
を
確
認
す

る。

七
十
年
代
か
ら
八
十
年
代
初
頭
に
か
け
て、

ア
ー
ト
外

の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
介
入
す
る
こ
と
で
ア
ー
ト
の
制
度
を
批

判
し
て
き
た
グ
レ
ア
ム
の
ヴ
ィ
デ
オ
作
品
は、

八
十
年
代
末

以
降
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
仲
介
に
重
点
を
移
し、

こ
の
《
ウ
ォ

ー
タ
ー
ル
ー
・
サ
ン
セ
ッ
ト》

に
お
い
て、

美
術
館
に
お
け

多
く、
グ
レ
ア
ム
H
身
も
完
成
す
る
ま
で
作
品
を
直
接
目
に
し

な
い
こ
と
も
多
い。
彼
は、

作
品
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
や
ガ
ラ

ス
と
ハ
ー
フ
ミ
ラ
ー
の
組
み
合
わ
せ
方
に
は
明
確
な
指
示
を
出

す
が、

索
材
の
細
か
い
仕
様
や
加
上
法
に
関
し
て
は
あ
ま
り
細

か
い
指
示
を
出
さ
な
い。

(
8)

Dan
 Graha
m.
 "A11
 as
 Design/
Design
 as
 A1
i.
"

 in
 Museu
m
 

jou
rnal
 (
Otter
ぎ）.
nn
.3,4.
 1986.
 R<>prin
ted
 in
 Ruck
 
My
 Re,
 

忌ion]
Writ
ings
alld
 A
rt
 Pro
je
ct
 1965,1
990.
 Hrian
 W
allis
 

(ed.).
 Ca
mbridge,
 
Mass:
 MI
T
 Press,
 1
993.
 pp.
20
8-22
1.
 

こ
の
エ
ッ
セ
イ
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
は、
ク
レ

ス
・
オ
ル
デ
ン
バ
ー
グ、
ダ
ン
・
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン、
ロ
バ
ー
ト
・

ヴ
ェ
ン
チ
ュ
ー
リ、
ア
ン
デ
ィ
ー
・
ウ
ォ
ー
ホ
ル、
ジ
ョ
ン
・
チ

ェ
ン
ヴ
ァ
レ
ン、
ジ
ョ
ン
・
ナ
イ
ト
で
あ
る。

(
9)
[
m
manuel
 K.111!.
 K
ritik
 der
 Urtheilsk
raft.
 1790.
 (イ
マ
ニ
ュ
エ

ル
・
カ
ン
ト
r
判
断
力
批
判」
原
佑
訳、
坪
想
社、
·
几
六
五

年、
二
0
七
ー
ニ
0
八
頁。）

(
10)

Cle
ment
 Greenberg.
 "
Mode
rnist
 Paintings."
 in
 11,e
 Ne
w
 

Ari"
A
 C
ritical
 Antholo
gy.
 Grego
ry
 Hatt0cock(ed.
).
 19
66.

（
ク
レ
メ
ン
ト
・
グ
リ
ー
ン
バ
ー
グ
「
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
絵
画」
川

m
都
樹
チ
・
藤
枝
晃
雄
訳、
r
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
ハ
ー
ド
・
コ
ア』

所
収、

浅
田
彩•
岡
的
乾
二
郎•
松
油
h
夫
（
編）、
太
田
出
版、

一
几
九
JL
年、

四
|
五
且。）

(
11)

例
え
ば、

自
ら
の
著
作
を
通
じ
て
痛
烈
な
フ
ォ
ー
マ
リ
ズ
ム
批

判
を
行
っ
た
ジ
ョ
ゼ
フ・
コ
ス
ー
ス
は、
q
九
し
0
年
の
対
談
の

な
か
で、
「
私
は
フ
ォ
ー
マ
リ
ズ
ム
か
ら
逃
れ
よ
う
と
試
み
た

が、
そ
の
用
語
内
で
試
み
て
い
た
L

と
述
べ、
自
ら
の
言
説
が

フ
ォ
ー
マ
リ
ズ
ム
に
依
什
し
て
い
た
こ
と
を
告，
H
し
て
い
る。

Jean
 Siegel.
 "Joseph
 Kosu
th"
/\r
t
 as
 A
rt
 as
 Idea."

 W
B
AI

F
M,
 Ne
w
 York,
 April
 7.
 1970.
 Published
 in
 A
rl
wo,、
合．．
D
ぢ＇

r゚
～～
r.;e
011
 the
 60s
 and
 7
0s.
 M
ichigan"
Ann
 Arbcr•
U
M!
R
e

sere
 h Press,
 p.
22
1.
 

(

12
)

一
几
六
九
年
に
は、
セ
ス
・
シ
ー
ゲ
ロ
ー
プ(Seth
Sicgelaub)
 

企
画
に
よ
る"
Janua
ry
5-31"
、

ボ
ー
ラ
ー・
ク
ー
パ
ー
・
ギ
ャ

ラ
リ
ー
に
お
け
る
ル
ー
シ
ー・
リ
ッ
バ
ー
ド
（l
巨,cyR.
 
Lippard)
 

企
画
に
よ
る·←
Nu
mber
7`●、
ド
ゥ
ア
ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
け

る"
Language
3"
な
ど
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
開
か
れ
た。
翌．

る
実
用
的
な
設
備
と
し
て
機
能
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る。

用
さ
れ
る
恒
久
的
施
設
と
し
て
作
ら
れ
た
が、

ヴ
ィ
デ
オ

25 24 



11
0
0一
年、

七
ー
八
頁。）

ち
な
み
に、

グ
レ
ア
ム
の
初
期
の

雑
誌
作
品
(
Magazine
Work)

は、
「
Mag
azine
Work
 Inter,
 

<
glion」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
る。

(

33
)

前
掲
Rい
(

30
)、
p.
28.

(

34
)

Jacques
 De
nida.
 "

La
 lan
gue
 de
 J'autre.̀.
 1978・
（
ジ
ャ
ッ
ク
・

デ
リ
ダ
「
他
者
の
言
語」（．
几
ヒ
八
年
二
月
に
行
わ
れ
た
ベ
ル

ナ
ー
ル
・
グ
ラ
シ
ェ
と
け回
橋
尤
昭
と
の
対
談）、

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ

リ
ダ
『
他
者
の
言
語』

所
収、

悩
橋
尤
昭
編
訳、

法
政
大
学
出

版
局、
：
九
八
九
年、

二
八
し
只。）

デ
リ
ダ
自
身
も、

文
学

と
哲
学
の
悦
界
に
身
を
訊
き、

文
学
と
も
哲
学
と
も
つ
か
な
い

テ
ク
ス
ト
を
生
み
つ
づ
け
て
い
る
と
言
え
よ
う。

(

35
)

Jacques
 De
nida.
 La
 ve
rite
 e11
 peint11
re.
 Pa
コs:
Fla
m
marion.

1978.
 (
ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
リ
ダ
『
絵
画
に
お
け
る
真
理
・
上』
一
5回

橋

尤
昭
／
阿
部
宏
慈
訳、

法
政
大
学
出
版
局、
一
九
九
ヒ
年、

六

+
1
.

『-―
凡）

(
36)

Dan
 Graha
m.
 "
Essay
 on
 Video.
 Architeclure,
 and、l,elev>

sion."
 in
 Dan
 Graha
m:
 Video,Architecture,
Televis
ion.
(exh.

cat.),
 Ben
ja
min
 H.
 D.
 Buchloh
(ed.
)•
Hali
fax:
 TI1e
 Press
of
 

the
 Nova
 Scotia
 College
 of
 
Art
 and
 Desi
gn;
 Ne
w
 Y
or
k:
 

Ne
w
 York
 Univ.
 Press.
 1979.
 p.
63.
 

(
37)

M
笈
Horkhei
mer
and
 TI1eodor
 W.
 Ado
rnc.
 Dialeklik
der

Au
fk
lim
mg.
 A
msterda
m:
 Querido
 Verlag.
 1947.
(
マ
ッ
ク
ス
・

ホ
ル
ク
ハ
イ
マ
ー、

テ
オ
ド
ー
ル
•
W•
ア
ド
ル
ノ
『

啓
蒙
の
弁

証
法こ
哲
学
的
断
附』

徳
永
拘
ポ、

岩
波
占
店、
一
九
九
0
年、

．
八一
こ
ー
一
六
．
頁。）

前
掲
内
（
三
卜」ハ）、
pp.
63
ふ4.

パ
プ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
に
関
し
て
は、

以
ド
の
文
献
を
参
照。

沖
Ill
lE
夫
•
平
塚
千
尋
編
r
バ
プ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス』
リ
ベ
ル

タ
出
版、
一
九
几
八
年。

（
パ
プ
リ
ッ
ク
・
ア
ク
セ
ス
・
ケ
ー
プ
ル
・
テ
レ
ビ
の
た
め
の
ロ

ー
カ
ル
・
テ
レ
ピ
こ一
ュ
ー
ス
の
分
析〉
の
原
形
と
な
っ
た
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
が
〈
生
産
／
受
容
（
P
roduction/
R
eception)
}(
一
九

し
六）

で
あ
る。

こ
れ
は
ケ
ー
プ
ル
テ
レ
ビ
屈
の
ス
タ
ジ
オ
を

固
定
カ
メ
ラ
で
記
録
し
た
映
像•
音
声
と、

そ
の
番
組
を
受
容
し

て
い
る
地
域
の
家
庭
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
を
固
定
カ
メ
ラ
で
記

録
し
た
映
像•
音・戸
を、

二
つ
の
ケ
ー
プ
ル
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
同
時

40)
 

38
)
 

39
)
 

九
七
0
年
に
は、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク・
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
ド
ナ
ル
ド
・
カ
ー
シ
ャ
ン(
Donald
Ka
rshan)
企
画
に

よ
る"
Conceptual

Art
 and
 Conceptual
 Aspects•·
、

ド
ゥ
ア

ン
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
お
い
て"
Lan
guage
4"
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近

代
美
術
館
に
お
い
て
キ
ナ
ス
ト
ン
・
マ
ク
シ
ャ
イ
ン
(
Kynaston

L.
 McShine)
企
画
に
よ
る"
In
fo
コnation"
、

ジ
ュ
ウ
ィ
ッ
シ
ュ
・

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
に
お
い
て
ジ
ャ
ッ
ク・
バ
ンハ
ム(Jack
Bu
rn
ha
m)

企
画
に
よ
る

恐ft
ware"
な
ど
が
開
催
さ
れ
た。

(

13
)

J
ulie
 Sylvester
 (ed
.).
 
john
 Cha
mbe
rlain:
 ii
 Catalogue
 

Ra
恩,
me
of
 the
 Scu
lptu
re
 19541]
985•
Ne
w
 Yor
k:
 Hudson
 

H
ills
 Press.
 1986.
 p.
20.

(

14
)

こ
の
と
き
ヴ
ィ
デ
オ・
モ
ニ
タ
ー
で
は、

ア
メ
リ
カ
の
テ
レ
ビ
コ

マ
ー
シ
ャ
ル（
一
部
は
実
在
し
な
い
商
品
を
扱
っ
た
偽
物）
が
流

さ
れ
て
い
た。

(

15
)

八
十
年
代
末
の
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る、
パ
ブ
リ
ッ
ク・
ア
ー
ト
を

め
ぐ
る
論
争
に
関
し
て
は、

以
下
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
を
参
照。

W.
 J.
 
T.
 Mitche=l
(ed.).
 A
rt
 an
d
 the
 Pub
lic
 Sphere.
 Chi
 

cago:
 
The
 Univ.
 of
 C
hicago
 Press.
 1992.

(

16
)

ジ
ャ
ッ
ド
の
他
に、

ソ
ル
・
ル
ウ
ィ
ッ
ト、

ダ
ン
・
フ
レ
イ
ヴ
ィ

ン、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ア
ー
シ
ュ
ワ
ー
ガ
ー、

リ
チ
ャ
ー
ド
・
タ
ト

ル、

ジ
ョ
エ
ル
・
シ
ャ
ピ
ロ、

プ
ラ
イ
ア
ン
・
ハ
ン
ト、

ジ
ェ
イ

ム
ズ
・
タ
レ
ル
な
ど
の
名
前
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
米
る。

こ
の
世

代
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
デ
ザ
イ
ン
の
関
係
に
つ
い
て
は、

以
下

の
文
献
を
参
照。
Barbara
Bloe
mink
 (ed.
)•
Desig1
こ了
Art:

F2{nctional
 O
bject
 fro
m
 Donald
 Judd
 to
 Nachヽ
I
Whiteread.
 

Ne
w
 York:
 Cooper,
He
wi
tt•
National
 Design
 M
号eu
m.

2004.

（
17
)

．
九
六
八
年、

ジ
ャ
ッ
ド
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス
プ
リ
ン
グ
・
ス

ト
リ
ー
ト
一
〇1
番
地
に
住
居
兼
ス
タ
ジ
オ
用
の
ビ
ル
を
構
人

し
た。

さ
ら
に
一
九
し一丘
年
以
降、

テ
キ
サ
ス
州
マ
ー
フ
ァ
に

マ
ン
サ
ナ
・
デ
・
チ
ナ
テ
ィ、

ア
ャ
ラ
・
デ
・
チ
ナ
テ
ィ、

大
砲

格
納
叩、

チ
ェ
ン
バ
レ
ン
ビ
ル
な
ど、

作
品
展
ぷ
を
は
じ
め
と

す
る
様
々
な
用
途
の
た
め
に
多
く
の
建
造
物
を
借
用
あ
る
い
は

購
入
し
た。

Marianne
 Stockeb
rand
 (ed.)•
Donald
 Judd:
 Architektur.

(exh.
 cat.),
 
M
unster:
 Wcs
tfali
scher
 Kunstverein,
 1989.
(
マ

18 

47 

リ
ア
ナ
・
ス
ト
ッ
ク
プ
ラ
ン
ト
編
『
ド
ナ
ル
ド
・
ジ
ャ
ッ
ド

建

築』

大
島
哲
蔵
叔、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ヤ
マ
グ
チ、

二
0
0
0
年、

八
卜
八
貞。）

(
19)

Cle
ment
 Greenberg.
 "Rec
entness
 of
 Sculpture,"
 in
 A
me
ri

gn
 Sculpture
 of
 the
 Sixties.
 
Maurice
、r
uch
man

(ed
.),
 Los
 An
geles:
 
Los
 Ang
eles
 Coun
ty
 Museu
m
 of
 Art,

1967.
 Reprinted
 in
 Cle
ment
 Greenberg:
 77,e
 Collected
 E
ssa
ys
 

an
d
 Criticis
m
 Vol.
 4.
 Ch
icago:
 Univ.
 of
 Chicago
 l'rPss.
 

1
993.
 p.
 253.
 

(
20)

Ben
ja
min
 H•
D.
 Buchloh.
 •·
Mo
ments
 nf
 Histo
l̀')
in
 the
 

Work
 of
 Dan
 G
raha
m.̀'
in
 Da11
 Graha
m.
 (exh.
 cat.).
 
R.
 H.

F
uchs
 (ed.
).
 
Eindheven:
 Stcdclijk
 Van
 Abbe
M
useu
m.

1978.
 Reprinted
 in
 Ben
ja
min
 H•
D.
 Buchloh•
NeO'A
苫11t,

gardc
gd
 Culture
 b,dust
ry・
Ca
mbridge,
Mass:
 Ml、l、
Press.

20
00,
 p.
185.

(

21
)

しハ
ト
年
代
は、

複
数
の
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴
を
原
ね
備
え
た
作
品

が
数
多
く
生
み
出
さ
れ
た
時
代
で
あ
る。
デ
ィ
ッ
ク・
ヒ
ギ
ン
ズ

は、

こ
の
よ
う
な
中
問
的
メ
デ
ィ
ア
を、
「
イ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ

ア」
と
呼
ん
だ。

彼
の
定
投
に
よ
れ
ば、

視
況
詩、

具
体
詩、

ハ
プ
ニ
ン
グ、
バ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス、

音
響
詩
な
ど
が
典
型
的
な

ィ
ン
タ
ー
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る。
D
ick
Higgins•
Hori
zons:
 The
 

Poetics
 and
 11,eo
ry
 of
 the
 lnter
media.
 I=linois:
 Soull
l<'
rn
 llli,
 

nois
 Unive
rsity
 Press,
 
1984.
 (
デ
ィ
ッ
ク・
ヒ
ギ
ン
ズ
r
イ
ン
タ

ー
メ
デ
ィ
ア
の
詩
学』

岩
佐
鉄
男
他
訳、

国
内
刊
行
会、
1
988

年、
pp
.41
'58
.)

••
Dan
 Graha
m
 Inte
rvie
wed
 by
 l.udger
 Ge
nies,"
 199
1.
 

lished
 in
 T
w
l)-
Way
 Mir
ror
 Po
we,、;·
Selected
 Writings
 by
 Dan
 

G
raha
m
 on
 
His
 A
rt.
 
Alexan
der
 Alberto
 (eel.).

Ca
mbridgè
Mass:
 MIT
 Press.
 19
99.
 p.
66.
 

前
掲
m
u

(

22
)、
p.
67.

Ad
 Reinhardt.
 "A
n
 as
 An."
 in
 A
rt
 Inte
rnational
 (IA1
gano),
 

Dece
mber
 1962.
 p.
37.
 

グ
レ
ア
ム
は、

以
下
の
論
文
に
お
い
て、

ジ
ャ
ッ
ド、

ア
ン
ド

レ
の
作
品
を
ナ
ウ
マ
ン
ら
と
比
較
す
る
こ
と
で、

ミ
ニ
マ
リ
ズ

ム
に
お
け
る
Sub
ject

Ma
tter
の
欠
如
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
た。

Dan
 G
raha
m.
 "Sub
ject
 Matter."
 in
 Dan
 G
raha
m.
 End
 M
o-

に
放
送
し、

比
較
対
照
し
よ
う
と
す
る
と
い
う
試
み
で
あ
る。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
結
局
実
現
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
り、

そ
の
構
想
テ
ク
ス
ト
だ
け
が
以
下
の
文
献
に
掲
載
さ
れ
た。
Bctt

ja
min
 
H•

D.
 
Buchloh
 (ed.
),
 
Dan
 
G
raha
m:
 
Video,

Architectu
re,
Television.
 (exh.
 cat.).
 Halif
ax:
 
The
 Press
of
 

the
 Nova
 Scotia
 College
 of
 Art
 and
 Desi
gn:
 Ne
w
 Y
or
k:
 

Ne
w
 York
 Univ.
 Press,
 1
979,
 p.
55.
 

(

41
)

前
掲屯LI
(
40)、
p.
6

1.

(

42
)

こ
の
制
作
と
受
容
の
現
湯
を
同
等
の
重
み
で
対
比
さ
せ
よ
う
と

す
る
姿
勢
に
は、

ス
チ
ュ
ア
ー
ト・
ホ
ー
ル
が
一
九
七
三
年
に
提

叫
し
た
エ
ン
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
／
デ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
(encoa

in
g/decodin
g)

の
概
念
と
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る。

ホ
ー
ル

は、

独
占
汽
本
に
操
ら
れ
た
文
化
荏
業
が
弱
く
受
動
的
な
一
般

人
衆
に
偏，
回
し
た
俯
報
を
一
方
的
に
送
る
と
い
う
旧
来
の
メ
デ

ィ
ア
観
を
否
定
し、

作
り
手
が
エ
ン
コ
ー
ド
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
受
け
手
が
デ
コ
ー
ド
す
る
と
き、

作
り
手
が
期
待
し
た
意
味

が
常
に
受
け
手
に
伝
わ
る
と
は
限
ら
ず、

受
け
手
が
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
誤
説
し、

作
り
手
が
全
く
意
図
し
て
い
な
い
読
解
を
行
う

こ
と
も
あ
り
う
る
と
考
え
た。

そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
研
究
に
お
い

て、

受
け
手
（
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス）
研
究
は、

番
組
自
体
の
研
究

と
同
等
の
重
要
性
を
持
つ
と
主
張
し
た。

そ
し
て
じ
十
年
代
未

以
降、

家
肱
（
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム）
に
焦
点
を
当
て
た
メ
デ
ィ
ア

研
究
が
欧
米
で
数
多
く
登
場
す
る。
Stua
rt
M.
 Hall.
 ·'
Enco
d

in
g/
D
t>codin
g."·
 in
 Cu
lture,
 
Media,
 Language.
 
London:

Rout
ledge,
 1
980·
 

(

43
)

前
掲
ELI（
註
26）、
P.36．
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は、

長
い
問
建
築
モ

デ
ル
の
か
た
ち
で
し
か
存
在
し
な
か
っ
た
が、
一
几
几
六
年
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
サ
ン
タ
・
バ
ー
バ
ラ
で
実
現
さ
れ
た。

(

44
)

"

即
掲
苫
（
註
26
)、
p
.47.

な
お
こ
の
作
品
は、

建
築
モ
デ
ル
の

か
た
ち
で
し
か
存
在
し
な
い
未
完
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る。

(

45
)

前
掲
占
（
註
26
)、
p
.48.

(
46)

Dan
 Graha
m.
 "!"
heater,
 Cine
ma.
 Po
we
r."
 in
 Parachute
 

(
Montrea
l),
 no.
3
1.
 Rep,inted
 in
 Da11
 G
raha
m:
 I~ock
 
My
 Re

忌
呈.
Brian
 Wallis(cd.).
 Ca
mbrid
ge.
 Mass:
 MIT
 Press,
 

1993,
 pp.
17
0-,189.
 

前
掲
内
(3)·
p
.46.

25 23
)
 

24
)
 

22 

48
)
 

の
作
品
も
モ
デ
ル
の
か
た
ち
で
し
か
存

men
k•
Ne
w
 Y
ork"
l)an
 G
raha
m,
1
969.
 p
p.1
5-'30
 

(

26
)

苔nc
Rori
mer
 (ed.
)•
Da
n
 Graha
m:
 Buildings
 à,
d
 Signs
 

(exh.
 cat.)̀
Ch
icago"
Renaissance
 So
ciety
 at
 The
 Univ.
 of
 

Chicago.
 1981,
 p.
27.
 

(

27
)

前
掲
B
(
20)、
p.
199.

(

28
)

前
掲
苫
(

22
)、
p.
74.

(

29
)

前
掲
Tu

(

26
)、
p.
24.

(

30
)

グ
レ
ア
ム
は、

こ
の
よ
う
な
社
会
的
プ
ロ
セ
ス
の
起
源
に
つ
い

て、

次
の
よ
う
に
回
想
し
て
い
る。
「
私
は
ジ
ャ
ン
・
ポ
ー
ル
・

サ
ル
ト
ル
の
大
フ
ァ
ン
で、

十
五
歳
の
と
き
『
存
在
と
無』
を

読
ん
だ。

そ
し
て、

自
我
は
自
分
が
他
人
を
見
る
よ
う
に
他
人

か
ら
見
ら
れ
た
時
に
形
成
さ
れ
る
と
い
う、

ジ
ャ
ッ
ク・
ラ
カ
ン

を
予
告
す
る
概
念
を
知
っ
た。

ミ
ニ
マ
ル
・
ア
ー
ト
か
ら
逃
れ
る

た
め
に、

私
の
作
品
は
行
学
的
あ
る
い
は
心
理
学
的
モ
デ
ル
と

な
る
こ
と
が
多
い。
…
私
は（
他
人
に
知
莉
さ
れ
て
い
る）
自
分
自

身
を
知
党
し
て
い
る
糾
察
者
の
知
虹
を
作
品
の
鍵
と
し
て
使
い

た
い。

そ
し
て
一
人
や
二
人
だ
け
で
な
く、

人
々
の
集
団
を
作

品
に
組
み
込
み
た
い。」
Mark
Francis.
 "
An
 Inte
rvie
w
 with
 

Dan
 G
raha
m."
 In
 Waterloo
 Su
nset
 at
 the
 Hay

葵ml
Ga/le1y.

London"
Ha
yward
 Galle
ry,
 20
0:,,
 p
32.

(

31
)

前
掲
苔
(

22
)、
p.
62.

脱
構
築
が、
（一
部
で
誤
解
さ
れ
て
い
る

よ
う
な）

否
定
的
行
為
で
は
な
く、

創
造
的
行
為
で
あ
る
こ
と

を
デ
リ
ダ
自
身
も
強
調
し
て
い
る。

確
か
に
こ
の
文6
ば
に
お
い

て、

グ
レ
ア
ム
は
脱
構
党
の
否
定
的
側
面
を
頂
祝
し
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
る
が、

実
際
の
彼
の
作
品
は
否
定
的
側
面
よ
り
も

創
造
的
側
面
が
は
る
か
に
強
い
と
言
え
よ
う。

ト
ニ
ー
・
ゴ
ド
フ
リ
ー
の
足
義
に
よ
れ
ば、
「
介
入」

と
は
「
あ

る
イ
メ
ー
ジ、

テ
ク
ス
ト、

事
物
を
予
想
外
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

に
四
く
こ
と
に
よ
っ
て、

そ
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
ヘ
の
注
慈
を
促

す」
こ
と
で
あ
る。

日
常
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
あ
る
オ
プ
ジ
ェ

を
ア
ー
ト
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
平
IU

い
た
デ
ュ
シ
ャ
ン
の
レ
デ
ィ

メ
イ
ド
は、

ま
さ
に
こ
の
手
法
の
元
祖
で
あ
ろ
う
し、

展
示
至

の
内
と
外
の
区
別
を
超
え
て
配
さ
れ
た
ダ
ニ
エ
ル
・
ビ
ュ
ラ
ン
の

ス
ト
ラ
イ
プ
も
そ
の
典
型
例
で
あ
ろ
う。
Tony
Godfrey.
 Con,

ceptual
 A
rt.
 
Lon
don"
l'haidon.
 1998.
 (
ト
ニ
ー
・
ゴ
ド
フ
リ
ー

『
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト』

木
幡
和
枝
訳、

岩
波
苫
店、

前
掲
円
(

3
),

p.
58.
 

在
し
な
い。

(

49
)

前
掲
害
(

22
),

p.
82
ー
83.

(
50)
1•
Dan
 Graha
m
 in
 conversation
 with
 B
rian
 Hatton."
 in
 Dan

G
raha
m.
 (exh.
 Cat').
 
Marseilles:
 Galcrie
 Roger
 Pailhas.

1991,
 n.
p..
 

32 
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学
校
と
の
連
携
事
業
に
関
す
る
考
察
＼

千
葉
市
美
術
館
で
の
実
践
を
ふ
ま
え
て

本
稿
で
は 、

当
館
の
教
育
普
及
活
動
の
う
ち
学
校
と
の
連

携
事
業
に
つ
い
て 、

二
つ
の
11
業
実
践
の
報
告
と 、

そ
れ
を

ふ
ま
え
た
考
察
を
行
う 。

前
半
取
り

上
げ
る
「

小
中
学
生
鑑

宜
教
育
推
進
事
業」

は 、

来
館
の
き
っ
か
け
の
な
い
「

未」

来
館
者
の
集
団
に
対
し
て 、

来
館
へ
の
節
害
を
乗
り
越
え
る

た
め
の
具
体
的
方
策
を
用
意
す
る
と
い
う
意
味
で 、

プ
ロ
セ

ス
の
な
か
に
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
機
能
を
重
視
し
た
教
育
普
及
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
い
え
る
だ
ろ
う 。

な
お
近
年
「

ア
ウ
ト
リ
ー

チ」

は 、

美
術
館
の
館
外
活
動
を
主
に
指
す
よ
う
だ
が 、

こ

こ
で
は 、

潜
在
的
な
利
用
者
を
開
拓
し
育
て
る
た
め
の
館
外

に
及
ぶ
事
業
活
動
を
指
す
(
ll
l)。

当
館
は 、

教
育
普
及
活
動

に
つ
い
て
は
後
発
と
言
う
べ
き
で
あ
る
が 、

平
成
卜

五
年

度 、

学
校
と

連
携
し
て
「

小
中
学
生
鑑
廿
教
育
推
進
事
業」

（
以
下 、
「

バ
ス
事
業」
と
呼
ぶ）
を
始
め
て
い
る 。

こ
れ
は 、

美
術
館
が
送
迎
バ
ス
を
用
意
し
て
学
校
か
ら
の
団
体
を
受
け

人
れ
る
「

パ
ッ
ケ
ー

ジ
・

ツ
ア
ー」

式
の
事
業
で
あ
る 。

新

し
い
学
習
指
導
要
領（
ot
2
)

が 、

小
学
校
は
地
域
の
芙
術
館

等
を
「（

児
箪
や
学
校
の
実
態
に
応
じ
て）

利
用
す
る
こ

と」 、

中
学
校
は
「

梢
極
的
に
活
用
す
る
こ
と」

を
明
示
し

は
じ
め
に

Dan Graham's Three L inked Cubes/Interior Design for 
Space Showing Video: 
In the Transition from "Intervention" to "Intermediation" 

Mizunuma Hirokazu 

た
以
上 、

学
校
現
場
も
迎
え
入
れ
る
美
術
館
側
も
何
ら
か
の

行
動
を
起
こ
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が 、

こ
れ
は
そ
の

最
初
の
ス
テ
ッ
プ
で
あ
る 。

ア
ウ
ト
リ
ー

チ
（
参
加
機
会
の

確
保）

と
教
育
（
鑑
質 。
フ
ロ
グ
ラ
ム）

の
二
つ
の
要
索
か
ら

な
り 、

鑑
宜
教
育
の
推
進
を
う
た
っ
て
い
る
が 、

実
際
に

は 、

鑑
打
を
軸
に
す
え
た
美
術
館
体
験
全
体
へ
の
招
き
と
い

っ
て
よ
い 。

当
館
は 、

東
西
に
長
い
市
の
西
南
の
は
ず
れ
に
位
閥
し
て

お
り 、

多
く
の
場
合 、

学
校
か
ら
の
来
館
に
は
交
通
手
段
の

確
保
が
最
大
の
節
害
と
な
っ
て
い
る 。

そ
の
た
め 、

最
低
で

も
市
内
六
つ
の
学
校
区（
計
3
)

か
ら
バ
ス
で
送
迎
す
る
た
め

の
予
箆
が
用
意
さ
れ
た 。

現
在 、

千
菓
市
の
人
口
約
九
一
万

五
千
人
の
う
ち 、

小
中
学
生
は
約
七
万
四
千
人
を
占
め 、

そ

の
ほ
と
ん
ど
が
市
内一
七
七
の
公
立
校（
小
学
校
が
一
―
九 、

中
学
校
が
万
六 、

低
護
学
校
が
二）
に
通
っ
て
い
る（
註
4)。

そ
の
う
ち
二
年
間
で
二
二
校 、
一

、

五
一
六
人
の
小
中
学
生

が
芙
術
館
の
用
意
す
る
バ
ス
で
来
館
し
た（
北
5
)。

な
お 、

付

け
加
え
る
な
ら
ば 、

こ
れ
以
外
に
自
力
で
交
通
手
段
を
確
保

し
て
米
館
し 、

同
様
の
鑑
践
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
学
校

も
少
な
く
な
い（
註
6
)
0

こ
の
事
業
は 、

あ
く
ま
で
も 、

初
め
て
美
術
館
へ
行
く
た

め
の
機
会
を
設
け
る
と
い
う
「

人
り
LI
プ
ロ
グ
ラ
ム」

で
あ

る 。

ま
ず
は
美
術
館
と
い
う
も
の
を 、

彼
ら
の
H
常
生
活
の

中
に
存
在
し
な
い
も
の
か
ら 、

関
わ
り
を
も
つ
も
の
へ
と
変

え
る
こ
と
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い 。

も
ち
ろ
ん 、

こ

れ
ま
で
も
学
校
か
ら
の
同
体
来
館
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な

い 。

市
の
中
心
部 、

徒
歩
圏
内
に
小
中
学
校
も
複
数
あ
れ

ば 、

そ
の
中
に
は
美
術
館
利
用
に
栢
極
的
な
学
校
も
あ
る 。

ま
た 、

教
貝
が
児
童
生
徒
を
連
れ
て
の
来
館
を
思
い
立
っ
た

と
き 、

ま
ず
相
談
で
き
る
窓
口
と
し
て
教
育
普
及
担
当
職
貝

の
存
在
も
よ
う
や
く

認
知
さ
れ
始
め
た 。

だ
が 、

学
校
現
場

か
ら
は 、

f
ど
も
た
ち
に
「

本
物
の
作
品
を
み
せ
た
い」
と

い
う
声
が
つ
ね
に
聞
こ
え
る
に
も
か
か
わ
ら
ず 、

市
内
に
は

圧
倒
的
多
数
の
「

未」

米
館
校
が
あ
り 、
「

未」

来
館
児
欲

生
徒
が 、

将
来
そ
の
ま
ま
「

未」

利
用
者
と
な
っ
て
ゆ
く
こ

と
に
違
い
は
な
く 、

美
術
館
が 、

そ
の
存
在
に
対
し
て
何
の

行
動
も
起
こ
さ
な
い
の
は 、

自
ら
の
未
来
に
関
心
を
払
わ
な

い
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か 。

「
入
り
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム」

は 、

あ
く
ま
で
も
入
り
口
に
徹

す
る
こ
と
が
大
切
と
考
え
る 。

来
館
し 、

美
術
館
と
い
う
場

Three Linked Cubes/Interior Design for Space Showing Video (1986) stands as an important work 
marking the midpoint of the 40-ycar career of Dan Graham (b, 1944). This work provides a concen
trated view of many of the diverse elements used by Graham in his career begun in J 965, from his 
interest in media seen in his early Magazine Works, his various uses of video equipment, his rear
rangement of architectural conventions, and his Pavilion made of glass and two-way mirror. In addi
tion, this work can also be seen as a very early example of his clearly functional Pavilion, indeed as 
the original form of the educational tool for children found as a development in his recent works, 

There was a strict division between art (painting and sculpture) and design during the 1960s when 
America was experiencing the impact of Clement Greenberg's theories. Then in the 1980s a move
ment began to reconsider the function and role of art, and others of Graham's generation, such as 
Donald Judd who created furniture, turned to the creation of functional works, such as furnishings, 
everyday use items and architectural elements. However, Three Linked Cubes differs from the works 
of other artists who simply used their own distinctive visual forms in the creation of tables or chairs or 
other daily use items, in that it is extremely multi-functional in nature, 

The functions of this work can be basically grouped into the following three categories. First, there 
is the work's aspect as a aesthetic object. This work combines the simple, formal beauty of Minimal 
art with the optical beauty obtained by the multiple reflections of the video monitor light on two-way 
mirrors. The second aspect of the work is its role as a functional tool, which, when added to the 
function of a video booth (Interior Design for Space Showing Video), has the function of a new type 
of communication tool creating a new social relationship process. Third, and most importantly, this 
work is a tool for the operation of the contexts on art and other cultural systems. He used an interven
tion method to deconstruct the systems of art, the mass media, and architectural customs, and made 
radical works and projects utilizing video equipment from the late 1970s to the early 1980s, 

Though the works exert an important effect on Three Linked Cubes, Graham's own interest in the 
intervention in cultural systems and customs quickly retreats after Three Linked Cubes. Premonition 
of this shift can be found in this work in the fact that there is no clear indication regarding the contents 
of each of the separate video monitors, and the point of the work bccomcs solely the video display 
format. Immediately following Three linked Cubes, Graham changed his strategy for operating con
texts from intervention to the intermediation between different contexts. 

Later Graham fused his video booth with his investigation of a pavilion for children, and this 
heightened the educational tool aspect of his work using the intermediation strategy. This result was 
fully realized in his Waterloo Sunset put on permanent display in 2003 during the renovation of the 
Hayward Gallery, London. (Translated by Martha McClintock) 
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グ
ラ
ム

{
、

人
り
U
と
し
て
の
「
バ
ス
巾
業」

と、

そ
の
鑑
廿
プ
ロ

を
体
験
し、

そ
こ
で
作
品
と
出
会
い、

作
品
を
「
み
る」

楽

し
み
を
体
験
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
り、

教
育
活
動
と
し

て
は
美
術
館
体
験
の
店
本
で
あ
る
鑑
打
の
楽
し
み
を
知
る
き

っ
か
け
を
設
け
る、

そ
れ
以
上
の
こ
と
は
一
切
求
め
て
い
な

い(at
7)。

だ
が
学
校
に
と
っ
て
は、

教
室
を
離
れ
た
学
び
の

機
会
に
他
な
ら
ず、

経
験
は
「
鑑
廿
教
育」「
鑑
四
学
習」
へ

の
手
が
か
り
と
な
る。
こ
の
意
味
に
お
い
て
鑑
買
教
育
「
推

進」

市
業
な
の
で
あ
り、

学
校
で
の
鑑
打
教
育
へ
の
取
り
組

み
を
後
押
し
す
る
き
っ
か
け
と
な
る
一
方
で、

美
術
館
教
育

に
お
け
る
鑑
宜
教
育
へ
の
取
り
組
み
を
も
促
す。

本
稿
前
半

で
は、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
仕
組
み
と
機
能
に
つ
い
て
述
べ

る。美
術
館
の
「
梢
極
的
な
活
用」（
中
学
校）

が
求
め
ら
れ
る

の
で
あ
れ
ば、

学
校
行
事
や
体
験
学
習、

特
別
授
業
な
ど
の

弔
発
の
利
用
に
と
ど
ま
ら
ず、

継
続
し
て
通
常
の
授
業
に
引

き
寄
せ
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か。

連
携
市
業

の
中
で、
「
バ
ス
市
業」
は
あ
え
て
バ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
て

い
る
が、

授
業
の
一
閲
に
組
み
込
む
の
で
あ
れ
ば、

本
来、

学
校
ご
と
の
独
自
性
が
あ
っ
て
良
い
は
ず
だ。

平
成
卜
六
年

度
に
は、

教
貝
自
ら
が
中
心
と
な
っ
て
内
容
を
組
み
立
て

る、
バ
ス
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
「
実
施
／
参
加」
と
い
う
関

係
か
ら一
歩
踏
み
込
ん
だ
連
携
の
可
能
性
を
探
り
た
い
と
い

う
声
を
受
け、

夏
の
所
蔵
作
品
展
を
機
会
と
し、

同
じ
テ
ー

マ
を
頌
材
に
し
な
が
ら、

美
術
館
・
学
校
そ
れ
ぞ
れ
に
展
覧

を
通
し
て、

そ
の
先
に
あ
る
豊
か
な
社
会
づ
く
り
に
社
会
教

育
の
視
点
か
ら
美
術
館
が
寄
与
す
る
そ
の
た
め
に
（
学
校
と）

協
働
す
る
と
い
う
意
識
に
基
づ
い
て
い
る。
こ
の
こ
と
は、

散
発
的
に
な
り
や
す
い
教
育
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
あ

た
っ
て
も、
ぶ
れ
て
は
な
ら
な
い
意
識
と
い
え
る
だ
ろ
う。

(
-
)

概

要

ま
ず
初
め
に、

も
と
も
と
バ
ス
を
所
有
し
て
い
る
わ
け
で

も
な
い
当
館
が、

卓
両
を
梢
り
上
げ、

学
校
と
い
う
既
存
の

社
会
単
位
を
利
用
し
て
市
内
の
小
中
学
生
の
来
館
を
促
す
の

は、

彼
ら
が
当
館
の
受
益
者
と
し
て
想
定
さ
れ
て
い
る
に
も

か
か
わ
ら
ず、

様
々
な
理
由
か
ら
来
館
の
機
会
を
得
ら
れ
な

い
状
況
に
あ
る
か
ら
で
あ
る。

彼
ら
に
は、

彼
ら
の
芙
術
館

を
利
用
す
る
権
利
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず、

保
護
者
を
は

じ
め
と
す
る
周
囲
の
大
人
に
よ
っ
て
美
術
館
の
存
在
を
知
ら

さ
れ
ず、

知
っ
て
い
た
と
し
て
も、

様
々
な
市
梢
に
よ
り
来

館
の
機
会
を
与
え
ら
れ
な
い
（
米
館
経
験
の
な
い
小
中
学
生

が、

自
分．
人
で
美
術
館
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
は
ほ
ぼ

考
え
ら
れ
な
い）
と
い
う
か
た
ち
で
消
極
的
に
で
あ
れ
ア
ク

セ
ス
を
阻
ま
れ
て
い
る。
つ
ま
り、

当
館
が
開
拓
す
べ
き
未

来
館
者
集
団
で
あ
る。

ま
た
バ
ス
市
業
は、

連
携
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
あ
る
引
率
教
員
と
学
校
自
体
に
対
す
る
普
及
と
教
育

で
も
あ
る。

先
に
も
述
べ
た
と
お
り、
こ
の
集
団
は
じ
万
人

「
バ
ス
事
業」
で
は、
一
同一
学
校
区
に
つ
き、

原
則
と

し
て
送
迎
バ
ス
．
台
を
用
意
す
る。
と
こ
ろ
で、

美
術
館
か

ら
遠
い、

あ
る
い
は
交
通
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
地
域
に
あ
る
学

校
に
対
す
る
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
の
最
も一
般
的
な
実
践
例

に、
「
移
動
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム」
が
あ
る。
こ
れ
に
は
様
々
な

か
た
ち
が
あ
り、

実
際
に
所
蔵
作
品
を
学
校
に
運
ん
で
展
示

す
る
も
の、

複
製
画
を
学
校
に
貸
し
出
す
も
の、
ハ
イ
ビ
ジ

ョ
ン
番
組
な
ど
を
機
材
ご
と
学
校
に
持
ち
こ
み
鑑
買
さ
せ
る

も
の
な
ど
が
挙
げ
ら
れ、

特
に、

対
象
地
域
の
広
い
県
立
レ

期
待
さ
れ
る
効
果
；
美
術
館
お
よ
び
巾
業へ
の
関
心
の
誘
発

②
引
率
教
員
↓
未
参
加
の
児
背
生
徒

期
待
さ
れ
る
効
果

は日
発
的
な
来
館
の
誘
発

①
参
加
し
た
児
童
生
徒
↓
保
護
者
等

0
は
た
ら
き
か
け
の
方
向
と
期
待
さ
れ
る
効
果

と
を
前
提
に
実
施
し
て
い
る。

会
と
授
業
を
実
施
し
た。

通
年
ベ
ー
ス
の
授
業
連
携
市
業
と

し
て
は
試
行
事
例
と
な
る
が、

本
稿
後
半
で
は、

そ
の
過
程

で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題
と
解
決
策
を
含
め
て
報
告
し
た

い。

学
校
側
の
取
り
組
み
と
成
果
に
つ
い
て
は、

市
立
稲
毛

中
学
校
の
中
村一
仁
教
諭
の
協
力
を
得
て
報
告
す
る。

千
葉
rlj
は
人
口
が
多
く、

そ
れ
に
対
し
て
美
術
館
の
対
応

能
力
は
限
ら
れ
て
い
る(it
8)。

そ
れ
は
学
校
も
同
じ
で
あ

り、

実
際
何
か
に
取
り
組
み
た
く
て
も、

人
的
・
物
理
的
ボ

情
で
踏
躇
し
た
り
断
念
し
た
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
あ
る。

教
育
普
及
の
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
汎
用
は
な

く、

珪
本
的
に
は
対
象
に
応
じ
た
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
が
求
め

ら
れ
る
が、

千
葉
市
に
お
い
て
学
校
と
の
連
携
を
考
え
る
場

合、

試
行
事
例
か
ら
の
応
用
・
展
開
に
よ
る
「
セ
ミ
・
オ
ー

ダ
ー
メ
イ
ド」
。
フ
ロ
グ
ラ
ム
の
普
及
が
現
実
的
で
は
な
い
だ

ろ
う
か｛註
9)。

限
ら
れ
た
体
験
を
ど
の
よ
う
に
一
般
化
・
共

有
化
し
て
ゆ
け
る
か、

そ
し
て
そ
こ
か
ら
展
開
し
て
ゆ
け
る

か、

そ
の
道
筋
づ
く
り
に
つ
い
て
も、

あ
わ
せ
て
報
告
し
た

、『
Oや

や
古
い
が、

文
化
庁
月
報
の
連
載
記
事
「
ま
ち
に
活
き

る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム」
の
中
で、

廣
瀬
隆
人
氏
は、

美
術
館・

博
物
館
と
学
校
の
連
携
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る（舟9fo美
術
館
・
博
物
館
は、

そ
の
社
会
的
な
存
在
意
義
か
ら

考
え
て
も、

文
化
や
暮
ら
し
を
支
え
る
人、

よ
り
良
い

以
上
の
ま
と
ま
っ
た
規
模
を
も
つ
が、

受
け
入
れ
側
の
人

的
・
施
設
的
・
予
箕
的
制
約
上、

同一
年
度
に
直
接
「
手
が

届
く」

相
手
は
千
人
に
満
た
な
い。

市
内
す
べ
て
の
学
校
か

ら、

毎
年
決
ま
っ
た
学
年
の
児
童
生
徒
を
迎
え
入
れ
る
よ
う

な
事
業
5
11)
と
比
べ
れ
ば
不
完
全
な
か
た
ち
で
あ
る
こ
と

は
承
知
の
上
で、

以
下
の
よ
う
な
誘
発
効
果
を
生
み
だ
す
こ

期
待
さ
れ
る
効
果

益付
来
的
な
来
館
機
会
の
獲
得

③
引
率
教
員
↓
未
参
加
の
教
員、

他
校

0
中
学
校

め、

学
級・
学
年
単
位
で
の
授
業
時
間
を
使
っ
て
の
来
館
は

ク
ラ
ブ、

部
活
動、

職
場
体
験
が
大
半
を
し

0
小
学
校

H
の
前
の
学
校
事
業
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
の
で
は
な
く、

学
校

る
も
の）

未
来
社
会
を
創
る
人
を
育
む
こ
と
が
そ
も
そ
も
f
定
さ

れ
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る。

次
代
の
文
化
振

輿
を
担
う
青
少
年
を
育
む
こ
と
は
博
物
館
本
来
の
象
徴

的
機
能
で
あ
る。

調
育
研
究
に
裏
付
け
ら
れ
た
保
存
と

展
示
と
い
う
他
の
機
関
で
は
代
替
え
し
が
た
い
機
能
そ

の
も
の
が、

文
化
伝
達
と
し
て
の
教
育
の
働
き
を
持

つ。

学
校
と
の
連
携
は、

学
校
の
支
援
を
通
じ
て
美
術

館・
博
物
館
の
目
的
が
実
現
さ
れ
る
と
い
う
展
望
が
必

要
で
あ
る。
だ
か
ら
こ
そ、

学
校
利
用
の
た
め
の
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
な
ど、

学
校
が
利
用
し
や
す
く
な
る
支
援
は

必
要
で
は
あ
る
も
の
の、

生
涯
に
わ
た
っ
て
利
用
す
る

機
関
と
し
て、

学
校
の
た
め
の
安
易
な
迎
合
や
小
手
先

の
連
携
は
避
け
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う。
（
中
略）

制

存
・
修
復、

調
査
研
究、

展
示
と
い
っ
た
博
物
館
の
ベ

イ
シ
ッ
ク
な
機
能
の
中
か
ら、

ど
の
よ
う
に
学
校
と
の

連
携
が
可
能
か
を
検
討
す
る
よ
う
な
連
携
の
コ
ン
セ
プ

卜
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る。
（
傍
線
は
本
稿
箪
者
に
よ

こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
は、

連
携
市
業
を
進
め
る
に

あ
た
っ
て
は、

各
主
体
が
本
来
の
機
能
を
あ
ら
た
め
て
自
箆

し、

連
携
に
よ
っ
て
そ
れ
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
な
く
相
乗
効

果
を
も
た
ら
す
よ
う
意
識
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
だ
ろ
う。

目
指
す
の
は、
一
方
的
な
「
支
援」
で
は

な
く
「
連
携」
で
あ
る。
こ
う
と
ら
え
る
の
は、

た
だ
哨
に

ベ
ル
の
美
術
館
に
見
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
(

aE

13
)。
「
バ
ス
事

業」
は、

美
術
館
と
遠
隔
地
の
学
校
を
隔
て
る
距
離
を
埋
め

る
た
め
の
も
の
で
は
あ
る
が、

美
術
館
の
中
身
が
学
校
へ
出

向
く
の
で
は
な
く、

あ
く
ま
で
も
来
館
し
美
術
館
を
体
験
す

る
こ
と
に
意
味
を
贋
い
て
い
る。

初
年
度（
平
成
十
五
年
疫）

に
は、

交
通
ア
ク
セ
ス
の
悪
い
地
域
を
中
心
に
美
術
館
が
候

補
校（
中
学
校
区）
を
指
定
し、

実
施
可
能
な
学
校
を
決
定
し

た。
だ
が、

協
力
要
請
に
対
す
る
反
応
は、

必
ず
し
も
良
く

は
な
か
っ
た。

授
業
時
間
の
確
保
す
ら
難
し
い
今、

氣
持
ち

は
あ
っ
て
も
こ
の
よ
う
な
新
規
事
業
へ
の
参
加
を
た
め
ら
う

の
は
む
し
ろ
自
然
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い。

六
中
学
校
区
の

協
力
校
を
確
保
す
る
た
め、

学
校
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役

を
つ
と
め
る
美
術
館
の
教
育
普
及
担
当
者
を
中
心
に、

校
長

会
役
員
会
を
は
じ
め
学
校
関
係
者
の
集
ま
る
場
へ
出
向
き、

r
寧
な
説
明
を
岨
ね、

協
力
を
引
き
出
し
て
い
っ
た（
註
り。

二
年
目
の
募
集
に
対
す
る
反
応
は
良
か
っ
た。

初
年
皮
協
力

校
か
ら
広
が
っ
た
こ
の
市
業
に
対
す
る
竹
報
と
評
価
が
原
囚

と
考
え
た
い。

参
考
ま
で
に、

前
年
度（
平
成
十
四
年
度
／
送
迎
バ
ス
の

用
意
な
し）
の
学
校
団
体
の
来
館
状
況
は、

次
の
と
お
り
で

あ
る(tt
15)。

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
比
べ、

図
工
の
鑑
廿

学
習
の
利
用
が
多
く
を
し
め
る。
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小
学
校
の
場
合、

学
級
巾
位
で
あ
れ
ば
比
較
的
容
易
に
時

閲
を
捻
出
で
き
る
よ
う
だ
が、

教
科
担
任
制
を
と
る
中
学
校

で
は
時
問
調
整
が
難
し
い
。

結
果、

授
業
時
間
に
影
響
の
な

い
放
課
後
や
土
耀
日
に、

少
人
数
（
部
活
動
な
ど）
で
来
館
す

る
の
が
現
実
的
な
よ
う
で
あ
る。

以
上
よ
り、

中
学
校
の
来

館
を
促
す
た
め
の
t
夫
が
求
め
ら
れ
る。

な
お
平
成
卜
丘
年

皮
お
よ
び
十
六
年
度
の
状
況
は
次
の
と
お
り。

0
小
学
校

総
合
的
な
学
習
の
時
間
を
使
っ
た
来
館
が
多
い

よ
う
だ。

小
＼
中
規
模
校
で
あ
れ
ば
学
年
単
位
で
一

度
に
来

館
し、

大
規
校
校
の
場
合
は
午
前
午
後
な
ど―
.
lnl
に
分
け
て

の
来
館
と
な
る。

二
つ
の
学
年
を
合
わ
せ
て
参
加
し
た
学
校

も
あ
っ
た。

0
中
学
校

美
術
等
の
授
業
時
間
枠
あ
る
い
は
学
校
行
事
と

し
て
調
整
し、

学
年
ご
と
に
来
館。

大
規
模
校
が
多
く、

受

け
人
れ
に
工
夫
が
必
要。

ボ
業
対
象
で
は
な
い
が、

選
択
授
業
の
時
間
を
使
っ
て
学

級
程
度
の
人
数
で
自
宅
米
館
し、

鑑
代
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

す
る
中
学
校
も
見
ら
れ
た。

だ
が、

応
募
状
況
（
平
成
卜
七

年
度
を
含
む）

を
見
て
も、

中
学
校
の
参
加
に
は
ま
だ
課
題

が
多
い
こ
と
が
わ
か
る。

の
時
間
等
を
考
慮
す
る
と、

美
術
館
で
の
滞
在
時
間
は、

時
問
か
ら
一

時
間
半
が
限
度
で
あ
る。

展
示
室
で
は、

ポ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
鑑
廿
リ
ー
ダ
ー(
it
21
)

と
と
も
に、

少
人
数
の

グ
ル
ー
プ
鑑
打
を
行
う。

展
示
と
児
童
生
徒
の
距
離
を
縮

め、

鑑
打
の
き
っ
か
け
を
掴
ま
せ
る
の
が、

リ
ー
ダ
ー
の
役

割
で
あ
る。

初
め
て
の
展
示
室
に
緊
張
し、

作
品
を
正
面
か

ら
じ
っ
と
に
ら
ん
で
い
て
も、

あ
る
い
は
展
示
さ
れ
て
い
る

膨
大
な
数
の
作
品
を
漫
然
と
眺
め
て
い
て
も、

本
当
に
み
て

い
る
こ
と
に
は
な
ら
ず、

な
か
な
か
そ
の
先
へ
は
進
め
な
い

う
ち
に
時
間
が
尽
き
て
し
ま
う。

そ
れ
は
且
い
に
と
っ
て
不

幸
な
こ
と
だ。

展
示
世
界
へ
の
案
内
役
で
あ
る
美
術
館
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は、

同
時
に、

地
域
の
大
人
と
し
て
公
共
の
楊
で

f
ど
も
た
ち
を
見
守
り
指
母
す
る
存
在
で
も
あ
る。

十
分
程
度
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
後、

展
示
室
で
過
ご
す
約
一

時
間
の
う
ち、

前
半
二
五
分
程
度
を
参
加
者
と
共
に
過
ご
す

リ
ー
ダ
ー
に
は、

彼
ら
の
反
応
を
見
な
が
ら
原
則·
一

点
の
作

品
を
重
点
的
に
み
る
こ
と
を
求
め
て
い
る。

前
半
の
グ
ル
ー

プ
鑑
村
は、

後
半
の
個
人
鑑
打
を
準
備
す
る
も
の
で
あ
る。

立
ち
止
ま
っ
て
自
分
の
目
で
注
意
深
く
み
る、

と
い
う
行
為

の
将
入
を
経
て、

よ
う
や
く
鑑
宜
体
験
の
入
り
口
に
到
達
す

る。

晶
本
的
に
は
事
前
に
作
品
を
選
び、

グ
ル
ー
プ
同
士
の

動
線
が
直
な
ら
な
い
よ
う
に
調
整
す
る
が、

予
定
外
の
作
品

の
前
で
グ
ル
ー
プ
の
誰
か
が
足
を
止
め
た
と
き、

い
ち
早
く

気
づ
き、

そ
の
反
応
を
大
切
に
す
る
頼
も
し
い
リ
ー
ダ
ー
の

姿
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た。

来
館
へ
の
物
理
的
節
害
は
送
迎
バ
ス
の
用
意
に
よ
り
解
泊

み
ら
れ
な
い
。

さ
れ
た
が、

も
う
一

っ
見
過
ご
せ
な
い
障
害
が
あ
る。

芙
術

館
で
の
鑑
打
指
導
に
不
安
を
も
つ
教
員
が
来
館
を
た
め
ら
う

ケ
ー
ス
は
多
い（
註
16
)。

そ
の
解
消
方
法
と
し
て、

ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
に
よ
る
鑑
打
リ
ー
ダ
ー
が
導
入
さ
れ
た。

こ
れ
に
よ
る

心
理
的
負
担
の
軽
減
は、

米
館
時
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
市
後

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
に
も
明
ら
か
で
あ
っ
た。

（
二
）

鑑
買
プ
ロ
グ
ラ
ム

館
で
予
め
組
み
立
て
て
お
い
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ
の
中
身
（
来
館

時
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル）
を
確
認
し
な
が
ら
担
当
教
員
と
の
打

合
せ
を
入
念
に
行
う
が、

出
張
授
業
等
に
よ
る
事
前
学
習
は

原
則
と
し
て
行
わ
ず、

米
館
時、

展
示
室
へ
移
動
す
る
直
前

に
講
堂
で
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
行
う。

艦
宜
に
あ
た
っ
て
の
希
望

や、

考
え
て
い
る
課
題
が
あ
れ
ば、

相
談
の
ヒ
な
る
べ
く
反

映
さ
せ
る
が、

作
品
鑑
宜
以
外
に
美
術
館
と
い
う
場
を
体
験

す
る
こ
と
自
体
に
も
意
味
を
お
く、

教
室
で
の
学
習
と
は
根

本
的
に
迎
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る。

打
ち
合
わ
せ
時
に
は、

取
り
組
み
方
に
つ
い
て
の
共
通
理
解
を
確
辺叩
し、

た
と
え

ば、

短
い
鑑
宜
時
間
に
対
し
て
過
剰
な
課
題
（
実
際
に
あ
っ

た
例
と
し
て
は、

二
十
分
間
に
好
き
な
作
品
を
五
つ
あ
げ、

そ
れ
ぞ
れ
を
ス
ケ
ッ
チ
さ
せ、

各
作
品
に
つ
い
て
の
キ
ャ
プ

シ
ョ
ン
に
示
さ
れ
た
情
報
と
感
想
を
求
め
る
も
の）
が
用
意

さ
れ
て
い
た
り、

望
ま
し
く
な
い
と
思
わ
れ
る
事
前
学
習
が

計
画
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
趣
旨
を
再
確

個
々
の
作
品
と
じ
っ
く
り
向
き
合
い、

主
体
的
に
注
意
深

く
観
察
す
る
こ
と
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か、

そ
し
て
そ
の

習
慣
の
な
い
状
態
で
は
そ
れ
が
い
か
に
難
し
い
か、

鑑
宜
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
異
な
る
が、

ア
メ
リ
ア
・

ア
レ
ナ
ス
氏

の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
を
導
入
し
た
盟
田
市
美
術
館
の
担
当

者
は、

参
加
者
の
感
想
を
示
し
な
が
ら、

あ
ら
た
め
て
確
認

し
て
い
る(
JF
22
)。

鑑
打
者
と
し
て
の
成
長
は、

回
数
を
用
ね

れ
ば、

自
ず
と
得
ら
れ
る
の
か
も
し
れ
な
い
し、

自
力
で
獲

得
し
て
ゆ
く
こ
と
が
本
来
理
想
か
も
し
れ
な
い
が、

こ
こ
で

は
時
問
が
限
ら
れ
て
い
る。

後
半
を
自
由
鑑
賞
と
す
る
の

は、

グ
ル
ー
プ
鑑
買
で
は
ど
う
し
て
も
立
ち
止
ま
れ
な
い
作

品
が
多
く
な
る
た
め
で
あ
る。

恒
常
的
な
展
示
で
あ
れ
ば、

割
り
切
っ
て
今
回
鑑
賞
す
る
作
品
を
決
め
て
し
ま
う
こ
と
も

効
果
的
だ
が、

企
画
展
で
は
点
数
も
多
く
難
し
い（
北
23
)。

ま

た、

み
な
立
ち
止
ま
る
作
品
が
違
う、

そ
の
こ
と
を
大
切
に

し
た
い
。

鑑
11
プ
ロ
グ
ラ
ム
後
半
に
設
定
さ
れ
る
課
題
「
お

気
に
入
り
の
作
品
を
み
つ
け
る」

は、

と
て
も
初
歩
的
で
主

観
的
な
作
業
で
あ
る。

だ
が、

鑑
買
と
は
本
来
主
蜆
的
な
も

の
で
あ
り、

集
団
で
鑑
買
す
る
意
味
は、

そ
の
主
観
の
多
様

性
に
気
づ
く
こ
と
に
も
あ
る。（
図
ー、

2
)

学
校
向
け
に
限
ら
ず、
一

般
来
館
者
に
対
す
る
鑑
宜
体
験

の
サ
ポ
ー
ト
は、

美
術
館
体
験
の
充
実
に
つ
な
が
る
も
の
と

し
て、

国
内
外
の
美
術
館
で、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
な
ど
の

か
た
ち
を
と
り
広
く
実
施
さ
れ
て
い
る。

当
館
で
も、

平
成

次
に
鑑
打
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
内
容
に
つ
い
て
述
べ
る。

美
術

図2 鑑ttプログラム実施風姐（文侑館）

児
童
生
徒
の
集
中
力
に
加
え、

学
校
か
ら
の
移
動
や
給
食

始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う｛
祖
20
〉

0

図1 鑑在プログラム実施風泉（美術館）

と
こ
ろ
で、

当
館
で
は
難
し
い
が、

鑑
買
対
象
が
恒
常
的

な
展
示
で
あ
れ
ば、

図
版
や
ス
ラ
イ
ド
を
駆
使
し
た
学
校
で

の
市
前
事
後
学
習
（
予
習
復
愕）
に
よ
り、

美
術
館
で
の
一

炭

限
り
の
鑑
買
体
験
を
よ
り
定
芯
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ

う。

名
古
屋
市
美
術
館
が
開
発
し
た
「
ア
ー
ト
カ
ー
ド」

を

使
っ
た
鑑
打
教
育。
フ
ロ
グ
ラ
ム
を
興
味
深
い
一

例
と
し
て
挙

げ
て
お
く。

こ
の
教
材
に
つ
い
て
は、

同
館
の
伊
藤
俊
f
氏

の
報
告
を
参
照
さ
れ
た
い（
柱
ど。

ま
た、

三
里
県
立
美
術
館

で
も、

所
蔵
作
品
の
作
品
図
版
を
索
材
に
し
た
美
術
鑑
廿
支

援
教
材
「
ア
ー
ト
カ
ー
ド
み
え」

の
作
成
が
報
告
さ
れ
て
い

る（
註
18)。

も
ち
ろ
ん、

所
蔵
作
品
に
対
す
る
理
解
と
興
味
を

引
き
出
す
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
必
要
性
は
強
く
感
じ
て
い

る。

常
設
展
示
を
持
た
な
い
の
で
あ
れ
ば、

年
間
数
本
開
か

れ
る
所
蔵
作
品
に
よ
る
テ
ー
マ
展
示
の
い
ず
れ
か
に
照
準
を

あ
わ
せ、

鑑
貫
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
に
取
り
組
む
こ
と
も、

今
後

考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う（
註
n)。

あ
る
い
は、
「
バ
ス
事
業」

で

の
受
け
入
れ
は、

所
蔵
作
品
展
に
限
定
す
る
と
い
う
考
え
方

も
あ
っ
て
よ
い
。

だ
が、

そ
の
場
合、

学
校
側
か
ら
明
ら
か

に
感
じ
ら
れ
る
企
画
展
へ
の
期
待
を
認
識
し
た
上
で、

事
業

の
真
意
を
丁
寧
に
説
明
し、

納
得
し
て
も
ら
う
と
こ
ろ
か
ら

る。 詔
し
つ
つ、

担
％
者
に
理
解
と
変
更
を
求
め
る
こ
と
に
な
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ト
パ
年
四
月
の
発
足
当
初
よ
り、

卜
九
名
の
美
術
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
市
民
と
美
術
館
を
つ
な
ぐ
た
め
の
活
動
と
し
て
取

り
組
ん
で
き
た（
許
ど。

鑑
宜
リ
ー
ダ
ー
の
珪
礎
体
力
は、

こ

の
．

般
来
館
者
向
け
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
に
よ
っ
て
培
わ
れ

て
い
る。

同
時
に、

鑑
打
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
経
験
は、

一

般
来
館
者
向
け
の
解
説
ト
ー
ク
に
も
影
響
を
与
え
て
い
る。

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
参
加
者
に
は、

当
館
で
の
特
徴
と
も
い

え
る
が、

解
説
的
な
部
分
（
あ
る
い
は、

作
品
を
も
っ
と
楽

し
む
た
め
の、

作
品
に
つ
い
て
の
豆
知
識）
へ
の
期
待
が
明

ら
か
に
見
ら
れ
る。

そ
れ
に
応
え
つ
つ、

展
党
会
に
よ
っ
て

ト
ー
ク
の
あ
り
方
も
柔
軟
に
変
え
て
い
る
よ
う
だ(
it
25
)。

聴

き
手
の
反
応
を
拾
い
な
が
ら、

難
し
げ
に
見
え
る
作
品
の
魅

力
を
引
き
出
す
ト
ー
ク
を
行
う、

伴
走
者
と
し
て
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
ト
ー
ク
は、

作
品
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う
参
加
者

の
期
待
を
満
た
し
つ
つ、

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
鑑
宜
の
本
質

的
な
楽
し
み
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る。

鑑
打
リ
ー
ダ
ー
一

年
目
に
は、

そ
れ
ま
で
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

ト
ー
ク
で
鍛
え
た
大
人
向
け
の
「
作
品
解
説」

を
ど
う
し
て

も
ひ
き
ず
っ
て
し
ま
っ
た
り、

小
中
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
ず
に
苫
労
し
た
ス
タ
ッ
フ
も
少
な
く
な

い
。

鑑
咋
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
趣
旨
や
ね
ら
い
を
繰
り
返
し
説
明

し
た
だ
け
で
な
く、

毎
回
の
反
省
会
や、

経
験
を
栢
む
こ
と

で、

1
年
問
か
け
て
よ
う
や
く
共
通
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た。

そ
う
い
っ
た
意
味
で
は、

こ
の
市
業
自
体、

美

術
館
と
学
校
と、

そ
し
て
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ス
タ
ッ
フ
の
連

て
ほ
し
い
。

美
術
館
で
は、

も
っ
と
視
党
を
駆
使
し
た
体
験

を
望
み
た
い
。

確
か
に、

知
ら
な
い
も
の
・

興
味
を
ひ
く
も

の
が
目
の
前
に
現
れ
た
と
き、

手
を
出
し
触
っ
て
確
か
め
よ

う
と
す
る
の
は
人
間
の
基
本
的
な
欲
求
で
あ
り、

そ
れ
は
ま

た
手
っ

取
り
1十
く
満
た
さ
れ
る
も
の
だ。

だ
が、

手
で
触
れ

ば
日
は
鈍
る。

触
感
を
日
か
ら
の
栢
報
の
み
で
想
像
す
る
こ

と
は
大
い
に
刺
激
的
で
あ
り、

Fl
で
見
て
頭
で
認
識
し
心
で

味
わ
う
と
い
う
一

連
の
体
験
を
も
た
ら
す
観
察
力
と
想
像
力

を
放
棄
し
て
し
ま
う
の
は
残
念
で
あ
る。

漢
然
と
H
に
映
る

も
の
を
見
る
の
で
は
な
く
栢
極
的
に
み
る
こ
と
か
ら、

美
術

作
品
と
向
き
合
う
楽
し
み
が
広
が
る。

鑑
打
学
習
を
考
え
る

と
き、

特
に
学
校
教
育
関
係
者
か
ら
は
必
ず
指
摘
さ
れ
る
こ

と
だ
が、

触
れ
な
か
っ
た
り、

ケ
ー
ス
内
に
お
さ
め
ら
れ
て

い
る
作
品
の
鑑
宜
は
必
ず
し
も
f
ど
も
に
向
か
な
い
と
い

う。

一

般
論
と
し
て
は、

お
そ
ら
く
そ
れ
は
正
し
い
の
だ
ろ

う。

だ
が、

芙
術
館
で
の
鑑
買
と
学
校
や
日
常
生
活
で
の
鑑

打
は
分
け
て
考
え
れ
ば
よ
い（
註
28)。

触
れ
な
い
と
い
う
制
約

を
楽
し
み
に
変
え
る
リ
ー
ダ
ー
は
ま
た、

大
人
と
し
て
美
術

館
で
の
マ
ナ
ー
を
諭
す
役
割
を
も
担
う。

教
育
効
果
を
考
え

る
な
ら
ば、
「
鑑
打」

以
ヒ
に
美
術
館
で
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

な
ぜ、

今
目
の
前
に
あ
る
こ
の
よ
う
な
も
の（
作
品）
を
大
切

に
す
る
の
か、

し
て
き
た
の
か
（
な
ぜ
触
っ
て
は
い
け
な
い

の
か）
、

実
感
を
伴
わ
ず
に
教
室
で
学
ぶ
こ
と
は
難
し
い
か

ら
で
あ
る。

（
一
）
概
要

「
バ
ス

事
業」

が、

入
り
ロ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て、

あ
え

鑑
貨
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
経
験
↓
一

般
向
け
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト

効
果
〇
鑑
甘
リ
ー
ダ
ー
活
動
が
他
の
教
育
普
及
活
動
に
も
た
ら
す

携
に
よ
っ
て
形
を
な
す
よ
う
に
な
っ
た
と
言
う
べ
き
だ
ろ

う。
「
子
ど
も
の
視
線
は
ど
こ
へ
向
い
て
い
る
の
か」、

そ
れ

は、

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
だ
け
で
は
受
け
止
め
き
れ
な
い
反
応
で

あ
る。

リ
ー
ダ
ー
か
ら
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
受
け
て、

美

術
館
は
既
存
の
教
育
普
及
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
改
良
に
取
り
組
む

こ
と
に
な
る。

ー
ク
に
新
し
い
展
開
↓
一

般
来
館
者
の
鑑
買
体
験
の
允
実
↓

芙
術
館
へ
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
↓
既
存
の
教
育
普
及
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
改
良

(――-)

焦
点
を
定
め
た
「
入
り
11
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

対
象
と
な
る
教
師
や
小
中
学
生
が
実
際
に
何
を
求
め
て
い
る

か
を
把
握
す
る
た
め、

こ
の
市
業
で
も、

市
前
打
ち
合
わ

せ、

当
H
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー、

後
日
の
ア
ン
ケ
ー
ト
と
い
っ

た
か
た
ち
で、

梢
報
収
集
と
ニ
ー
ズ
の
理
解
に
つ
と
め
て
き

た。

だ
が、

た
だ
要
沼
に
応
え
れ
ば
良
い
と
い
う
も
の
で
は

な
い
。

そ
れ
で
は、

美
術
館
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
意
味
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う。

先
に
引
用
し
た
廣
瀬
氏
の
言
策
に
も

あ
る
が、

学
校
単
位
で
の
利
用
を
越
え
て
自
発
的
な
美
術
館

利
用
者
を
育
成
す
る
た
め
に
は、
「
安
易
な
迎
合
や
小
手
先

の
連
携」

は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(
a
26)。

何
を
ね
ら
い

バ
ッ
ケ
ー
ジ
・

ツ
ア
ー
形
式
の
「
バ
ス
事
業」

に
よ
っ
て

入
り
口
を
越
え
た
ら、

次
の
ス
テ
ッ
プ
を
望
む
声
が
あ
が
る

の
で
は
な
い
か。

こ
の
事
業
の
対
象
が、

小
中
学
生
だ
け
で

な
く
引
率
教
員
と
学
校
を
も
含
む
の
は、

そ
の
意
識
の
変
化

を
期
待
し
て
の
こ
と
で
あ
る。

次
章
で
と
り
あ
げ
る
事
例

は、

芙
術
館
の
利
用
か
ら
栢
極
的
な
活
用
へ
、

学
校
側
の
主

体
的
な
姿
勢
を
受
け
て、

通
常
授
業
で
の
美
術
館
活
動
と
の

連
携
を
目
指
す
も
の
で
あ
る。

^
^
、

授
業
述
携

て
到
達
目
標
や
実
施
形
態
を
限
定
し
て
き
た
の
に
対
し
て、

授
業
連
携
は、

個
々
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
て
で
き
る
こ
と
を
柔

軟
に
探
っ
て
ゆ
く
も
の
で
あ
る。

総
じ
て
団
体
来
館
が
難
し

い
中
学
校
の
場
合、

む
し
ろ
他
の
利
用
・

活
用
方
法
を
選
ぶ

方
が
良
い
こ
と
も
あ
る。

今
年
度、

所
蔵
作
品
展
の
一

っ
と

の
授
業
連
携
を
実
施
し
た
の
は、

稲
毛
中
学
校
の
中
村
一

仁

教
諭
で
あ
る。

中
村
教
諭
と
は、

前
年
度
の
教
育
普
及
事
業

（
北
包

へ
の
参
加
を
機
会
に
知
り
合
っ
た。

前
年
度
は、

ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
す
る
側
の
立
場
に
あ
っ
た
が、

そ
の

体
験
を
ふ
ま
え
て、

学
校
側
が
参
加
者
で
は
な
く
主
体
的
に

取
り
組
め
る
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
や
っ
て
み
た
い
と
の
提
案

で
あ
る。

授
業
で
の
美
術
館
活
用
と
し
て
は、

平
成
十
五
年

度、

加
曽
利
中
学
校
か
ら
の
浮
世
絵
鑑
打
を
受
け
入
れ
て
い

円
を
め
ぐ
る
6
つ
の

と
す
る
か、

美
術
館
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ
て
い
る。

鑑
買
時
の
メ
モ
は、

自
ら
の
目
と
頭
を
使
っ
て
じ
っ
く
り

観
る
こ
と
を
促
す
た
め
で
あ
っ
て、

因
く
こ
と
に
一

生
懸
命

に
な
っ
て
作
品
を
観
な
い
の
は
本
末
転
倒
で
あ
る。

け
れ
ど

も、

教
貝
や
ス
タ
ッ
フ
と
の
打
合
せ
が
不
卜
分
な
場
合、

残

念
な
が
ら
そ
う
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る。

作
品
を
鑑
宜

し
た
と
い
う
記
念
に
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
の
デ
ー
タ
を
書
き
写
さ

せ
る
の
は、

授
業
者
に
と
っ
て
は
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
な
課
遁

設
定
で
は
な
い
。

だ
が、

感
想
を
持
つ
こ
と
は
里
要
で
も、

感
想
文
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
は、

展．
ぷ
室
で
過
ご
す
一

時
澗

の
中
で
の
俊
先
事
項
で
は
な
い
。

ま
た、

同
収
し
た
ア
ン
ケ

—
卜
（
引
率
教
員
が
対
象）

の
中
に、
「
作
品
に
さ
わ
れ
れ
ば

も
っ
と
良
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
」

と
の
コ
メ
ン
ト
が
あ
っ

た。

平
成
十
五
年
度
の
現
代
美
術
の
企
両
展
「
ダ
ン
・

グ
レ

ア
ム
に
よ
る
ダ
ン
・

グ
レ
ア
ム
」（
註
包

は、

小
中
学
生
や
引

率
教
員
の
間
で
か
な
り
好
評
で
あ
っ
た
が、
「
ほ
か
の
美
術

館
と
ち
が
っ
て
つ
く
っ
た
も
の
を
触
っ
た
り、

中
に
は
い
れ

た
り
し
て
楽
し
か
っ
た
」
（
中
学
一

年
生）

と
の
コ
メ
ン
ト
に

あ
る
よ
う
に、

こ
の
展
党
会
が
体
験
型
で
あ
っ
た
こ
と
が
一

要
因
と
し
て
否
め
な
い
。

だ
が、

こ
の
よ
う
な
感
想
は
芙
術

館
を
複
雑
な
気
持
ち
に
さ
せ
る。

触
れ
な
け
れ
ば
つ
ま
ら
な

い
と
い
う
発
想
は、

み
る
こ
と
の
楽
し
み
を
卜
分
に
知
ら
な

い
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

特
に
f
ど
も
を
対
象
と
す
る

場
合、

ハ
ン
ズ
・

オ
ン
の
有
効
性
を
否
定
す
る
つ
も
り
は
な

い
が、

そ
う
で
な
い
展
示
の
楽
し
み
方
に
も
栢
極
的
に
な
っ

る（
註
30)。

話
し
合
い
の
結
果、

今
回
は、

単
発
で
は
な
く
平

常
授
業
／
平
常
事
業
を
い
か
し
た
連
携、

半
年
か
ら
通
年
と

い
う
長
い
ス
パ
ン
で
取
り
組
め
る
も
の
を
目
指
し
た。

あ
く
ま
で
も
美
術
館
は
学
校
で
は
な
く、

学
校
は
美
術
館

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
つ
つ、

異
質
な
も
の
同
上

の
接
触
や
交
流
に
よ
る
新
た
な
効
果
の
創
出
を
期
待
し

た（
註
31)。

こ
の
授
業
の
詳
細
な
報
告
お
よ
び
連
携
の
成
果
に

つ
い
て
は、

平
成
十
六
年
度
十
一

月
に
千
葉
市
立
土
気
中
学

校
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た、

千
葉
県
教
育
研
究
会
造
形
教
育

部
会
研
究
発
表
会
に
て、

芙
術
館
活
用
グ
ル
ー
プ
の
共
同
研

究
成
果
と
し
て
展
示
と
口
頭
で
報
告
さ
れ
て
い
る
在
氾）。

授

業
と
し
て
の
成
果
報
告
は
美
術
館
活
用
グ
ル
ー
プ
に
譲
り、

本
稿
で
は
概
要
の
紹
介
と
美
術
館
か
ら
見
た
報
告
と
KJ
察
に

と
ど
め
て
お
く。

初
め
に、

こ
の
連
携
に
対
す
る
学
校
側
の
ね
ら
い
は、

次

の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た。

本
来
の
授
業
に
美
術
館
が
連
携
す
る
こ
と
で、

何
か
迎

っ
た
視
点
や
切
り
込
み
方
か
ら
美
術
の
学
習
が
で
き
な

い
も
の
か
考
え
る。

ま
た、

従
来
の
美
術
館
に
生
徒
が

訪
問
し
て
の
鑑
貨
授
業
で
は
な
く、

継
続
的
に
美
術
館

と
連
携
し
た
授
業
が
で
き
な
い
も
の
か
に
ポ
イ
ン
ト
を

置
く。

選
択
授
業
（
美
術）
と
い
う
小
阿
り
の
き
く
授
業
枠
が
確
保

さ
れ
た。

履
修
生
徒
は
二
年
生
十
八
名
で
あ
り、

対
象
と
な

っ
た
展
覧
会
「
お
わ
り
は
は
じ
ま
り
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鑑
打
等
は
控
え
た。

生
徒
た
ち
が、
「
美
術
館
が
選
ん
だ
円

(

11

出
品
さ
れ
る
作
品）
」

を
目
に
す
る
の
は、

展
粒
会
が
始

ま
る
七
月
半
ば
以
降
で
あ
り、

こ
の
時
点
ま
で
く
れ
ば、

彼

ら
自
身
の
「
円」

イ
メ
ー
ジ
も
で
き
あ
が
っ
て
い
る
は
ず
で

あ
る。

学
校
で
の
円
を
め
ぐ
る
思
考
は、

以
上
の
よ
う
な
段
階
を
追

っ

て
深
め
ら
れ、

最
終
的
に
は、

そ
れ
ぞ
れ
の
生
徒
が

「
円」

に
つ
い
て
自
分
な
り
の
考
え
を
も
つ
こ
と
が
で
き、

作
品
制
作
に
反
映
さ
れ
た
と
中
村
教
諭
は
ま
と
め
て
い
る。

（
図
4
)

一

方、

美
術
館
で
は、

生
徒
の
反
応
を
展
示
の
参
考
に

し、

実
際
に
同
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
生
徒
の
声
（
授
業
が
進

図
4

「
お
わ
り
は
は
じ
ま
り」
授
哭
風
骰（
稲
t
中
学
校）

る
だ
ろ
う。

そ
も
そ
も、

キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
や
作
品
に
添
え
ら

れ
た
解
説
文
は、

作
品
（

展
示）
と
鑑
廿
者
を
近
づ
け
る
た
め

に
あ
る
も
の
だ。

な
ら
ば、

小
中
学
生
に
と
っ
て
は、

大
人

の
言
葉
で
は
な
く、

同
世
代
の
コ
メ
ン
ト
が
有
効
で
は
な
い

か。

展
示
室
の
六
つ
の
章
タ
イ
ト
ル
と
中
学
生
へ
の
質
問
は

直
接
関
係
な
く、

ど
の
章
に
ど
の
質
問
へ
の
回
答
を
組
み
合

わ
せ
る
か
は、

展
示
上
の
効
果
を
考
え
て
展
示
担
当
者
が
設

定
し
た
（
表
2
)
。

な
お、

こ
れ
ら
の
質
問
は、

授
業
の
早
い

段
階
で
担
当
者
同
士
が
話
し
合
い、

生
徒
た
ち
に
投
げ
か
け

た
も
の
で
あ
る。

実
際、

な
か
な
か
面
白
い
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
が
実
現
し
た
と
思
わ
れ
る。

円
の
イ
メ
ー
ジ
設
定
が
展

示
担
当
者
の
主
観
に
傾
き、

都
合
良
く
ま
と
ま
り
過
ぎ
て
い

た
中
で、

彼
ら
の
率
直
な
コ
メ
ン
ト
は、

他
の
見
方
や
感
じ

方
も
あ
る
と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
思
い
出
さ
せ、
「
で

は、

自
分
な
ら
ど
う
思
う
か」

と
来
館
者
に
投
げ
か
け
る
言

葉
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

授
業
者
側
は、
「
鑑
打」
「
制
作」

の
み
で
な
く、

国
語
的

な
学
秤
も
含
め
た
諸
要
索
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り、

美
術
科

目
の
範
囲
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
評
価
で
き
る
が、

同

よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
ヘ
の
期
待
と
屯
な
る
も
の
と
い
え

図5 「おわりははじまり」解況パネルの設骰（及術館）

む
中
で
拾
い
上
げ
ら
れ
て
き
た
も
の）

を
パ
ネ
ル
に
し
て
紹

介
し
た
（
図
5
)。

生
徒
が
も
つ
円
を
め
ぐ
る
イ
メ
ー
ジ
を、

彼
ら
の
言
葉
の
ま
ま
紹
介
す
る
こ
と
で、

同
世
代
の
来
館
者

に
展
示
へ
の
親
し
み
と
興
味
を
も
っ
て
も
ら
い
た
い
と
考
え

た
か
ら
で
あ
る。

こ
れ
は、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

ス
タ
ッ
フ
に

図3 芙術館ワークショップ（デコラージュ）風娘

お
は
な
し」（
註
包

は、

所
蔵
作
品
を
中
心
に
し
て、
「
円」

を
テ
ー
マ
に
六
部
構
成
の
展
示
を
行
う
も
の
で
あ
っ
た。

小

中
学
校
の
夏
休
み
に
あ
わ
せ
て
開
催
さ
れ
る
こ
の
展
覧
会

は、

美
術
館
に
あ
ま
り
親
し
み
の
な
い
若
い
来
館
者
の
た
め

の
企
画
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
た
が、

何
を
も
っ

て、
「
美
術
館
に
あ
ま
り
親
し
み
の
な
い
若
い
来
館
者
の
た

め
の
企
画」

と
な
り
う
る
か。

そ
こ
で、

そ
の
具
体
的
な
方

策
を
紺
る
こ
と
が、

美
術
館
か
ら
み
た
今
回
の
連
携
の
ね
ら

い
と
な
っ
た。

所
蔵
作
品
展
と
の
連
携
に
は、

も
う
一

っ
意

味
が
あ
る。

所
蔵
作
品
は
再
会
の
機
会
が
約
束
さ
れ
た
も
の

で
あ
る。

こ
の
「
芙
術
館
（
と
そ
の
作
品）

が、

市
民
（

つ
ま

り
自
分
た
ち）

の
財
産
で
あ
る」

と
い
う
こ
と
を、

ど
れ
だ

け
実
感
を
も
っ
て
も
ら
え
る
か
が、

美
術
館
に
親
し
み
を
も

た
せ
る
た
め
の
鍵
と
な
る
だ
ろ
う(
it
34
)。

特
に
恒
常
的
な
展

示
の
な
い
当
館
の
よ
う
な
美
術
館
で
は、

所
蔵
作
品
の
教
育

普
及
活
動
に
は
エ
夫
が
必
要
で
あ
る。

（
こ
）

実
施
内
容
（
授
業
で
／
展
党
会
で）

学
校
で
の
授
業
は
展
覧
会
が
始
ま
る
前
の
四
月
か
ら
終
f

後
の
九
月
ま
で
の
計
十――一
時
間
に
お
よ
ぶ
（
表
1
)
。

円
に

つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
深
め
て
ゆ
く
に
は、

ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
方
が
あ
る
の
か、

美
術
教
師
の
視
点、

美
術
館
学
芸

日
の
視
点
か
ら
意
見
を
出
し
合
い
授
業
を
進
め
た。

十
三
時

間
の
授
業
全
体
の
う
ち、

前
半
は
「
円」

に
つ
い
て
考
え
る

こ
と
で
始
ま
り、

後
半
そ
れ
を
も
と
に
各
自
が
表
現
に
結
び

生
徒
た
ち
が
そ
の
日
考
え
た
こ
と
や
気
持
ち、

感
じ
た
こ

と
を、

授
業
ご
と
の
「
円
日
記」

と
い
う
か
た
ち
で
毎
同
積

み
重
ね
た。

A
4
の
画
用
紙
一

枚
に、

好
み
の
画
材
で
円
を

―

っ
と
簡
単
な
説
明
を
描
か
せ
る
だ
け
の
シ
ン
プ
ル
な
も
の

だ
が、

回
を
追
う
ご
と
の
変
化
が
籾
味
深
い
。

七、

八
回
目

に
は、

デ
コ
ラ
ー
ジ
ュ

技
法
を
使
っ
て
の
制
作
を
行
っ
た。

こ
れ
は、

八
月
七
日
に
美
術
館
で
行
わ
れ
た
小
学
校
低
学
年

向
け
の
鑑
打
と
造
形
あ
そ
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
「
お
わ
り
は
は

不
思
議
な
形、

意
味
の
あ
る
形
に
見
え
て
き
た
と
い
う。

授

業
で
は、

テ
ー
マ
ヘ
の
取
り
組
み
方
・

展
開
の
仕
方
に
つ
い

て
も、

展
覧
会
か
ら
ヒ
ン
ト
を
褐
て
い
た
が、

生
徒
の
イ
メ

ー
ジ
づ
く
り
へ
の
影
愕
を
考
え
て、

出
品
作
品
の
ス
ラ
イ
ド

つ
け
た。

じ
ま
り」

展
関
連
事
業）

を
先
取
り
し
た
も
の
で
あ
る。

教

室
で
の
制
作
を
経
て、

後
日、

美
術
館
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
た（
北
芭
（
図
3
)
。

ま
た、

九
回
目
の
授
業
で
は、

学

校
内
で
「
円」

の
か
た
ち
を
探
し
て
み
た。

生
活
の
中
で、

意
識
し
て
み
る
と
「
円」

と
い
う
形
が
多
く
存
在
し
て
い
て
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表
1

「
お
わ
り
は
は
じ
ま
り」
授
業
の
流
れ
（
稲
毛
中
学
校）

37 36 



お
わ
り
に

「
お
わ
り
は
は
じ
ま
り」
よ
り、

第
五
章
コ
ー
ナ
ー
パ
ネ
ル（
参
考）

5

バ
ー
フ
ェ
ク
ト・
ワ
ー
ル
ド、
ま
た
は、
完
堕
な
か
た
ち

か
た
ち
と
し
て
の
又
し
さ
は、
円
の
も
っ
と
も
わ
か
り
や
す
い
特
徴
と
い

え
ま
す。

人
間
の
n
に
い
ち
ば
ん
美
し
い
と
感
じ
ら
れ
る
バ
ラ
ン
ス
r

黄
金
率（
縦

横
の
比
率
が
l
"

L
6
1
8
)J
を
取
り
入
れ
た
作
品〈
イ
ン・
サ
ー
ク
ル

2
)
は、
お
わ
り
も
は
じ
ま
り
も
な
い、
完
仝
な
円
珀
構
造、
ど
う
ど
う

め
ぐ
り
の
し
く
み
を
つ
く
っ
て
い
ま
す。

ロ
ン
グ
の
石
の
閑
の
前
で
感
じ
る
懐
か
し
さ
に
も
似
た
気
持
ち
は、
こ
の

か
た
ち
が、
私
た
ち
に
と
っ
て、
と
て
も
親
し
い
も
の
だ
か
ら
で
し
ょ
う

、
。カ＊

円
と
い
う
形
を、
丸
い
と
か
0
と
か
何
か
物
な
ど
に
た
と
え
な
い
で
説

明
し
て
下
さ
い。

・
角
が
な
く、
つ
る
つ
る
で
ど
こ
ま
で
も
は
て
し
な
く
こ
ろ
が
っ
て
いっ
て
し

ま
い
そ
う
な
形。

．
と
て
も
や
さ
し
く
し
て
く
れ
て、
い
や
し
て
く
れ
る。
こ
ろ
こ
ろ
し
て
い

る。
ほ
ん
わ
か
し
て
い
る。

・
円
と
は
線
の
は
じ
ま
り
と
終
わ
り
が
く
っ
つ
い
て
角
が
な
い
や
つ

・
数
学
な
ど
で、
出
て
き
そ
う
な
図
形

・
円
は、
3
6
0
個
角
が
あ
る、
3
6
0
角
形

・
コ
ン
パ
ス
を
使っ
て
か
い
た

・
む
げ
ん
人

・
く
る
く
る
し
て、
つ
る
ん
と
し
て
い
る。
1
本
の
線
が
曲
線
で、
ず
っ
と
進

ん
で
いっ
て、
ス
タ
ー
ト
に
も
どっ
た
形。

・
な
ん
と
も
呂
え
な
い。

・
角
の
な
い
図
形
で、
は
じ
ま
り
が
お
わ
り。

・
人
生
全
て
を
歩
き、
何
か
を
悟っ
た
人
が
内
い
た
も
の
系。

(
r

*」
以
下
の
部
分
は、
述
携
授
業
履
修
生
徒
の
言
葉。
再
録
に
あ
た

り、
RM
式
と
フ
ォ
ン
ト
を
変
更
し、
パ
ネ
ル
原
文
の
ル
ビ
は
省
略。）

時
に、

芙
術
科
目
の
領
域
が
曖
味
に
な
る
と
の
批
判
も
あ
っ

た。

だ
が、

美
術
を
通
し
た
教
育
を
考
え
る
な
ら
ば、

固
定

そ
れ
に
合
わ
せ
て
現
場
の
態
勢
も
教
員
研
修
の
組
織
も
変
化

す
る。

同
様
に、

美
術
館
の
教
育
普
及
活
動
の
進
め
方
も
状

況
を
読
み
取
り
な
が
ら
柔
軟
に
姿
を
変
え
て
ゆ
く
も
の
だ
ろ

う。

美
術
館
と
学
校
の
こ
の
よ
う
な
連
携
も
ま
た、

現
状
に

お
い
て
望
ま
れ
る
か
た
ち
に
過
ぎ
ず、

本
来
業
務
の
延
長
に

あ
っ
て
こ
そ
健
全
な
も
の
で
あ
り、

連
携
の
た
め
の
連
携
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
は
意
味
が
な
い
。

ア
ウ
ト
リ
ー
チ
か
ら
美
術
館
教
育
へ
、

入
り
口
は
問
17
を
広

く
シ
ン
プ
ル
に、

あ
く
ま
で
も
入
り
や
す
く
設
け、

同
時

に、

働
き
か
け
へ
の
応
答
者
が、

次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
む
方

途
を
用
意
し
て
お
く
こ
と
に
よ
り、

教
育
普
及
活
動
は
格
段

の
奥
行
き
と
広
が
り
を
得
る。

そ
れ
は、
「
バ
ス
事
業」

に

期
待
さ
れ
る
体
験
の
連
鎖、

す
な
わ
ち
事
業
へ
の
参
加
体
験

が
次
の
来
館
を
つ
く
る
の
と
同
様
に、

コ
ア
・
ユ
ー
ザ
ー
で

あ
る
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
来
餓
者
と
芙
術
館
を
つ
な
ぐ

と
い
っ
た
仕
組
み
が
梢
築
さ
れ、

さ
ら
に
は、

授
業
連
携
市

例
で
述
べ
た
よ
う
に、

利
用
者
の
中
か
ら、

よ
り
主
体
的
な

美
術
館
活
用
へ
の
取
り
組
み
が
生
ま
れ
る
よ
う
に
適
切
な
方

向
へ
力
を
傾
け
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
う
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か。

今
後、

美
術
館
・

学
校
双
方
で、

鑑
宜
教
育
・

鑑
買
学
習

の
実
践
例
を
招
ね、

改
良
を
加
え
る
に
つ
れ、

現
行
の
バ
ッ

ケ
ー
ジ
式
「
バ
ス
事
業」

は
姿
を
変
え
る
か
役
割
を
終
え
る

表
2

今
回
の
連
携
授
業
の
バ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り、

本
稿
を
ま
と

観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
方
が
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か。

ま
た、
「
美
術
館
の
学
芸
員
の
参
加
や、

実
際
に
来
館
し
た

生
徒
に
と
っ
て、

自
分
た
ち
の
授
業
と
同
じ
テ
ー
マ
で、

実

際
に
美
術
館
で
展
覧
会
が
開
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と、

ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
制
作
し
た
作
品
が
美
術
館
に
展
示
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で、

駕
き
や
喜
び
を
感
じ
ら
れ
た」

と
の

率
直
な
感
想
も
得
て
い
る。

美
術
館
に
と
っ
て
は、

参
加
生

徒
お
よ
び
学
校
と
美
術
館
や
作
品
と
の
距
離
を
確
実
に
縮
め

た
だ
け
で
な
く、

中
学
牛
と
い
う
対
象
の
実
体
と
の
距
離
を

縮
め
ら
れ
た
こ
と
も
収
穫
で
あ
っ
た。

と
は
い
え
や
は
り
今
回
も
課
遁
と
な
っ
た
の
は、

通
常
の

授
業
時
間
内
で
美
術
館
へ

行
く
こ
と
の
難
し
さ
で
あ
る。

な

ら
ば、

あ
え
て
来
館
に
こ
だ
わ
ら
な
い
連
携
方
法
を
考
え
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か。

芙
術
館
と
の
連
携
は、

授
業
の
題
材
と

し
て
考
え
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
視
点
か
ら
授
業
を
考
え
ら

れ
る
可
能
性
が
期
待
で
き
る、

と
の
意
見
も
あ
っ
た。

特

に、

発
想
や
視
点
の
違
い
が、

授
業
に
新
鮮
さ
を
も
た
ら
し

た
よ
う
だ。

専
科
の
教
員
が
授
業
を
受
け
持
つ
中
学
校
に
お

い
て
は、

パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
よ
り
も、

授

業
者
ご
と
に
内
容
も
期
間
も
様
々
な
取
り
組
み
が
ふ
さ
わ
し

い
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
に、

試
行
事
例
を
も
と
に
し
た

「
セ
ミ
・
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド」

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
る。

と
き
が
来
る
だ
ろ
う。

学
校
連
携
を
含
む
教
育
普
及
活
動
を

確
実
か
つ
効
率
的
に
進
め
て
ゆ
く
た
め
に
は、

地
道
に
事
例

を
重
ね
て
ゆ
く
一

方
で、

事
業
対
象
へ
の
確
実
な
ル
ー
ト
を

確
保
し、

活
用
す
る
こ
と
を
考
え
た
い
。

先
に
述
べ
た
グ
ル

ー
プ
に
よ
る
研
究・
実
践
だ
け
で
な
く、
「
入
り
n」

ま
で
の

ア
プ
ロ
ー
チ
を
用
意
す
る
も
の
と
し
て、

ま
ず
は
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
初
め
と
す
る
効
果
的
な
広
報
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
手
段
を
整
え
る
必
要
も
あ
る
だ
ろ
う。

汎
川
の
な
い
教
育
普
及
活
動
に、

試
行
事
例
の
共
有
化
・

一

般
化
を
含
む
一

定
の
効
率
を
求
め
る
の
は
矛
眉
す
る
と
思

わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が、

利
用
者
と
美
術
館
と
の
間
に、

柔
軟
に
変
化
し
つ
つ
も
持
続
可
能
な
関
係
を
構
築
す
る
た
め

に
は
欠
か
せ
な
い
こ
と
で
あ
る。

学
校
と
の
連
携
事
業
を、

他
の
教
育
普
及。
フ
ロ
グ
ラ
ム
や、

す
で
に
あ
る
事
業
や
機
会

と
ど
の
よ
う
に
つ
な
い
で
ゆ
く
か、

地
域
の
人
人
と
し
て、

美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
鑑
買
リ
ー
ダ
ー
を
越
え
て
学
校
と

の
連
携
事
業
に
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て
ゆ
く
か、

美
術
館
教

育
の
専
門
家
を
H
指
す
学
生
や
教
員
を
目
指
す
学
生
な
ど
と

の
速
携
の
可
能
性
も
含
め
て、

期
待
が
か
か
っ
て
い
る。

い

ず
れ
に
し
て
も、
「
入
り
11
」

か
ら
先
を
探
り
は
じ
め
た
利

用
者
と
の
つ
な
が
り
を
不
用
意
に
断
ち
切
る
こ
と
な
く、

そ

れ
ぞ
れ
を
て
い
ね
い
に
育
て
て
ゆ
く
こ
と
の
大
切
さ
と
難
し

さ
を
実
感
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

3 2 
註

(

l
め
る
に
あ
た
り
学
校
側
の
沼
料
を
ま
と
め
て
提
供
し
て
く
だ

さ
っ
た
千
葉
市
立
稲
毛
中
学
校
の
中
村
一

仁
教
諭
お
よ
び
千

葉
市
教
育
研
究
会
造
形
部
会
美
術
館
活
用
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン

バ
ー
に、

こ
こ
に
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す。

吉
本
光
弘
氏
は、

明
確
な
定
義
を
し
づ
ら
い
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ」

と
い
う
用
語
に
つ
い
て、
r

呼
び
込
み
塑」「
お
届
け
型」「
バ
リ
ア

フ
リ
ー
型」

の
三
つ
に
分
類
し
て
い
る。

本
稿
で
取
り
上
げ
る

「
バ
ス
市
業」

は、

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し
て
対
象
者
を
招
き
人

れ
る
と
い
う
点
で
は
r

呼
び
込
み
型」

で
あ
る
が、

物
理
的
（
交

通
手
段
等）
・
環
槌
的
（
学
校
・
保
護
者
の
意
識）

な
ア
ク
セ
ス

の
難
し
さ
を
取
り
除
く
と
い
う
意
味
で
は、
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー

型」

と
呼
ぶ
べ
き
か
も
し
れ
な
い。
（
占
本
光
弘
「
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
整
理
学

市
民・
地
域
と
の
新
た
な
回
路
づ
く
り
か
ら
芸
術
を

中
核
と
し
た
社
会
サ
ー
ビ
ス
ヘ
」
『
地
域
創
造』

十
四
巻、

財
団

法
人
地
域
創
泊、

平
成
卜
几
年。
．ー
ト
1-―――一
真
を
参
照）
／
な

お、

現
在
「
ア
ウ
ト
リ
ー
チ」

と
い
う
用
語
が
指
す
最
も
一
般

的
と
思
わ
れ
る
「
館
外
活
動」

に
つ
い
て、

打
館
の
取
り
組
み

と
し
て
は、

千
代ぷ
大
学
や
地
域
の
N
P
O
等
と
の
連
携
廿
業
で

あ
る
「
千
葉
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト」

を
学
げ

て
お
く。

ま
た、
「
バ
ス
巾
業」

と
あ
わ
せ
て
図
t
．
笈
術
の
教

具
に
対
象
を
絞
り
「
千
策
市
図
エ・
文
術
担＞ー
教
諭
鑑
打
教
育
市

業」

を
実
施
し
て
い
る。

こ
れ
は、

児
咽
生
徒
の
鑑
廿
機
会
の

実
現
と
い
う
か
た
ち
で
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
の
も
の
C

平
成
十
四
年
康
改
訂

五
六
の
中
学
校
と
そ
の
学
区
域
に
あ
る
小
学
校
を
ま
と
め
た
も

の。

区
域
内
で
あ
れ
ば
学
校·
学
作
を
限
定
せ
ず、

応
募
形
態
に

采
軟
性
を
持
た
せ
た
の
は、

学
校
が
な
る
べ
く
参
加
し
や
す
い

（
生
徒
を
送
り
出
し
や
す
い）
状
況
を
選
ぺ
る
た
め
で
あ
っ
た
が、

平
成
十
六
年
度
以
降
は
学
校
ご
と
の
葬
巣
を
原
則
と
し
て
い
る

（
た
だ
し、

地
域
問
の
偏
り
を
な
く
す
た
め、

学
区
と
行
政
区
の

バ
ラ
ン
ス
を
調
製）。

学
区
ご
と
の
応
募
が
必
ず
し
も
学
校
側
に

と
っ
て
都
合
の
よ
い
も
の
で
は
な
く、
ま
た、
受
人
側
と
し
て
も、

た
だ
し、

学
校
教
育
の
方
針
は
時
代
に
応
じ
て
変
わ
り、

（
三）

試
行
事
例
か
ら
の
展
開
る

課
頌
と
成
果
の
共
有
と
．

般

化
を
求
め
て

今
回
の
連
携
事
業
を
当
市
者
問
だ
け
で
終
わ
ら
せ
な
い
た

め
に
は、

経
験
の
共
有
化
・
一

般
化
が
巫
要
と
な
る。

市
内

に
一

七
七
校
も
あ
れ
ば、

美
術
館
と
の
連
携
に
は
当
然
温
度

差
も
あ
る。

密
度
の
浪
い
連
樅
関
係
を
核
に
し、

同
時
に
広

く
市
内
の
学
校
を
巻
き
込
ん
で
ゆ
け
る
か
否
か
は、

関
心
の

あ
る
人
を
核
に、

関
心
の
な
い
人
に
も
伝
わ
る
し
く
み、
一

般
化
の
道
筋
づ
く
り
に
か
か
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

ま

た、

グ
ル
ー
プ
研
究
の
場
が
持
て
れ
ば、

独
苦
的
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
陥
る
こ
と
も
避
け
ら
れ、

学
校
の
枠
を
越
え
た
連
携

授
業
を
行
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る。

先
行
市
例
を
禎
み
重

ね、

そ
れ
ら
を
共
有
化
・
一

般
化
す
る
た
め
に、

既
存
の
組

織
を
生
か
し
た
連
携
の
手
が
か
り
を
求
め、

千
葉
市
の
公
立

校
（
小
中
学
校）
の
教
員
が
集
ま
る
研
修
の
楊
で
あ
る
千
葉
市

教
育
研
究
会（
北
芭

の
造
形
部
会
に
場
を
得
た。

平
成
卜
六

年
度
は
県
の
教
育
研
究
会
迅
形
教
育
部
会
の
研
究
発
表
大
会

が
千
葉
市
で
開
か
れ
る
こ
と
か
ら、

こ
れ
に
向
け
て、

グ
ル

ー
プ
内
の
議
論
も
活
発
化
し
た。

美
術
館
が、

あ
る
い
は
教

員
有
志
が
独
自
に
研
究
組
織
を
立
ち
上
げ
る
場
合
と
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
の
高
さ
は
変
わ
ら
な
い
な
が
ら
も、

既
存
の
公
的

組
織
の
中
に
設
け
ら
れ
た
こ
と
で、

教
員
の
参
加
は
容
易

に、

一

般
化
へ
の
道
筋
は
よ
り
確
実
な
も
の
と
な
っ
て
い

る。
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-

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は 、

そ
の
よ
う
な
学
習
効
果
最
優
先
で
は
な
い 。

来
館
者
と
展
示
を
つ
な
ぐ
働
き
は
大
き
く 、
二
年
目
に
あ
た
る

平
成
卜

六
年
度
は 、
一
年
間
に
二
四一
回
の
ト
ー
ク
を
行
っ
た 。

近
世・
現
代
と
も
に
対
象
と
す
る
当
館
の
活
動
方
針
か
ら 。

近
年

の
例
で
い
え
ば 、
「

伝
説
の
浮
世
絵
開
祖

料
佐
又
兵
衛
展」
と

「
ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム
に
よ
る
ダ
ン
・
グ
レ
ア
ム」
で
は 、

内
容
も

来
館
者
刑
も一
変
す
る 。

註
7
を
参
照

平
成
1

五
年
十
二
月一 ·
Li（
火）
1

平
成
十
六
年
二
月一
日（
日）

学
校
教
育
で
求
め
ら
れ
る
「

鑑
宜」
は 、

箕
術
作
品
の
鑑
代
に

限
定
さ
れ
て
は
お
ら
ず 、

も
っ
と
広
い
意
味
を
も
つ 。

も
ち
ろ

ん 、

部
分
的
に
ハ
ン
ズ
オ
ン
を
取
り
入
れ
た
展
示
や
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
否
定
す
る
わ
け
で
は
な
い 。

例
え
ば 、

材
烈
に
特
徴
の
あ

る
作
品
の
場
合
は
手
元
で
サ
ン
プ
ル
に
触
っ
て
み
ら
れ
る
な
ど 、

じ
大
は
し
て
ゆ
き
た
い 。

(

29
)

「
千
将ぷ
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2
0
0
3」
千

菜
大
学
や
地
域
N
P
O
と
の
連
携
事
業 。
美
術
館
で
は 、

所
蔵

作
品
展
「
2
0
0
3
年
ア
ー
ト

の
旅」
に
合
わ
せ
て 、

li
つ
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施 。

鑑
宜
学
習
に
お
け
る
美
術
館
活
用 。
こ
の
成
果
に
つ
い
て
も 、

稲
毛
中
学
校
で
の
授
業
連
携
と
と
も
に 、

第
五
五
回
千
架
屎
教

育
研
究
会
造
形
教
育
部
会
研
究
発
表
大
会
千
菜
市
大
会
に
て
報

告
さ
れ
た 。

平
成
ト
ニ
年
度
に
閣
催
さ
れ
た
世
田
谷
美
術
館
の
企
画
股
「

見

る・
写
す
・

表
わ
す
／
み
る・
う
つ
す
•

あ
ら
わ
す
／
ミ
ル
・
ウ

ッ
ス
・

ア
ラ
ワ
ス」
で
は 、

芙
術
館
が
世
田
谷
区
教
行
研
究
会
図

画
工
作
部
の
協
力
を
得
て
鑑
廿
の
授
業
を
行
っ
て
い
る 。
こ
れ

は 、

同
館
が
開
館
以
来
「

文
術
鑑
甘
教
室」
事
業
を
通
し
て
策

い
て
き
た 、

区
立
小
学
校
と
の
連
携
を
背
尿
に
実
現
さ
れ
た 。

企
両
自
体
の
規
模
や
趣
旨
自
体 、

当
館
の
試
み
と
は
異
な
る
が 、

学
校
で
の
授
業
の
成
果
を
展
示
室
に
反
映
さ
せ
た
と
い
う
点 、

授
業
の
内
容
は
そ
の
ク
ラ
ス
の
先
生
に
任
さ
れ
て
い
る
と
い
う

点 、

そ
し
て 、

個
人
ベ
ー

ス
で
は
な
く
教
員
の
組
織
と
し
て
尖

術
館
の
介
画
に
協
力
す
る
と
い
う
点
で 、
と
て
も
即
味
深
い
先

行
ポ
例
と
考
え
た
い 。
塚
rn
笑
紀
「

鑑
打
教
育
の
可
能
性
を
さ

ぐ
る」（
佐
藤
学・
今
井
康
雄
編
『

f
ど
も
た
ち
の
想
像
力
を
育
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小
中
学
生
混
合
で
は
鑑
廿
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
実
施
し
に
く
い
た
め 。

千
葉
市
教
育
委
貝
会
学
F
課
に
よ
る
デ
ー
タ
（
平
成
卜
六
年
五
月

-
H
硯
在）

い
ず
れ
も
人
数
に
は
引
率
者
を
含
ま
ず 。

平
成
十
五
年
度
は
七

回
（
九
校）
六
四
二
人 、

平
成
卜

六
年
度
は
十
三
校 、
八
七
四

人 。

以
上 、

直
複
な
し 。

ギ
成
卜

六
年
度
は
六
校

鑑
収
学
習・
鑑
虹
教
fr
と
し
て 、

さ
ら
に
踏
み
込
ん
だ
学
習
効
果

を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば 、

学
校
教
育 、

美
術
館
教
育 、

そ
れ
ぞ

れ
に
お
い
て 、

次
の
段
階
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
考
え
る
必
要
が
あ

る 。学
校
連
携
事
業
を
担
当
す
る
の
は 、

学
芸
員一
人 、

非
常
勤
叫

託
職
貝一
人 。

効
率
的
な
「

セ
ミ・
オ
ー

ダ
ー

メ
イ
ド」
の
連
携
の
進
め
方 、

す

な
わ
ち 、
少
数
の
事
例
を
も
と
に
→

般
化
の
方
途
を
探
る
取
り

組
み
と
し
て 、

石
川
誠
氏（
京
都
教
育
大
学）
の
グ
ル
ー

プ
が
興

味
深
い
実
践
研
究
を
進
め
て
い
る ，
三
年
間
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト

（
平
成
十
五
＼
ト
ヒ
年
度）
は 、

芙
術
館
学
芸
員
と
学
校
教

U
の
協
力
の
も
と 、
全
国
三
地
区
を
対
象
に 、

美
術
館
と
学
校

が
共
打
す
る
地
域
状
況
を
踏
ま
え
た
試
行
的
鑑
打
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
尖
践
後 、

そ
の
活
動
計
画
に
つ
い
て
第
二
行
に
よ
る
追
試
実

践
を
行
い 、

実
施
評
価
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
修
IE
を
加
え

る
こ
と
に
よ
り 、
一
般
化・
共
有
化
さ
れ
う
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構

哭
を
11
指
し
て
い
る 。
（
石
川
誠
「

芙
術
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
学

校
教
育
ー

〈
必
術
を
身
近
な
も
の
に
す
る
た
め
に〉
鑑
甘
教
育

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
試
み
ー」 、

第
二
七
回
美
術
科
教
育
学
会

千
災
大
会
研
究
発
表（
平
成
卜
七
年
三
月一

七
口）
よ
り
／
平
成

|
h
1

十
ヒ
年
度
科
学
研
究
役
補
助
金
（
基
盤
C
)「
学
校
と
地

域
の
美
術
館
の
連
携
に
よ
る
生
涯
学
習
を
見
通
し
た
鑑
虹
実
践

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
構
築」
助
成
研
究）

廣
瀬
隆
人
「
ま
ち
に
活
き
る
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム

第
八
同

芙
術

館•
閲
物
館
と
学
校
の
連
携
を
考
え
る」『
文
化
庁
月
報 、

平
成
ト

．―-
年
卜 ．

月
サ 、
ー一

八
ー

ニ
几
頁

世
田
谷
及
術
館
で
は 、
r

美
術
鑑
虹
教
室」
と
し
て 、
一
九
八
六

年
の
開
館
以
来 、

厄
立
小
学
校（
六
四
校）
の
四
年
生
の
団
体
来

館
を
受
け
入
れ
て
い
る
（『
世
田
谷
文
術
館
年
報

平
成
十一
年

度
・
ト， ．
年
度』
世
田
谷
尖
術
館 、

平
成
卜
五
年 、
一

，
Ji
fi

お
よ
び 、

同
館
ホ
ー

ム
ベ
ー

ジ
よ
り 。
団
体
鑑
打
は
小
学
生
の

み 、

中
学
生
は
個
人
で
の
米
館 。

塚
田
芙
紀
「

芙
術
館
と
学
校

が
つ
な
が
る
ま
で
＼
「

ひ
と」
を
活
用
し
た
世
田
谷
災
術
館
の

場
合」（
山
木
朝
彦 、
仲
野
泰
生 、

竹
京
編
r

美
術
鑑
打
宜
言』 、

fl
本
文
教
出
版
社 、

平
成
卜

丘
年 ‘
二」ハ
四
S- .」ハ
ヒ
貞）
お
よ

び 、
r

世
田
谷
又
術
館
年
報

平
成
ト一

年
度・
トー一
年
度』
世

III
谷
美
術
館 、

平
成
卜

丘
年 、

．
一
五
頁

団
体
鑑
打
は
小
学

牛
の
み 、

中
乍
生
は
個
人
で
の
来
館） 。

ま
た 、

豊
田
市
笑
術
館

で
は 、
「

芙
術
館
学
習」
と
し
て 、

．
九
九
六
年
よ
り
毎
年 、

巾

内
の
小
学
校（
五一 ．
校）
と
中
学
校（t

し＇
校）
か
ら 、

そ
れ
ぞ
れ
六

年
生
と
二
年
宅
の
米
館
を
受
け
入
れ
て
い
る
（『
豊
田
市
美
術
館

年
報

平
成
卜

四
年
度』 、

豊
田
市
又
術
館 、

平
成
卜

五
年 、
ヒ

．

頁） 。
い
ず
れ
も
対
象
校
数
は
千
葉
市
の
半
数
で
あ
る 。

(

12
)

参
加
校（
引
率
者）
に
対
す
る
市
後
ア
ン
ケ
ー
ト
に
も 、
r

今
後 、

親
子
で
出
か
け
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い」「
ゆ
っ
く

り
観
た
い
か
ら 、

今
度 、

家
の
人
と
行
っ
て
み
よ
う
と
い
う
f

ど
も
も
い
る」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト

が
あ
る 。
こ
の
事
業
の
制
約

(
II

M
じ
児
筑
生
徒
が
再
度
参
加
す
る
こ
と
は
で
き
な
い）
を
ふ

ま
え 、

そ
し
て
厳
し
い
現
実
を
見
据
え
た
上
で 、

学
校
と
尖
術

館
の
期
待
が
こ
こ
に
岨
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る 。

茨
城
県
近
代
必
術
館
他

学
校
へ
の
府
知
活
動
と
し
て
は
他
に 、

図
上
必
術
主
任
会 、

総

合
学
習
セ
任
会 、

千
菜
市
教
百
研
究
会
等
の
機
会
を
と
ら
え 、

説
明
を
行
い 、

参
加・
協
力
を
呼
び
か
け
て
い
る 。
送
迎
バ
ス
の

川
意
も 、
こ
の
よ
う
な
現
湯
か
ら
の
唆
請
に
応
じ
た
も
の 。

平
成
卜

れ
年 ．―-
月
ま
と
め

小
学
校
で
は一 ．．
 分
の
一
以
k 、

再
科
教
U
の
い
る
中
学
校
で
も

四
分
の
1

以
ヒ

の
教
U
が 、

鑑
打
学
習
指
迅
へ
の
取
り
組
み
に

泊
極
的
な
理
由
と
し
て 、
「

鑑
打
に
関
す
る
知
識
（
意
義・
内
容・

方
法）
が
乏
し
い」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る 。
な
お 、
や
は
り
圧

倒
的
多
数
の
回
答
者
が
（
小
学
校
で
は
八
割
近
く 、

中
学
校
で

は
几
割
近
く） 、
「

授
業
時
間
が
少
な
く
て
鑑
買
に
充
て
る
時
間

が
と
れ
な
い」
と
こ
た
え
て
い
る 。
（
日
本
美
術
教
育
学
会
研
究

部
編
『

図
画
上
作
科・
又
術
科
に
お
け
る
鑑
宜
学
習
に
つ
い
て
の

凋
在
報
告
ー

ニ
0
0
三
年
疫
全
国
調
脊
結
果
ー』 、

平
成
|

六

む』 、

東
京
大
学
出
版
会 、

平
成
十
五
年 、
二
八
五
＼

三
0
三

頁）

(

32
)

r

第
五
五
回

千
葉
県
教
育
研
究
会
造
形
教
育
部
会
研
究
発
表
大

会

千
葉
市
大
会
要
項」
を
参
照
の
こ
と 。

平
成
卜

六
年
十一

月
卜
九
日
開
催 。

会
報
は
未
刊
行 。

(

33
)

平
成
十
六
年
七
月
卜

七
n
（
土）
＼

八
月
二
十
二
日
（
日）

(

34
)

同
様
の
効
果
を
期
待
し
て 、

職
場
体
験
学
習
の
受
け
入
れ
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
は 、

所
蔵
作
品
に
よ
る
ミ
ニ
展
覧
会
づ
く
り
を
行
い 、

参
加
者
の
好
評
を
得
て
い
る 。

芙
術
館
で
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
夏
休
み
中
の
た
め 、

有
志
の
み
の

参
加 。

千
虻
市
教
育
研
究
会
は 、
昭
和
ニ
ト一

年
か
ら
行
っ
て
い
る
千

葉
市
教
行
委
貝
会
の
教
科
t
任
会
を
柱
と
す
る
各
教
科
の
研
究

会
と 、

千
教
組
の
千
葉
支
部
で
行
っ
て
い
る
教
育
研
究
果
会
を

i
つ
に
し
て 、

昭
和
四
一
年
発
足
「

千
菜
市
教
育
研
究
会」
通

称
「

市
教
研」
が
結
成
さ
れ
た 。

平
成
十
六
年
度
は
四 、

四一

七
名
の
教
職
貝
が一 ．
八
の
教
科
部
会
と
機
能
別
部
会
に
分
か
れ 、

「
千
妓
市
学
校
教
育
の
具
体
的
問
題
を
取
り
上
げ 、

教
育
の
推
進

と
充
実
を
図
る 。」
こ
と
を
n
的
と
し
て
活
動
し
て
い
る 。
（『
第

五
冗
回

千
岱ぷ
県
教
育
研
究
会
沿
形
教
育
部
会
研
究
発
表
大
会

千
葉
市
大
会
変
m』
千
葉
貼
教
有
研
究
会
造
形
部
会 、

平
成
ー

丘
年 、
二
八
頁）

15
)

 

16
)
 

14 13 

23
)

22 21 20 19 18 17 

年 、
二
九
貞）

「
教
師
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
鑑
打
活
動
学
習
の
た
め
の
教
材
開

発
ー

学
校
教
師
と
の
連
携
を
通
じ
て」『
名
占
屋
市
美
術
館

研

究
紀
要

第
十
二
巻』
名
占
展
市
美
術
館 、

平
成
ト

Ji
年 、
五

四
＼

六」ハ
貞

平
成
十
五
年
度
文
化
庁
r

芸
術
拠
点
形
成
市
業」
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
と
し
て 、

実
行
委
貝
会
を
組
み 、

小
中
浜
護
学
校
と
の
連

槻
に
よ
っ
て
実
現
し
た
こ
と
が
報
作
さ
れ
て
い
る 。
（
三
重
111ぷ
立

美
術
館
ニ
ュ
ー

ス
「
H
I
L
L
W
I
N
D」
四
号）

そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の ．
つ
と
し
て 、
「
2
0
0
3
年
ア
ー
ト

の
旅」（
平
成
十
五
り
ヒ
月
八
口
＼

几
月
十
n

n

開
催
の
所
蔵
作

品
艇）

関
連
企
画
で
あ
っ
た
「

中
学
芸
貝
岱
闘
中」
で
は 、

所

蔵
作
品
を
対
象
に 、

中
学
生
に
よ
る
テ
ー

マ
展
示
を
行
っ
た 。

平
成
卜

六
年
度
の
受
け
入
れ
校
卜

三
校
の
う
ち 、
ほ
ぽ
半
数
の

六
校
が
「
ビ
カ
ソ 、
マ
チ
ス
と
2
o
tit
紀
の
両
家
た
ち」
展
を

希
望
し
た
こ
と 、

が
前
打
ち
合
わ
せ
の
際
に
語
ら
れ
た
期
待
か

ら
も
明
ら
か
で
あ
る 。

児
蛮
生
徒
が
教
科
じり
で
名
前
を
知
っ
て

い
る
有
名
画
家
の
作
品
を
鑑
打
で
き
る
こ
と
へ
の
期
待
は
大
き

い 。
「

せ
っ
か
く
だ
か
ら 、

普
段
千
策
で
は
な
か
な
か
見
ら
れ
な

い
作
品
を
み
た
い」
と
の
率
直
な
希
望
は
う
れ
し
い
が 、

所
蔵

作
品
へ
の
関
心
と
理
解
を
願
う
文
術
館
に
と
っ
て
は
複
雑
な
も

の
で
あ
る 。

「
千
築
巾
美
術
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会」
の
中
か
ら 、

有
志
が
リ

ー
ダ
ー

を
つ
と
め
る 。

平
成
十
六
年
度
の
リ
ー

ダ
ー

活
動
者
は

十
五
名 。

巾
業
対
象
外
の
自
七
米
館
校
を
含
め
る
と 、
1

i'
校

に
対
し
て 、
の
べ
八
卜

人
の
リ
ー

ダ
ー

が
活
動
し
た
こ
と
に
な

る 。
「

千
災
巾
美
術
館
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会」
は 、

平
成
卜

四
年

度 、

市
の
施
設
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
努
集 。

汁
卜

四
阿
の
研

修（
基
礎・
が
門）
を
経
て 、

f
成
卜
丘
年
四
月
よ
り 、

|
九
名
が

活
動
を
始
め
た 。

上
野
行一
監
修
r
ま
な
ざ
し
の
共
付

ア
メ
リ
ア·
ア
レ
ナ
ス
の

鑑
廿
教
育
に
学
ぶ」
淡
交
社 、

平
成
十
三
年 、
一
四
四
只
1

-

四
八
頁（
都
筑
正
敏
「

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
挑
戦」）

鑑
伐
体
験
の
梢
度
を
k

げ
る
た
め 、
企
両
屎
で
の
鑑
竹
作
品
を

絞
る
こ
と
に
つ
い
て
は 、

同
様
に
展
示
さ
れ
て
い
る
他
の
作
品

と
の
出
会
い
を
断
ち
切
る
よ
う
で
心
が
痛
む 。
そ
も
そ
も 、
こ
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A study on museum activities in collaboration with schools

Yamane Kana 

五 、
一―-
li
二
人

「
第
三
六
回
千
葉
市
民
美
術
展
覧
会」

入
場
者

七
月一
八
日(
H

0
人

「
沼
水
六
兵
梱
歴
代
展

入
場
者
ヒ 、

五
五
五
人

六
月
二
0
日（
日）

九
0一
人

人
は
彼
を

入
場
者
九 、

千
葉
市
美
術
館
の
活
動

一
日

．
一
月一'1
0
日
1一

月 ．―-→-
日

「
ビ
カ
ソ、

ォ
ー

ヴ
ィ
ス
ム
と
キ
ュ
ビ
ス
ム」

0一
四
人

This article discusses the museum's outreach activities, providing a report on two programs con
ducted in collaboration with schools. 

マ
テ
ィ
ス
と
二
〇
棋
紀
の
画
家
た
ち
フ

1. "Project to Enhance the Visual Appreciation Curriculum of Elementary School and
Middle School Children" provided these children with a first step into a museum setting. 

入
場
者
一
〇 ヽ

「
千
葉
市
美
術
協
会
特
別
展
「

秀
作
展」L

「
藍
と
牲
ら
す
人
々

ト
ン
族
・
ミ
ャ
オ
族
・
タ
イ
族

太
陽
と
精
霊
の
布
ー

中
国
・

東
南
ア
ジ
ア
少
数
民
族

の
染
織」

入
場
者
ヒ 、

八
六
一
人

「
日
本
の
版
画
・

一
九
三
一
ー
．

九
四
0
・

棟
方
志

功
登
場」

入
場
者
四 、

四
丘
一
人

「
伝
説
の
浮
世
絵
開
祖

岩
佐
又
兵
衛

「
う
き
よ
又
兵
衛」

と
呼
ん
だ
ー 。」

京
の
陶
芸
—

伝
統
と
革
新」

五
月
二
二
日
ー

七
月
四
日

（
二）

所
蔵
品
を
中
心
と
し
た
テ
ー

マ
展（
六
件）

四
月
三
日
ー

五
月
一
六
日

「
浮
世
絵
花
盛
り

第一
部

埃
斎
英
泉
／
第
二
部
肉

筆
浮
世
絵
ー

寺
島
文
化
会
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
中
心

に
ー」

入
場
者
三 、
一――
し

九
人

「
勅
使
河
原
荘
風
と
そ
の
周
辺

草
月
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

現
代
美
術
を
中
心
に」

入
場
者
六 、

七
五
八
人

「
お
わ
り
は
は
じ
ま
り
円
を
め
ぐ
る
六
つ
の
お
は
な

九
月
七
日
1

―
一
月
二
三
日

一
月
二
九
u
l

二
月一 ．
七
日

講
油
会
等(
-
0
件）「

ビ
カ
ソ 、

九
月一
几
日(
H)

し」
「

モ
ノ
ク
ロ
ー

ム
絵
両
の
魅
力

桑
山
忠
明
・

村
L

友

入
場
者
六 、

七
三――一
人

睛
を
中
心
に」

「
辿
藤
健
郎
絵
画
展
ー

戦
後
は
終
わ
っ
た」「
深
沢
幸

入
場
者
六 、

雄
銅
版
両
展」

マ
テ
ィ
ス
と ^-
0
世
紀
西
洋
絵
画
の
出
発」

講
師
ぃ

太
田
泰
人（
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員（
普
及
課
長））

加
者一

「
民
族
衣
装
と
現
代
の
布
づ
く
り」

講
師
る
新
井
浮一
（
テ
キ
ス
タ

参
加
者
二
『一
人

イ
ル
・

プ
ラ
ン
ナ
ー）

「
日
本
の
版
画
・

一
几
三

．
I

-
九
四
0
・

棟
方
志
功
登
場」

講

This outreach program combined the use of the museum's free bus and a viewing program. The 
program focused on ehildren from city schools located some distance from the museum, giving them 
a first art museum experience. The program was arranged so that the schools would not hesitate to 
apply and could easily participate. Efforts were made so that the program's goals of providing basic 
and essential art appreciation experience could be met effectively in spite of such problems as dis
tance from thc museum or busy schedules. 

2. Curriculum Connections 

七
月一
ヒ
日
1

八
月
二
二
日

入
場
者
四 、

六
0
几
人

The school's primary stance of "utilizing the art museum" as part of their curriculum was their 
primary motive for working in conjunction with this museum activity. A deeper and more lasting 
effect from the program's work was sought within their continuing standard curriculum framework, 
rather than viewing the project as a single, short term event. Reflecting the school's reception of the 
elements outlined in section 1, it was recognized that a flexible program was essential, one that both 
reflected on the mission of the art museum, and one that provided a multi-dimensional approach to 
the museum. The key was to create an effective approach to the generalization of the conncction 
element as part of the gradual growth of interest and participation by the more than 170 elementary 
and middle schools in Chiba City. Hence a research group was formed within the Chiba City's Educa
tion and Research Group during this fiscal year. 

In general, the important fact in such outreach programs is to make the approach simple, broad, 
and easily received by each target. At the same time, for those responding to this outreach, a process 
must be prepared to facilitate their next step into the program. As shown in this paper, the chain of 
experiences anticipated in section 1, namely the creation of a desire to make their experience of the 
outreach activity such that they wanted to visit the museum a second time, was facilitated by museum 
volunteers, a core museum user group, linking the visitors to the museum. The creation of this frame
work required the establishment of an environment where visitors could be drawn more effectively 
into the main museum activities. As seen in the use of"in collaboration" as opposed to "support", this 
outreach program was not provided simply as a support of existing school programs, but rather, was 
based on the joint effort of museum and schools working together to allow the museum to contribute 
through the schools to the future flourishing of society. (Translated by Martha McClintock) 

一
五
六
人

参
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二
月
二
八
H（
月）

四、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等

し
月一
七
H（
土）

七
月
三
一
日（
土）

「〈
渦》
の
公
開
展
示」

指
尊＂
新
井
淳一
（
テ
キ
ス
タ
イ
ル・
プ
ラ

ン
ナ
ー）

参
加
者
五
五
人

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
に
わ
か
し
ぼ
り」

講
師

ぶ血
澤
久
仁
子（
染

参
加
者
四
0
人

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
蔽
の
生
葉
染」

鑑
打
と
造
形
あ
そ
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
円
を
つ
く
る
・
円
で
つ
く

る

デ
コ
ラ
ー
ジ
ュ
」

参
加
者一．
八
人

-
0
月
三
一
日（
日）
．
―
一
月
三
日（
水
祝）
·
-
四
日（
日）

映
画
上
映
会
「
山
1
常
盤
ー

計
五
回
上
映

*.
0
月
三一
日
の
上
映
後
に
は
羽
田
澄
f
監
仔
と
「
和
佐
又
兵
衛」
展
監
修

者
辻
惟
雄
に
よ
る
対
談
を
開
催

「
モ
ノ
レ
ー
ル
動
物
公
園
駅
動
物
壁
画
制
作」

指
遅二
藤
森
直
樹

（
千
葉
県
立
千
葉
高
等
学
校
教
諭）

参
加
者
九
人
（
同
校
美
術
部

＊
千
葉
動
物
公
園
と
の
共
同
開
催

有
志

者
八
二
六
人

ワークショップ 「藍の生葉染」より

鑑打と造形あそびのプログラム「円をつくる・円でつくる デコラー ジュ」より

45 

牛
若
丸
と
常
盤
御
前
母
と
子
の
物
語
ー」

参
加

八
月
六
H（
金）
・
八
日（
日）

八
月
七
日（
上）

参
加
者
ご．
『
二
人

（渦）の公開展示風炊

糀
家）

ワークショップ「にわかしぽり」より

に
ー」

講
師

二四
山
純
子（
千
葉
市
美
術
館
学
芸
貝）

参
加
者
四

三
人

講演会 「民族衣装と現代の布づくり」より

一
●一
月一
八
日（
土）

二

0
月
几
H（
土

几
月一
八
H（
土

館
長

一
月一
．
日（
金
祝）

参

-
0
月
『
0
H（
土）

一
1一
月
四
日（
上）

―
二
月一
九
LJ（
日）

兵
衛」

展
監
修
者）

「
江
戸
の
三
大
風
俗
画
家
ー
又
兵
衛
・
師
宣
・
一
蝶」

講
師：
小

林
忠（
千
葉
市
美
術
館
館
長）

参
加
者一
三
万
人

「
京
の
美
意
識

初
代
六
兵
術
の
時
代」

講
師�
小
林
忠
（
千
葉
市

参
加
者
六
0
人

美
術
館
館
長）

「
京
焼
陶
家

消
水
六
兵
梱
家
の
歴
代」

講
師＂
中
ノ
堂一
信（
京

都
造
形
芸
術
人
学
教
授
／
「
清
水
六
兵
梱
歴
代
展」

監
修
者）

参
加
者一
三．一
人

「
千
葉
に
荘
ら
す
千
葉
を
描
く」

講
師
1

遠
藤
健
郎（
画
家）

加
者一
五一．
人

二
月一
三
日（
日）

三
月
二
七
日
(

H

)

三、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
理
解
の
た
め
の
市
民
美
術
講
座
（ょ
0
件）

第．
回�
「
美
術
館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て」

講
師�
小
林

七
月
二
四
日（
上）

八
月一i
.
H（
土）

―
一
月
ニ
―
日（
日）

一
月一
五
H（
土）

二
月一
九
日（
土）

一

言月
六
IJ（
土）

術
館
学
芸
課
長）

忠
（
千
葉
市
芙
術
館
館
長）

参
加
者
四
0
人

第
二
回
二＇
岩
佐
又
兵
衛
と
風
俗
画
の
展
開」

講
師
ぶ
松
尾
知
子

参
加
者
五
三
人

（
千
葉
市
芙
術
館
学
芸
貝）

第
三
回�
「
菱
川
師
宜
と
初
期
浮
世
絵」

講
師こ
浅
野
秀
剛（
千
薬

市
美
術
館
学
芸
課
長）

参
加
者
六
七
人

第
四
回�
「
狩
野
派
と
文
人
画」

講
師
�
小
林
忠（
千
葉
市
美
術
館

参
加
者
五
八
人

第
五
回
＂
「
面
白
・
祓
雪
・
若
沖」

講
師
＂
伊
藤
紫
織（
千
葉
市
芙

術
館
学
芸
貝）

参
加
者
六
八
人

第
六
回＂
「一
八
世
紀
の
浮
世
絵」

講
師

る山
辺
昌
子（
千
菜
市
芙

術
館
学
芸
員）

参
加
者
四
五
人

第
七
回
�
「
幕
末
•
明
治
の
浮
世
絵」

講
師こ
浅
野
秀
剛（
千
葉
市

美
術
館
学
芸
課
長）

参
加
者
六
0
人

第
八
回�
「
琳
派
ー

宗
逹
・
光
琳
．
抱―
|」

講
師；
松
尾
知
子

（
千
葉
市
美
術
館
学
芸
員）

参
加
者一
三
0
人

第
九
同

二日
本
近
代
の
版
画（一
）
ー
創
作
版
画
を
中
心
に
1」

講
師＂
西
山
純
f（
千
菜
市
美
術
館
学
芸
貝）

参
加
者
五
六
人

第
一
0
阿
"
「
H
本
近
代
の
版
画
(-―)
ー

伝
統
版
画
を
中
心

六
月
二
七
日
(

H

)

五
月
二
九
日（
土）

参
加
者
二
四
0
人

参
加
者
八
0
人

「
岩
佐
又
兵
衛
の
逆
襲」

講
師

ふ杜惟
雄（
美
術
史
家
／
「
岩
佐
又

「
義
経
展
ー
史
実
と
伝
説
と
美
術」

講
師＂
浅
野
秀
剛（
千
葉
市
美

二
人

参
加
者
二
三
0
人

師
ら日
本
茂
(
IHJ
田
市
立
国
際
版
画
美
術
館
館
長）

参
加
者
五

「
僕
と
版
画
と
メ
キ
シ
コ
と」

講
師＂
深
沢
幸
雄（
銅
版
画
家）
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-
0
月
ニ――-
R（
上）

「
美
術
館
ツ
ア
ー

by
太
陽
号」

「
W
i,
C
A
N
S
ta
t
ion
 2004」（
さ
や
党
ホ
ー

ル
で
の

活
動
報
告
展
示）

ョ
ン
美
術
館」

参
加
者
三
0
人

「
お
わ
り
は
は
じ
ま
り」

二
刊

, .

Iヽ ー
回 阿

一
六
同

人
場
者
三
四
四
人

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「

ま
ち
か
ら
／
ま
ち
へ

ア
ー
ト
・
コ
ネ
ク
シ

-
0
月一
九
日（
火）
ー

ニ
四
H（
日）

-
0
月一
六
日（
土

参
加
者
四 ＾
人

ニ
四
回

几 、

ア
ウ
ト
リ
ー

チ
プ
ロ
グ
ラ
ム

＊
一
九
人（
女
性一
四 、
男
性
五）
が
活
動

几
人（
八
月
二
六
日
（
木）

「Wi-CAN Station 2004」より

「
タ
イ
伝
統
楽
器
に
よ
る
音
と
舞」

出
演

こ演
奏

T
h
i
ti
pol

 Kan
tce
won
g
／
舞
踊
Wae
wclao
Sirisook
J

 

ニ
几
0
人

六 、

作
家
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

：

月一
几
H
．
．一

月
五
日
・

―
二
日
・

一
九
H
．
．一

六
日（
い
ず
れ
も
t)

「
遠
藤
健
郎
絵
画
展」

講
師
こ
遠
藤
健
郎（
画
家）

（
二）
「

職
場
体
験」

学
習

（
三）
「

町
の
探
検」

学
習

（
四）「
図
エ
・

美
術
科
担
当
者
美
術
館
見
学
会」

三一
人（
計一
四
u

問）

（
五）

千
葉
市
教
育
研
究
会
美
術
館
活
用
グ
ル
ー

プ
と
の
連
携（
美
術
館
で
の
月
例
研
究
会

開
催 、

所
蔵
作
品
展
「

お
わ
り
は
は
じ
ま
り」
で
の
連
携 、

第
五
五
回
千
葉
県
教
育
研
究

会
造
形
教
育
部
会
研
究
発
表
大
会
で
の
共
同
実
践
発
表）

＊
千
菜
大
学
や
地
域
NPO
と
の
連
携
廿
業
で
あ
る
「

千
菜
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

(
Wi,

C
AN)」
を
実
施 。
学
生
メ
ン
バ
ー
と
各
サ
イ
ト（
芙
術
館•
NP
O
等）
の
協
力
に
よ
り 、
サ
イ
ト
ご
と

に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
企
圃・
展
開 。
そ
の
う
ち
千
栄
市
美
術
館
を
会
場
に
行
わ
れ
た
イ
ベ
ン
ト
の
み
を
記

載 。

二
校
一
四
人

八
校

六
件

―
―
七
人

②
教
職
貝
の
団
体
鑑
打（
研
修 、

研
究
会
に
よ
る
利
用）

「
勅
使
河
原
行
風
と
そ
の
周
辺」

一
回

「
浮
世
絵
花
盛
り」

「
ビ
カ
ソ 、
マ
テ
ィ
ス
と一 (
0
世
紀
の
画
家
た
ち」

一
回

一
回l

ヒ 、

学
芸
員
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

六
八
八
人

四
二
四
人

さや堂コンサート「タイ伝統楽器による音と舞」 より

八 、

学
校
と
の
連
携
ボ
業

(-
)
学
校
団
体
の
受
け
入
れ

二
回

二
回

一
回

二
回

「
日
本
の
版
画」

「
モ
ノ
ク
ロ
ー

ム
絵
画
の
魅
力」

「
岩
佐
又
兵
衛」

「
消
水
六
兵
衛
歴
代
展」

「
速
藤
健
郎
絵
画
展」

「
深
沢
幸
雄
銅
版
画
展」

①
児
童
•

生
徒
の
団
体
鑑
宜

＊
学
校
側
の
希
望
に
応
じ
て 、
学
芸
u
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
対
応

＊
特
に
遠
隔
校
の
来
館
を
促
す
た
め 、
「

小
中
学
生
鑑
打
教
育
推
進
事
業」
を
設
け 、
美
術
館
が
無
料
送
迎

バ
ス
を
用
意

「
浮
世
絵
花
盛
り」

「
ピ
カ
ソ 、
マ
テ
ィ

ス
と
二
0
世
紀
の
両
家
た
ち」「
勅
使
河
原
荘
風
と
そ
の
周
辺」

一
九
校

「
太
陽
と
精
霊
の
布」「
お
わ
り
は
は
じ
ま
り」

一
『
校

「
日
本
の
版
画」「
モ
ノ
ク
ロ
ー

ム
絵
画
の
魅
力」

五
校

三
0
0
人

「
岩
佐
又
兵
衛」「
モ
ノ
ク
ロ
ー

ム
絵
両
の
魅
力」

七
校

一
八
0
人

ぶ紅
水
六
兵
梱
歴
代
展」

二
校

七
八
人

「
遠
藤
健
郎
絵
画
展」「
深
沢
幸
雄
銅
版
画
展」

二
校
一
六
七
人

合
計

四
八
校

一
、

九
四
二
人
（
う
ち
「

小
中
学
生
鑑
背
教
育
推
進
事
業」
で
の
米
館

は
一
三
校

九
ニ
ー
人）

ょ
0 、

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動

(-
)

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

＊
企
画
展・
所
蔵
品
展
の
会
期
中 、
不
定
期
に
実
施
す
る
自
主
活
動

「
浮
世
絵
花
盛
り」

「
ビ
カ
ソ 、
マ
テ
ィ
ス
と
二
0
世
紀
の
画
家
た
ち」

「
勅
使
河
原
蒼
風
と
そ
の
周
辺」

「
太
陽
と
栢
霊
の
布」

「
日
本
の
版
画」

「
モ
ノ
ク
ロ
ー

ム
絵
画
の
魅
力し

「
岩
佐
又
兵
衛」

．
校
1

0
五
人

―― ．
一
阿

.- .
〇
同

三
二
阿

二
回

参
加
者

二
回

七
月一'1
0
日
（
金）
・

八
月一
u
(
H)

「
お
わ
り
は
は
じ
ま
り」

一
回

五 、

さ
や
党
コ
ン
サ
ー
ト

「
太
陽
と
精
霊
の
布」

二
回
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一

（
四）

そ
の
外

図
録
制
作
補
助

展
示
作
業
補
助

撤
去
作
業
補
助

一
日

-
0
人

五
0
点

(-
)

作
品
の
貸
し
出
し

二
0
件

六
六
点

一
五 、

所
蔵
作
品
の
特
別
利
用

遠
藤
健
郎
〈
成
人
の
日）
他

―
一
五
点

五
五
点

「
深
沢
幸
雄
銅
版
画
展」

（
二）

鑑
宜
リ
ー

ダ
ー

＊
児
窮
•

生
徒
の
団
体
鑑
打
（
八
—

(
-
)

①）

へ
の
協
力
活
動 。

学
校
側
の
希
望
に
応
じ
て 、

少
人
数
グ

ル
ー
プ
で
の
鑑
貸
を
行
う 。

来
校
数
と
対
応
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
の
べ
数
を
記
載 。

「
浮
世
絵
花
盛
り」

一
校

八
人

「
ビ
カ
ソ 、
マ
テ
ィ
ス
と
二
0
世
紀
の
画
家
た
ち」「
勅
使
河
原
百
風
と
そ
の
周
辺」

「
太
陽
と
精
霊
の
布」「
お
わ
り
は
は
じ
ま
り」

「
日
本
の
版
画」「
モ
ノ
ク
ロ
ー

ム
絵
画
の
魅
力’j

「
岩
佐
又
兵
衛」「
モ
ノ
ク
ロ
ー

ム
絵
画
の
魅
力
L

三
日
間

三
日
間

の
ベ
ー
九
人

の
ベ
ニ
ニ
人

ニ
四一
回

―
―
校

二
校

―
-

、

出
版
活
動

(-
)
展
買
会
図
録

r
ピ
カ
ソ 、
マ
テ
ィ
ス
と
二
0
世
紀
の
画
家
た
ち
フ
ォ
ー

ヴ
ィ
ス
ム
と
キ
ュ
ビ
ス
ム』

『
藍
と
苔
ら
す
人
々
ト
ン
族
・
ミ
ャ
オ
族
・

タ
イ
族
太
陽
と
梢
霊
の
布
ー

中
国
・

東
南
ア

ジ
ア
少
数
民
族
の
染
織』

『
日
本
の
版
画
IV
•

一
九
三一
ー一

九
四
0
・

棟
方
志
功
登
場』

『
伝
説
の
浮
世
絵
開
祖
岩
佐
又
兵
衛』

『
清
水
六
兵
衛
歴
代
展
京
の
陶
芸
ー

伝
統
と
革
新」

『
遠
藤
健
郎
絵
画
展
ー

戦
後
は
終
わ
っ
た』

『
深
沢
幸
雄
銅
版
画
展』

（
二）

鑑
買
補
助
の
た
め
の
小
冊
子

「
お
わ
り
は
は
じ
ま
り

円
を
め
ぐ
る
六
つ
の
お
は
な
し

（
三）

定
期
刊
行
物

美
術
館
ニ
ュ
ー

ス
「

C'n」
四
回

千
葉
市
美
術
館
研
究
紀
要
『

採
蓮』

第
八
号

三
八
人

中
学
生
の
た
め
の
セ
ル
フ
ガ
イ

『
千
葉
ア
ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト2004
ド
キ
ュ
メ
ン
ト』（

発
行
＂
千
葉
ア

合）

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
運
営
補
助

「《
渦》
の
公
開
展
示」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「

に
わ
か
し
ぼ
り」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「

藍
の
生
葉
染」

鑑
貨
と
造
形
あ
そ
び
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
「

円
を
つ
く
る
・

円
で
つ
く
る
デ
コ
ラ
ー

ジ
ュ

」

「
美
術
館
ツ
ア
ー

by
太
陽
号」
(
W
i-
C
AN
企
画
へ
の
参
加
／
鑑
買
サ
ポ
ー
ト）

-
1
人

（
四）

そ
の
他

「
遠
藤
健
郎
絵
圃
展」「
深
沢
幸
雄
銅
版
画
展」
へ
の
協
力

ー
ト

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

実
行
委
員
会）

ア
ク
セ
ス
件
数

一
三 、

作
品
の
収
集

購
入
�
一
件 、

寄
贈
�
六
七
件 、

寄
託

る四
七
件 、

移
管
こ
0
件

一
四 、

所
蔵
作
品
の
修
復
・

保
存
等

（ 令
）

修
復
作
品

村
ヒ

友
晴
〈
無
題〉《
無
題》

古
城
江
観
《
古
城
江
観
世
界
風
景
及
風
俗
版
画〉
他

（
二）

写
兵
貸
し
出
し
・

撮
影
お
よ
び
掲
載
申
請

三
五
件

―
―- 、
ホ
ー

ム
ペ
ー

ジ
の
公
開

ニ
四
0 、
一
―
六
件（
二
月
ま
で

合
計

49 

（
二）
マ
ッ
ト

装

（
三）

写
真
撮
影

「ビカソ・マティスと20世紀の画家たち」鑑打リー ダー

「遠藤健郎絵画展」展示作業風穀

一 ．
校

1
0
人

一
校

二
0
人

人

六
人

の
べ
七
人

二
人

ヒ
人

一
三
回

「
清
水
六
兵
衛
歴
代
展」

「
遠
藤
健
郎
絵
画
展」

七
阿

「
消
水
六
兵
梱
歴
代
展」

合
計

'1
0
校

の
べ
八
五
人

一 ．
七
回

校

六
人

「深沢幸雄銅版画展」展示作業風凩
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編
集
担
当

ー
西
山
純
子

制
作

印
象
社

千
葉
市
美
術
館
研
究
紀
要

採
蓮

第
八
号

ち
の
版
画」

入
場
者
六
七
六
人

二
月
一
五
日
1
二
月
二
七
日

二
＾
、

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
い
な
げ

さ
や
堂
ホ
ー
ル

講
座
室

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

講
営

三
0
二
人（
三
月一
日
現
在）

一
七、

博
物
館
実
習

二
〇、

施
設
の
利
用
（
利
用
日
数）

（一
）

展
覧
会

一
七
校
二
四
人

二
七
六
日（
三
六
団
体

二
0、

九
三
0
人）

一
四
0
日
（一
般
三
一
日、

市
関
係―
二
八
日、

市
民
展
二
0
日、

美
術
館
五一
日）

二
三
二
日（一
般一
六
八
日、

市
関
係一
四
日、

美
術
館
五
0
日）

一
三
八
日（一
般
三
五
H、

市
関
係
四
三
日、

美
術
館
六
0
日）

―
一
月
九
日
1―
一
月
ニ
―
日
「

Ch
iba

Art
 Flash'
04
形
を
突
き
く
ず
す
形」

入
場
者
六
九
二
人

「
布
施
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
ー
ゴ
ヤ、

ド
ー
ミ
ェ
と
巨
匠
た

一
九、

映
像
コ
ー
ナ
ー
の
利
用

公
開
日
数
二
三―一
日

一
八、

図
苔
室
の
利
用

三、

0
三
一
人（
公
開
日
数
二
八
五
日）

二
六
九
日

二
六
九
日

九
月
二
日
1一
七
日
（
二
期
に
分
け
て
実
施）

制
作
室

会
員

展
示
室

九
団
体

七
団
体

一
六、

友
の
会

（
二）

施
設
の
利
用
者
数―

-
、

四
九
三
人（
二
月
ま
で）

四、

0
三
六
人（
二
月
ま
で）

（
三）

施
設
の
公
開（
公
開
日
数
と一一
月
ま
で
の
見
学
者
数）

「
旧
神
谷
伝
兵
衛
稲
毛
別
荘」

六、

五
0
九
人

「
ゆ
か
り
の
家・
い
な
げ」

七、
二
七
九
人

二
0
0
}-;1
年
三
月二
十一
日
発
行

編
集•
発
行
ー
財
団
法
人
千
薬
市
教
育
振
興
財
団

千
葉
市
美
術
館

一．六01八七
吾＿
千
葉
市
中
央
区
中
央―ニ
ー
トー
八

笥
話
0
四
三
，
Wi．
ー
ニ――――
・（
代）
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